
国立大学法人富山医科薬科大学事業報告書 

 

「国立大学法人富山医科薬科大学の概要」 

１．目標 

 「 富山医科薬科大学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，医学・看護

学及び薬学を総合した特色のある教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高

い使命感と創造力のある人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学

技術，人間社会と自然環境の調和的発展に寄与する。」ことを目標としています。 

 

 

２．業務 

富山医科薬科大学では，平成１６年４月の国立大学法人化を契機として，学長が

リーダーシップをより発揮し，機動的・戦略的な大学運営ができるよう，また，平

成１７年１０月の３大学（富山医科薬科大学，富山大学，高岡短期大学）の再編・

統合への対応等ができるよう，組織・運営体制等の見直しを行い，さらに積極的な

運営を心がけています。  

 本学の新たな取り組みは次のとおりです。 

１ 大学の管理・運営体制の整備 

(1) 学長補佐体制等の整備 

 1)  理事の配置とその担当業務の明確化 

    国立大学法人法に基づいて，理事５人（常勤４，非常勤１）を配置し，その

業務は，学務（教育，構成補導，入試，就職等）・国際交流・財務・広報担当，

医療（病院の管理運営等）・施設マネジメント・労務（病院）担当，学術研究（研

究推進，産学官連携，知的財産管理等・点検評価，労務（病院以外）担当，総

務担当（事務局長兼務），企画戦略（地域・国際貢献，社会貢献等）担当です。

2) 「学長補佐」の指名 

    学長補佐体制の整備の一環として，企画・立案機能を充実させるため，新た

に「学長補佐」を指名しています。学長補佐は，全学的な課題の解決に向けて

学長を補佐するとともに，全学委員会である計画・評価委員会や広報委員会に

参加し，理事・部局長・評議員と連携しながら，中期目標・中期計画・年度計

画の策定と点検評価や広報体制の構築等に主導的な役割を果たしています。 

3)  秘書室の設置と秘書職員の拡充 

  学長及び各理事の運営体制の事務的支援を強化するため，秘書室を設置し，学

長及び理事に対しそれぞれ秘書を配置し，学長，理事の業務補助やスケジュー

ル管理等を行っています。 

4)  役員と部局長との懇談会 

    学長が，各部局の状況を把握し大学運営に反映させるため，全学的な観点か

ら教育研究等について意見交換を行う場として，役員と部局長の懇談会を必要

に応じ開催しています。 

(2) 新たな全学委員会の設置 

  大学の管理・運営を機動的かつ一元的に行うために，従来の委員会組織を見直

し，理事・部局長・評議員・学長補佐を中心に，また，専門職としての立場から

事務職員も加えて，以下の全学委員会を設置しました。 
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・大学の中期目標・中期計画及び年度計画の策定等のために，旧来の「点検・評

価委員会」を廃止して，「計画・評価委員会」を設置 

・教育，研究及び診療等の整備充実のために，旧来の「施設整備委員会」，「環境

整備委員会」を廃止し，「施設マネジメント委員会」を設置 

・社会に開かれた大学として広報・情報発信体制の整備充実のために，新たに「広

報委員会」を設置 

・外国人留学生及び外国人研究者へより充実した対応を図るために，旧来の「留

学生委員会」と「国際交流委員会」を発展的に統合して，「（新）国際交流委員

会」を設置 

 

２ 教育・研究体制の整備・充実 

(1) 教育 

 1)  教育の質の向上 

 ①  教育内容や方法の組織的改善と教員の教育能力の向上を図るために，医学部

及び薬学部において学科別のファカルティ・ディベロップメント （ＦＤ）を実

施し，また，教養教育を担当する学科目教員組織も独自にＦＤを実施していま

す。 

② 授業内容の改善を図るため，各学部の教務委員長が中心となり，学生による

授業評価を実施しています。アンケート調査は，授業毎あるいは学期末に実施

し，結果は各担当教員へ通知して，授業改善等に役立てています。さらに，医

学部医学科では，毎日の授業終了時に実施し，アンケート結果を学内に掲示し

ています。 

2)  教育施設の改善 

     学習環境及び情報支援等の充実を図るため，少人数教育実施のためのチュー

トリアル教室の増設，チュートリアル室のパソコン整備及びチュートリアル

用・セミナー用における図書の充実を図っています。また，附属図書館では，

学生の閲覧及び自習スペースの拡充を図るとともに書庫や書架スペース及び配

架スペース等の見直しを図っています。 

3)  教育組織の整備 

    教育研究のニーズに対応するため，各学部等においては，それぞれ次の教育

研究検討組織を設け，随時，組織及び人事等に係る事項を検討し，教育研究内

容の充実を図っています。 

 〈各学部等の検討組織〉 

   医学部：医学部将来計画推進委員会において，教授定年退職予定講座の後任

選考を含めた講座のあり方及び各講座の教員配置，新大学院構想に

基づく教員配置等について検討。   

   薬学部：薬学部講座教授会議において，教授定年退職予定講座の後任選考を

含めた講座教員配置のほか，薬剤師養成課程６年制化や新大学院構

想に基づく教員配置等について検討。 

    和漢薬研究所：和漢薬研究所将来計画検討委員会において，部門のあり方及

び研究所の改組等に係る対応について検討。また，教授定年退職予

定部門の後任選考を含めた各部門の教員配置については，人事教授

会で検討。 
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   附属病院運営会議：新たな診療科創設，中央診療部の教員配置等について検

討。 

    学科目教員会議：教員定年予定科目の後任選考を含めた教員配置等について

検討。 

 4) 人的資源の活用 

① 教員選考においては，公正で適切な人事を行うため，全学選考基準及び学部

等の選考内規等を設け，これに基づく選考を行っています。また，教員選考(主

として教授）は，その都度教授会等に選考委員会を設置し，選考期間中，公募

内容，選考内容及び選考経緯等の詳細にわたり教授会等がチェックするシステ

ムとしています。 

② 本学での教員の任期制導入は，平成１１年４月の和漢薬研究所の任期制導入

をスタートとして，以後，平成１１年５月薬学部，平成１２年４月大学院薬学

研究科，平成１４年４月生命科学実験センター，平成１５年６月医学部及び附

属病院，平成１６年２月学科目，平成１６年４月大学院医学系研究科と，積極

的に行ってきました。平成１７年４月生命科学実験センターでの適用により，

全部局等（保健管理センターを除く。）での任期制の導入が完了しました。 

 

(2) 研究 

 1)  学長戦略的経費による研究の推進 

     全学的な視点からの戦略的な学内資源配分を行うため，学長のリーダシップ

のもと強い法人を目指す戦略的な観点から「学長戦略的経費」を創設して，研

究においては，研究課題を全学に公募し，「医薬共同研究型の先端的研究計画（チ

ーム型研究 3～5 人）」では９件採択（申請件数１４件），「１名又は複数での萌

芽的研究計画」では１８件採択（申請件数２６件），「教育改善，社会貢献等実

務型研究計画」では５件採択（申請件数７件）しました。 

2)  部局等における運営経費の傾斜配分 

① 病院長裁量経費や研究所長裁量経費を設け，戦略的観点から，病院長の主導

による病院管理運営等の推進や研究所を中心とした研究の推進を図っていま

す。 

② 産学官連携推進経費を設け，産業界との連携を深め，研究成果の公開，共同

研究を推進する体制の整備や産学官連携事業の推進を図っています。 

③ 学部教授会及び学科目教員会議では，教育研究推進のため，それぞれ独自の

評価基準を設け，教員の教育業績，研究業績，管理・運営業績及び社会活動や

社会貢献等を業績評価し，研究費等の一部について講座学科目単位での傾斜配

分を実施しました。 

3) 本学の特色ある研究分野の一層の活性化  

① ２１世紀 COE プログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」による世界的

研究拠点の形成 

本事業は，西洋医薬学と東洋医薬学の個別パラダイムの統合を目指すもので，

学際分野で平成１５年度に採択されました。学長の強いリーダーシップによる

全学的支援体制（COE プログラム戦略室の設置，大型予算支援，大学院東西統合

医学系の新設，和漢薬研究所への新たな寄付部門の設置など）により，研究教

育体制の強化を図っています。また，若手研究者を積極的に採用するとともに，
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事業推進担当者以外の若手研究者を COE フェローに任命し，本領域での若手研

究者の育成を行っています。さらに，中国北京大学医学部薬学院に COE 海外拠

点を開設し，韓国の大邱韓醫大学校他４ヶ国１１機関と大学間交流協定を締結

し，国際的研究拠点形成を行った。研究成果として，漢方医学的に「お血」と

診断される症例における特徴的な血中タンパク出現パターンを「バイオインフ

ォマティックス」の技術を世界で初めて明らかにすることができた。また，国

際共同研究により中国やモンゴルの薬用植物分布調査を完了し，伝統薬物デー

タベースを構築し，年間約１万件のアクセスがあるホームページを公開するこ

とができました。 

② 先端的脳研究の推進のための大学院改組と大型研究プロジェクトの立ち上げ

すでに世界的水準にある脳科学分野の研究を臨床応用する研究を推進してい

る。そのため，平成 1６年４月に医学系研究科の新たに「認知・情動脳科学専攻

（博士課程）」を独立専攻として設置しました。本専攻では，情動を中心に心の

はたらきの脳内メカニズムとその発達課程を分子・細胞・システム・行動レベ

ルで明らかにするとともに，脳と心の発達障害や精神・行動の障害の病因を解

明し，治療法や予防法の確立に取り組みます。また，本年，当該専攻の若手教

授による，大型研究プロジェクトの戦略的創造研究推進事業（CREST）に，研究

課題「情動発達とその障害発症機構の解明」が採択されました。本研究はこれ

から５年間で，基礎医学から臨床医学までの学際的研究チームで，情動発達及

び情動学習・記憶の神経機構及びその異常発症機構を解明することを目指しま

す。さらに，３大学（本学，富山大学，高岡短期大学）の再編・統合（平成１

７年１０月）を機に，新大学院（博士課程）に「生命融合科学教育部」を設置

し，医薬と理工の研究者が共同し先端的脳科学の研究推進できるための新大学

院構想について検討し，平成１８年度に新大学院をスタートすることになって

います。 

③  文部科学省知的クラスター創成事業「とやま医薬バイオクラスター」を産学

官体制で推進と，大学発ベンチャーの立ち上げ 

平成１６年採択の文部科学省知的クラスター創成事業の「とやま医薬バイオ

クラスター」計画を産学官体制で推進しました。本学では，「漢方薬による治

療支援システムの開発」，「免疫機能を活用した診断治療システムの開発」に

取り組んでいます。成果は「バイオジャパン２００４」，「イノベーションジ

ャパン２００４」，「産学官連携ビジネスショウ」，「産学連携フォーラム」

等で発表しました。また，本研究において１３の特許申請を行っています。さ

らに本成果を基に平成１７年２月に本学初である大学発ベンチャー「エスシー

ワールド」を立ち上げました。本成果を基盤とする産学共同研究の「細胞スク

リーニングシステムの開発」が平成１６年４月に地域新生コンソーシアム事業

に採択され，日立ソフトや地域企業との産学研究がスタートしました。 

④  先端生命科学研究を支援するための新たな研究支援組織の再構築 

上記大型研究を支援し，さらに３大学の再編・統合後の新大学院（博士課程）

における教育研究を支援することを目的として，生命科学実験センターと実験

実習機器センターを統合し，「生命科学先端研究センター」を設置することを

企画しました。そのため，研究担当理事を委員長とし「生命科学先端研究セン

ター設置準備委員会」を設置し，規則，組織，人員配置，運営方法を審議し，
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平成１７年４月１日にセンターをスタートさせます。 

 

３ 産学官連携の推進 

  産学官の連携・推進，外部資金・競争的資金をより一層獲得及び知的財産の創

出・取得・管理・活用等を図るための組織として，産学官連携推進会議（同会議

の下に産学官連携室及び知的財産本部がある。）の充実を図っています。 

    県内の薬業界，大学及び富山県の有機的連携を図るとともに情報交換の場とし

てフォーラム富山「創薬」を推進しています。 

  また，学内関係地域との連携を図る必要から「とやま産学官交流会」の参加と

出展，全国版として産学官連携推進会議（京都会議）等々にも参加，出展しまし

た。 

 

４ 国際交流の促進 

  平成１３年度から，日本学術振興会の拠点大学方式交流事業において，和漢薬

研究所が日本側の拠点大学となって，チュラロンコン大学（タイ）と「薬物分野・

天然薬物」をテーマに学術交流を遂行しています。 

    また，２１世紀 COE プログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の更な

る進展に向けて，北京大学医学部薬学院と和漢薬研究所の双方に国際協力拠点を平

成１７年２月に設置しました。 

  

５ 附属病院における経営の効率化等 

  附属病院においては，経営の効率化を図るため経営面のサポート体制を見直し，

経営戦略的観点から経営企画部を設置しました。経営企画部は，まず医療費の節

約を目指して目標値を設定し，その目標値に向けての計画・施策等を検討し，実

施しました。 

  また，病院長，副病院長（管理運営（経営），教育研修，医療安全，診療研究及

び看護の各分野の５人）及び業務部長が，全診療科を対象としてヒアリングを行

い，さらに現場の視察を実施し，現場に即した改善等を実施しています。 

  平成１６年度の本学附属病院の経営改善等の取り組みは次のとおりです。 

(1) 附属病院経営企画部の設置 

   病院長の下に経営担当の副病院長を中心とした院内組織を設け，経営に関する

情報を集めて分析し，運営方針案を策定しました。この方針案を副病院長会議で

決定し，病院運営会議，連絡会議などで周知徹底しています。 

(2) 病院における診療経費の節減 

  病院の経費は大別すると，医療材料費と医薬品費があり，これらが医療経費の

約９７％を占めています。これらの経費を平成１６年度において，医療材料につ

いては標準化，医薬品については同種同効品の削減及び後発薬品の導入を行い，

前年度比で５.４％の節減を行っています。 

(3) 病院収入の増収 

  1)  平成１６年度の診療報酬請求額に関しては，紹介率の向上，救急患者の入院

時の病床確保を効率化し，病床稼働率がピーク時には９５％までに上昇(実質年

度間平均で９０％)しました。 

  2) 増収対策 
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  ① 紹介率の向上対策 

紹介率の向上対策として，附属病院の地域連携室を中心に，診療所や各病院

の医師との普段からの情報交換や附属病院での定期的な研修会への招待をしま

した。また，これらの医師に対して登録医として，図書館の利用などの便宜を

図り，さらに，附属病院への紹介患者数の多い医師を表彰しています。 

  ② 手術件数と診療単価の増加 

    手術件数を増加させるために，手術室の運用を弾力的かつ効率化するととも

に看護師も増員しました。また，手術予定患者に対する画像診断などの検査を

外来で行うよう，新たに高性能のコンピュータ画像撮影装置（CT：Computed 

Tomography）を導入し，検査を容易にしました。 

   ③ 診断群分類・包括評価（DPC：Diagnosis Procedure Combination）対策 

       DPC 対策として，外来での検査完了と在院日数短縮化が重要であり，クリニ

カル・パスを実行するように医師に指導しています。 

(4) 職員の意識改革 

  附属病院では，職員の意識改革を図るため，医師，看護師，コ・メディカル及

び事務職員を対象とした経営企画部主催による「病院経営特別講演会」を５回に

わたり企画・開催しました。主な講演内容は，学外から講師を招聘し，法人化後

の附属病院の経営のあり方について，病院経営，外科手術室の効率的な運用，紹

介率の増加に関する取り組み方などです。 

   

６ 社会に開かれた大学運営 

 産業界及び地域社会等からの意見を尊重するため，会議，委員会，研究会及び懇

談会等に学外の委員等を含め，また，地域医療機関等との研究会・研修会や懇談

会等を企画・実施し，外部の意見を取り入れています。さらに，学生からの意見

を取り入れるための理事とクラス委員との懇談会を実施しています。 

(1) 外部の有識者等が委員となっている会議等 

経営協議会，倫理委員会，関連教育病院運営協議会，医学部臨床実習運営協議

会，医学部看護学科関連教育施設運営協議会，高等学校長及び進路指導担当教諭

との入試に関する懇談会などを開催し，外部の意見を取り入れています。 

(2) 学生の意見を取り入れるシステム等 

  学生の意見を取り入れて，講義・実習等に対する授業評価及び生活上の諸問題

に対する学生生活実態調査を実施してきました。平成１６年度は新たに，学生か

ら直接意見を聴き積極的に実行する企画として，「防犯・安全対策に関する全学学

生アンケート調査」を実施しました。その結果に基づきキャンパス内の防犯外灯

を設置するとともに，周辺の防犯外灯の設置についても地元自治会に要望しまし

た。 

   さらに，学生の意見を教育に反映させるため，理事と学生クラス委員との懇談

会を実施しました。理事と医学部医学科・看護学科，薬学部のクラス委員との懇

談会を順次実施し，学生から出された意見で改善可能なものは早急に対応してい

ます。 

(3) 地域社会からの意見の尊重及び成果の還元等 

  本学が立地する富山県は，元禄時代からの「越中売薬」に始まり，３００年余

りの歴史を経て今日に至っています。現在県内には１１７カ所の医薬品製造所が

6



あり，配置用の医薬品から薬局・薬店用，そして病院用の医薬品に至るまで，幅

広い医薬品の生産を行っています。一方，「くすりの富山」の伝統は，官立富山薬

学専門学校，富山大学薬学部，更に本学に受け継がれ，和漢薬研究の更なる発展

を担っています。富山県における産学官連携は，これらを背景に，本学の医学部

と薬学部に和漢薬研究所が連携して，大学の研究成果等を地域社会へ還元し，活

性化を図っています。その主なものとしては，産学官連携によるフォーラム富山

「創薬」が挙げられ，本学が主催・主導する研究会は既に１５回となり，今年度

は３回開催しました。 

(4) 地域医療機関等との連携推進 

   附属病院では，地域医療機関等との連携推進を図るため，定期的に，地域の医

師との医療連携研修会及び行政機関・医療関係者代表・患者代表等との地域懇談

会を実施し，学外の意見を取り入れています。平成１６年度の地域医療連携研修

会の開催月，対象医師及び参加者は次のとおりです。 

  第５回（平成 16年 6 月）：精神科（地域医師２２人，院内２５人） 

  第６回（平成 16年 10 月）：第２内科（地域医師２８人，院内２７人） 

  第７回（平成 17年 3 月）：脳神経外科（地域医師１５人，院内２０人） 

    また，地域医療連携室においては，基幹病院や療養型病院への紹介・逆紹介，

福祉施設，訪問看護への連絡調整を行っています。 

 

７ 運営状況 

  平成１６年度の運営状況は次のとおりです。 

   経常費用 19,366 百万円 

   経常収益 19,907 百万円 

      経常利益   541 百万円 

   臨時損失   587 百万円 

      臨時利益  1,107 百万円 

      当期総利益 1,061 百万円 

 

 

３．事務所等の所在地 

所在地   富山県富山市杉谷 2630 番地 

 

４．資本金の状況 

5,596,707,765 円（全額 政府出資）  

 

５．役員の状況 

役職 氏 名 就任年月日 主な経歴 

学長 小野武年 平成 16年 4 月 1 日 

 

昭和 52年 4月  富山医科薬科大学 

医学部教授 

平成 9年 11月～11年 10月 医学部長（併任）
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理事 

（学務，国際

交流，財務，

広報） 

渡邉裕司 平成 16年 4 月 1 日 

 

昭和 62年 12月 富山医科薬科大学 

和漢薬研究所教授 

平成 7 年 4 月～13 年 3 月  和漢薬研究所

長（併任） 

平成 15 年 4 月～16 年 3 月 和漢薬研究所

長（併任） 

理事 

（医療，施設

ﾏﾈｼ゙ ﾒﾝﾄ， 

労務（病院）） 

小林 正 

(病院長兼務) 

平成 16 年 4 月 1 日 

 

平成 4年 2月  富山医科薬科大学 

医学部教授 

平成 12年 6月  副学長（病院長併任） 

平成 14年 8月  医学部教授 

理事 

（学術研究，

点検評価， 

労務（病院以

外）） 

村口 篤 平成 16年 4 月 1 日 

 

平成 3年 11月  富山医科薬科大学 

医学部教授 

 

理事 

（総務） 

 

本間 実 

(事務局長兼務) 

平成 16 年 4 月 1 日 

 

平成 12年 4月 文部科学省学術国際局 

研究機関課研究調整官 

平成 13年 1月 研究振興局学術機関課 

研究調整官 

平成 14年 4月 高等教育局専門教育課 

教育大学室長 

理事 
（非常勤） 

（企画戦略） 

南日康夫 平成 16年 4 月 1 日 

 

昭和 54年 4月 筑波大学教授 

平成 4年 4月     副学長     

平成 9年 7月(財)科学技術振興事業団 

富山県科学技術コーディネータ 

平成 10年 6月 科学技術庁参与 

監事 

 

山森利平 

 

 

 

平成 16 年 4 月 1 日 

 

平成 7年 4月  (株)インテック 

経理本部担当部長 

平成 15年 4月 (株)インテック・アイ 

ティ・キャピタル総務部長 

監事 
（非常勤） 

松下勝八 

 

 

平成 16年 4 月 1 日 

 

       公認会計士・税理士 

平成 14年 4月 富山県包括外部監査人 

 

６．職員の状況 

教員 363 人 

職員 632 人（事務系 154 人，医療系 432 人，その他 46 人） 

 

７．学部等の構成 

 学部等の構成 

  〔学部〕    医学部（医学科，看護学科），薬学部（薬科学科） 
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  〔研究科〕  医学系研究科（修士課程２専攻，博士課程２専攻） 

         薬学研究科 （博士課程（前期・後期）２専攻） 

   〔附置研究所〕和漢薬研究所 

   〔附属施設〕 附属病院，附属図書館，保健管理センター 

   〔学内共同教育研究施設〕 

    生命科学実験センター,実験実習機器センター,情報処理センター 

    先進医薬共同開発推進センター 

  〔学部等附属施設〕 

    附属薬用植物園(薬学部）,附属薬効解析センター（和漢薬研究所） 

 

 

８．学生の状況 

  学生数 

〔学部〕 医学部 837 人（医学科 575 人,看護学科 262 人）,薬学部薬科学科 440 人 

〔研究科〕 

   医学系研究科 

             医科学専攻 46 人 (うち修士課程 26人,博士課程 20 人) 

               （次の※博士課程の各専攻は平成 16年度から学生募集を停止） 

               ※生理系専攻    34 人 

                 ※生化学系専攻   29 人 

               ※形態系専攻    30 人 

                 ※環境系専攻    19 人  

           看護学専攻（修士課程）           42 人 

             認知・情動脳科学専攻（博士課程）  8 人 

     薬学研究科 

            薬科学専攻 161 人(博士前期課程 121 人,博士後期課程 40人) 

             臨床薬学専攻 42人(博士前期課程 29人,博士後期課程 13人) 

              （次の※博士課程の専攻は平成 12年度から学生募集を停止） 

                 ※医療薬科学専攻 2人(博士後期課程 2人) 

                    

 

９．設立の根拠となる法律名 

国立大学法人法 

 

１０．主務大臣 

文部科学大臣 

 

１１．沿革 

昭和 50年 10 月 富山医科薬科大学設置，医学部設置 

昭和 51年  4 月 薬学部設置（富山大学から移行） 

昭和 53年  6 月  大学院薬学研究科博士課程（医療薬科学専攻）設置 
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        和漢薬研究所設置（富山大学から移行） 

昭和 54年  4 月  附属病院設置 

昭和 54年 10 月  附属病院開院 

昭和 57年  4 月  大学院医学系研究科博士課程(生理系専攻，生化学系専攻，形態系

専攻，環境系専攻)設置 

平成  5 年 4 月  医学部看護学科設置 

平成  9 年 4 月  大学院医学系研究科修士課程（看護学専攻）設置 

平成 15年  4 月 大学院医学系研究科修士課程（医科学専攻）設置 

平成 16年  4 月 大学院医学系研究科博士課程（認知・情動脳科学専攻）設置 

 

 

１２．経営協議会・教育研究評議会 

○ 経営協議会（国立大学法人の経営に関する重要事項を審議する機関） 

氏 名 現   職 

小野武年 

渡邉裕司 

小林 正 

村口 篤 

本間 実 

南日康夫 

大永尚武 

金岡祐一 

金川克子 

新木富士雄 

舘野政也 

中尾哲雄 

福田 孜 

松井竹史 

八木近直 

 

富山医科薬科大学長 

富山医科薬科大学理事 

富山医科薬科大学理事 

富山医科薬科大学理事 

富山医科薬科大学理事 

富山医科薬科大学理事（非常勤） 

富山県副知事  

富山国際大学長  

石川県立看護大学長 

北陸電力株式会社代表取締役社長 

富山県済生会高岡病院長  

株式会社インテック代表取締役社長 

富山市医師会長  

テイカ製薬株式会社代表取締役社長    

富山県教育委員会委員長   

 

○ 教育研究評議会（国立大学法人の教育研究に関する重要事項を審議する機関） 

氏 名 現   職 

小野武年 

渡邉裕司 

小林 正 

村口 篤 

本間 実 

南日康夫 

倉知正佳 

倉石 泰 

服部征雄 

白木公康 

学長 

理事 

理事      

理事      

理事      

理事（非常勤） 

医学部長    

薬学部長    

和漢薬研究所長 

附属図書館長   平成 16 年 9月～ 
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（武田龍司） 

大谷 修 

田澤賢次 

根本英雄 

根本信雄 

盛永審一郎 

遠藤俊郎 

（附属図書館長）(平成 16 年 4月～平成 16年 8月） 

医学部教授   

医学部教授   

薬学部教授   

薬学部教授 

薬学部教授（学科目選出） 

医学部教授（附属病院選出） 

 

 

「事業の実施状況」 

Ⅰ．大学の教育研究との質の向上 

 １．教育研究に関する実施状況 

 （１）教育の成果に関する実施状況 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「教育の成果に関する目標」（５～８頁 ）を参照してください。 

  

（２）研究の成果に関する実施状況 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「研究水準及び研究の成果等に関する目標」（１８～２０頁）を参照してください。

 

 

(３) その他の目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「その他の目標」（２４～３７頁）を参照してください。 

 

 

Ⅱ．業務運営の改善及び効率化 

 １．運営体制の改善に関する実施状況 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「運営体制の改善に関する目標」（４０～４３頁）を参照してください。 

 

２．教育研究組織の見直しに関する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「教育研究組織の見直しに関する目標」（４４頁）を参照してください。 

 

 

３．教職員の人事の適正化に閲する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「教職員の人事の適正化に閲する目標」（４５～４９頁）を参照してください。

  

 

４．事務等の効率化・合理化に関する目標 
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平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「事務等の効率化・合理化に関する目標」（５０～５１頁）を参照してください。

 

 

Ⅲ．財務内容の改善 

１．外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標  

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標」（５４～５５頁）を参照

してください。 

 

２．経費の抑制に関する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「経費の抑制に関する目標」（５６頁）を参照してください。 

 

 

３．資産の運用管理の改善に関する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「資産の運用管理の改善に関する目標」（５７～５８頁）を参照してください。

 

 

Ⅳ．自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供」（６０～６１頁）を参照して

ください。 

 

 

Ⅴ．その他の業務運営に関する重要事項 

１．施設設備の整備等に関する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「施設設備の整備等に関する目標」（６４～６６頁）を参照してください。 

 

 

２．安全管理に関する目標 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「安全管理に関する目標」（６７～６８頁）を参照してください。 
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Ⅵ．予算、収支計画及び資金計画

　１．予算 （単位：百万円）

区　　分 予算額 決算額 差　　額
（決算－予算）

収入

運営費交付金 7,008 7,008 -

施設整備費補助金 69 76 7

船舶建造費補助金 - - -

施設整備資金貸付金償還時補助金 39 116 77

国立大学財務・経営センター施設費交付金 - - -

自己収入 11,817 11,861 44

授業料及び入学金及び検定料収入 1,029 898 △ 131

附属病院収入 10,727 10,899 172

財産処分収入 - - -

雑収入 61 64 3

産学連携等研究収入及び寄附金収入等 763 900 137

長期借入金収入 727 726 △ 1

計 20,423 20,687 264

支出

業務費 17,424 17,355 △ 69

教育研究経費 5,939 3,813 △ 2,126

診療経費 9,727 11,505 1,778

一般管理費 1,758 2,037 279

施設整備費補助金 796 802 6

船舶建造費補助金 - - -

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 763 814 51

長期借入金償還金 1,440 1,517 77

計 20,423 20,488 65
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　２．人件費 （単位：百万円）

区　　分 予算額 決算額 差　　額
（決算－予算）

人件費（承継職員分の退職手当は除く） 9,205 9,052 △ 153
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　３．収支計画 （単位：百万円）

区　　分 予算額 決算額 差　　額
（決算－予算）

費用の部

経常費用 19,437 19,366 △ 71

業務費 17,570 16,944 △ 626

教育研究費 1,691 1,100 △ 591

診療経費 5,777 5,992 215

受託研究経費等 295 327 32

役員人件費 108 109 1

教員人件費 3,980 3,766 △ 214

職員人件費 5,719 5,650 △ 69

一般管理費 339 414 75

財務費用 386 450 64

雑損 - 10 10

減価償却費 1,142 1,548 406

臨時損失 - 588 588

収益の部

経常収益 19,961 19,907 △ 54

運営費交付金 6,750 6,441 △ 309

授業料収益 868 881 13

入学金収益 119 115 △ 4

検定料収益 42 38 △ 4

附属病院収益 10,727 11,111 384

受託研究等収益 295 332 37

寄附金収益 448 430 △ 18

財務収益 - 1 1

雑益 61 88 27

資産見返運営費交付金等戻入 52 10 △ 42

資産見返寄附金戻入 4 9 5

資産見返物品受贈額戻入 595 451 △ 144

臨時利益 - 1,108 1,108

純利益 524 1,061 537

総利益 524 1,061 537
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　４．資金計画 （単位：百万円）

区　　分 予算額 決算額 差　　額
（決算－予算）

資金支出 22,015 22,278 263

業務活動による支出 17,909 16,861 △ 1,048

投資活動による支出 1,074 2,109 1,035

財務活動による支出 1,440 1,517 77

翌年度への繰越金 1,592 1,791 199

資金収入 22,015 22,278 263

業務活動による収入 19,588 19,768 180

運営費交付金による収入 7,008 7,008 -

授業料及び入学金検定料による収入 1,029 898 △ 131

附属病院収入 10,727 10,899 172

受託研究等収入 295 363 68

寄附金収入 468 536 68

その他の収入 61 64 3

投資活動による収入 108 192 84

施設費による収入 108 192 84

その他の収入 - - -

財務活動による収入 727 726 △ 1

前年度よりの繰越金 1,592 1,592 -
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Ⅶ．短期借入金の限度額 

該当する事項はありません。 

 

Ⅷ．重要財産を譲渡し、又は担保に供する計画 

重要財産の譲渡 

 該当する事項はありません。 

担保に供した概要 

 国立大学財務・経営センターから長期借入金を借り入れる際に，本学の土地の

一部を担保に供しました。 

 

Ⅸ．剰余金の使途 

該当する事項はありません。 

 

Ⅹ．その他 

 １．施設・設備に関する状況 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「施設・設備に関する状況」（７１頁）を参照してください。 

 

 ２．人事に関する状況 

平成１６事業年度に係る業務の実績に関する報告書 

「人事に関する計画」（７２頁）を参照してください。 

 

ⅩⅠ．関連会社及び関連公益法人等 

 １．特定関連会社 

該当する事項はありません。 

 

 ２．関連会社 

該当する事項はありません。 

 

 ３．関連公益法人等 

関連公益法人等名  代表者名 

 財団法人 立仁会  理事長 北根 康志 
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平成16事業年度に係る業務の実績に関する報告書

平成１７年６月

国 立 大 学 法 人

富山医科薬科大学



- 1 -

○ 大学の概要

（大学の特徴）
１ 現況 本学は，富山大学から移行した薬学部と新設の医学部により，昭和50年10月
① 大学名 国立大学法人富山医科薬科大学 に設置された。その後，昭和53年に和漢薬研究所が富山大学から移行し，昭和

， ， ，② 所在地 富山県富山市杉谷2630番地 54年には大学附属病院を開院 平成5年に至り 医学部に看護学科が設置され
③ 役員の状況 学長 小野武年 (任期：平成16年4月1日～平成18年3月31日) 現在の教育研究組織となった。

理事数 ５ 監事数 ２ 本学は 「西洋医学と東洋医学の調和」と「医学・薬学・看護学の有機的連，
④ 学部等の構成 携」を教育研究の基本理念に掲げている我が国唯一の大学である。

〔学部〕 医学部（医学科，看護学科） 本学の特徴の第一は，医学・薬学・看護学を基軸にした構成自体にある。
薬学部（薬科学科） 第二は，富山の地で育まれた和漢薬を中心とした東洋医学を近代西洋医学と

， 。〔研究科〕 医学系研究科（修士課程２専攻，博士課程２専攻） 調和させ 医薬一体の総合治療学の創設を目指す構造になっていることである
薬学研究科 （博士課程（前期・後期）２専攻） そして第三には，少子高齢化・情報化・環境破壊など時代の激変に対応すべく

〔附置研究所〕和漢薬研究所 健康医学を視野に入れた総合的医療・保健大学としての機能を担っていること
〔附属施設〕 附属病院 である。

， 「 （ ）」附属図書館 建学の理念は 創設記念碑に刻まれている 里仁為美 仁に里るを美と為す
じん お び な

保健管理センター という言葉に集約される。この言葉は「人間性豊かで心技ともに優れた医療人
〔学内共同教育研究施設〕 を育成し，信頼され心の通い合う医療活動を行う」という精神のあり方を表し

生命科学実験センター,実験実習機器センター,情報処理センター ている。
先進医薬共同開発推進センター この理念を具体化するため，本学では次の３項目の目標を掲げている。

〔学部等附属施設〕 1) 慈愛の精神に溢れ，高い技術力を備えた医療人の育成
附属薬用植物園(薬学部 ,附属薬効解析センター 和漢薬研究所 2) いのちの尊厳と共生を理念とする地域・国際社会への貢献） （ ）

⑤ 学生数及び職員数 3) 先端的・独創的な国際レベルでの医薬学研究の推進
学生数 この建学の精神をどのように発展させ，その成果をどのように発信していく
〔学部〕 かは本学の重要な課題である。幸いにも本学が立地する地域は，伝統に培われ
医学部837人（医学科575人,看護学科262人）, た和漢薬を中心とした薬業が盛んであり，建学の理念を実践するのに適した地
薬学部 薬科学科 440人 域特性を有している。この特性を踏まえて，本学では，近代西洋医学の知識と

〔研究科〕 各国伝統医療に関する統合的かつ先進的研究を通して，国内外の医療の向上と
医学系研究科 地域住民の福祉に貢献することを基本方針としている。これにより，建学の理

， ， ，医科学専攻 46人 (うち修士課程26人,博士課程20人) 念に掲げられた精神を具現化し 心身の健康に関する知識を深め 行動を高め
（次の※博士課程の各専攻は平成16年度から学生募集を停止） いのち輝く社会の実現を目指している。

※生理系専攻 34人
※生化学系専攻 29人
※形態系専攻 30人
※環境系専攻 19人

看護学専攻（修士課程） 42人
認知・情動脳科学専攻（博士課程） 8人

薬学研究科
薬科学専攻 161人(博士前期課程121人,博士後期課程40人)
臨床薬学専攻42人(博士前期課程29人,博士後期課程13人)
（次の※博士課程の専攻は平成12年度から学生募集を停止）

※医療薬科学専攻2人(博士後期課程2人)

職員数 教員 363人 事務系職員 154人
医療系職員 432人 その他 46人 計 995人

２ 大学の基本的な目標等
（大学の基本的な目標）
富山医科薬科大学は，地域と世界に向かって開かれた大学として，医学・看護学
及び薬学を総合した特色のある教育及び研究を行い，人間尊重の精神を基本に高い
使命感と創造力のある人材を育成し，地域と国際社会に貢献するとともに，科学技
術，人間社会と自然環境の調和的発展に寄与する。

富山医科薬科大学
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全 体 的 な 状 況

本学は，医学部，薬学部，和漢薬研究所及び附属病院等からなり，また，事務部門は開 ２ 教育・研究体制の整備・充実
学当初から一元化されている。従来から，比較的機動的かつ柔軟な運営組織となっている (1) 教育
が 平成１６年４月の国立大学法人化を契機として 学長がリーダーシップをより発揮し 1) 教育の質の向上， ， ，
機動的・戦略的な大学運営ができるよう，また，３大学（富山医科薬科大学，富山大学， ① 教育内容や方法の組織的改善と教員の教育能力の向上を図るために，医学部及び
高岡短期大学）の再編・統合への対応ができるよう，組織・運営体制等の見直しを行い， 薬学部において学科別のファカルティ・ディベロップメント （ＦＤ）を実施し，
更に積極的な運営を心がけてきた。 また，教養教育を担当する学科目教員組織も独自にＦＤを実施している。実施結果
現在本学では，平成１７年１０月の再編・統合による新大学設置に向けて，その準備を は，報告書としてまとめ，学外に公表する。

進めており，３大学で組織する新大学創設準備協議会，新大学創設準備推進委員会，部会 平成１６年度の各学科及び学科目の実施内容は次のとおりとなっている。
・ワーキンググループ（１５部会，２３ＷＧ）において，学長の主導のもと，理事，部局 医学部医学科：①医学 教育に関する最近の動向の報告 ②チュートリアル教育
長，学長補佐，教員及び事務職員が積極的に参画している。 の事例報告と検討 ③問題基盤型（PBL：problem based learning）
本学の新たな取り組みは次のとおりである。 チュートリアル教育 など

医学部看護学科：①医学モデルから看護モデルへの転換②看護実践能力の育成・
１ 大学の管理・運営体制の整備 強化 ③オムニバス形式による科目の強化 など
(1) 学長補佐体制等の整備 薬学部：①学内外から4名の講師を招き，薬学部のカリキュラムの在り方 ②薬剤
1) 理事の配置とその担当業務の明確化 師教育６年制化と長期実務実習の問題 など
国立大学法人法に基づいて 理事５人 常勤４ 非常勤１ を配置し その業務は 学科目：4つのＷＧ（ 外国語によるコミュニケーション能力を身につける 「コ， （ ， ） ， ， 「 」，
学務（教育，厚生補導，入試，就職等 ・国際交流・財務・広報担当，医療（病院の ンピュータによる情報の処理能力を身につける 「人間尊重の精神と科） 」，
管理運営等 ・施設マネジメント・労務（病院）担当，学術研究（研究推進，産学官 学的思考力を培う 「専門教育との連携の向上を図る」ためのＷＧ）で） 」，
連携 知的財産管理等・点検評価 労務 病院以外 担当 総務担当 事務局長兼務 の個別討議と全体討議を行った。， ， （ ） ， （ ），
企画戦略（地域・国際貢献，社会貢献等）担当である。 ② 授業内容の改善を図るため，各学部の教務委員長が中心となり，学生による授業

結果は2) 「学長補佐」の指名 評価を実施している。アンケート調査は，授業毎あるいは学期末に実施し，
各担当教員へ通知して，授業改善等に役立てている。さらに，医学部医学科では，学長補佐体制の整備の一環として，企画・立案機能を充実させるため，新たに「学
毎日の授業終了時に実施し，アンケート結果を学内に掲示している。長補佐」６名を指名した。学長補佐は，全学的な課題の解決に向けて学長を補佐する

とともに，全学委員会である計画・評価委員会や広報委員会に参加し，理事・部局長 2) 教育施設の改善
・評議員と連携しながら，中期目標・中期計画・年度計画の策定と点検評価や広報体 学習環境及び情報支援等の充実を図るため，少人数教育実施のためのチュートリア
制の構築等に主導的な役割を果たしている。 ル教室の増設，チュートリアル室のパソコン整備及びチュートリアル用・セミナー用
3) 秘書室の設置と秘書職員の拡充 図書の充実を図った。また，附属図書館では，学生の閲覧及び自習スペースの拡充を
学長及び各理事の運営体制の事務的支援を強化するため，秘書室を設置し，学長及 図るとともに書庫や書架スペース及び配架スペース等の見直しを図った。

び理事に対しそれぞれ秘書を配置し，学長，理事の業務補助やスケジュール管理等を 3) 教育組織の整備
行っている。 ① 教育研究のニーズに対応するため，各学部等においては，それぞれ次の教育研究
4) 役員と部局長との懇談会 検討組織を設け，随時，組織及び人事等に係る事項を検討し，教育研究内容の充実
学長が，各部局の状況を把握し大学運営に反映させるため，全学的な観点から教育 を図っている。

研究等について意見交換を行う場として，役員と部局長の懇談会を必要に応じ開催し 各学部等の検討組織〕〔

ている。 医学部：医学部将来計画推進委員会において，教授定年退職予定講座の後任選考を
(2) 新たな全学委員会の設置 含めた講座のあり方及び各講座の教員配置，新大学院構想に基づく教員配

大学の管理・運営を機動的かつ一元的に行うために，従来の委員会組織を見直し， 置等について検討。
理事・部局長・評議員・学長補佐を中心に，また，専門職の立場から事務職員も加え 薬学部：薬学部講座教授会議において，教授定年退職予定講座の後任選考を含めた
て，以下の全学委員会を設置した。 講座教員配置のほか，薬剤師養成課程６年制化や新大学院構想に基づく教

大学の中期目標・中期計画及び年度計画の策定等のために，旧来の「点検・評価 員配置等について検討。・

委員会」を廃止して 「計画・評価委員会」を設置 和漢薬研究所：和漢薬研究所将来計画検討委員会において，部門のあり方及び研究，
・教育，研究及び診療等の整備充実のために，旧来の「施設整備委員会 「環境整 所の改組等に係る対応について検討。また，教授定年退職予定部門の後任」，
備委員会」を廃止し 「施設マネジメント委員会」を設置 選考を含めた各部門の教員配置については，人事教授会で検討。，
・社会に開かれた大学として広報・情報発信体制の整備充実のために，新たに「広 附属病院運営会議：新たな診療科創設，中央診療部の教員配置等について検討。
報委員会」を創設 学科目教員会議：教員定年予定科目の後任選考を含めた教員配置等について検討。
外国人留学生及び外国人研究者へより充実した対応を図るために，旧来の「留学 4) 人的資源の活用・

生委員会」と「国際交流委員会」を発展的に統合して 「 新）国際交流委員会」 ① 教員選考においては，公正で適切な人事を行うため，全学選考基準及び学部等の，（
を設置 選考内規等を設け，これに基づく選考を行っている。また，教員選考(主として教

授）は，その都度教授会等に選考委員会を設置し，選考期間中，公募内容，選考内容
及び選考経緯等の詳細にわたり教授会等がチェックするシステムとしている。

富山医科薬科大学
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富山医科薬科大学

平成16年4月以降の教員選考は次のとおりです。 調査を完了し，伝統薬物データベースを構築し，年間約１万件のアクセスがある
医学部：内科学 第三 講座教授選考 成人看護学Ⅰ 慢性期 講座助教授選考 ホームページを公開することができた。（ ） ， （ ） ，

再生医学講座教授選考，生理学講座教授選考，薬理学講座教授選考及び ②先端的脳研究の推進のための大学院改組と大型研究プロジェクトの立ち上げ
皮膚科学講座教授選考は，全国公募とリストアップ方式を併用して実施 すでに世界的水準にある脳科学分野の研究を臨床応用する研究に力を注いだ。
した。 そのため，平成1６年４月医学系研究科に新たに「認知・情動脳科学専攻（博士課

薬学部：衛生・生物化学講座（生理化学研究室）の教授選考は，全国公募とリス 程 」を独立専攻として設置した。本専攻では，情動を中心に心のはたらきの脳内）
トアップ方式を併用して実施した。 メカニズムとその発達課程を分子・細胞・システム・行動レベルで明らかにする
薬学部薬剤設計学講座（構造生物学研究室）の教授選考は，全国公募に とともに，脳と心の発達障害や精神・行動の障害の病因を解明し，治療法や予防
より行った。 法の確立に取り組んでいる。また，本年，当該専攻の若手教授による，大型研究

学科目：自然情報科学の物理学担当助教授又は講師選考は，全国公募により行っ プロジェクトの戦略的創造研究推進事業（CREST）に，研究課題「情動発達とその
た。 障害発症機構の解明」が採択された。本研究はこれから５年間で，基礎医学から

和漢薬研究所：原則公募制としており，和漢薬製剤開発部門（寄附部門 ，病態 臨床医学までの学際的研究チームで，情動発達及び情動学習・記憶の神経機構及）
。 ， （ ， ，制御部門及び資源開発部門の３教授選考並びに病態制御部門の助手選考 びその異常発症機構を解明することを目指す さらに ３大学 本学 富山大学

） （ ） ， （ ）は公募制を採用した。教授選考委員会では研究所外の有識者の意見を聞 高岡短期大学 の再編・統合 平成１７年１０月 を機に 新大学院 博士課程
くことも行っており，選考過程の透明性の観点から今後も続けていくこ に「生命融合科学教育部」を設置し，医薬と理工の研究者が共同し先端的脳科学
ととしている。 の研究教育を推進するため，平成１８年度から新大学院をスタートすることとな

附属病院：神経内科教授選考，手術部助教授選考及び病理部講師選考は，全国公 った。
募とリストアップ方式を併用して実施した。 ③文部科学省知的クラスター創成事業「とやま医薬バイオクラスター」を産学官体

生命科学実験センター：助教授選考及び助手選考は，学内公募で採用した。 制で推進と，大学発ベンチャーの立ち上げ
② 本学での教員の任期制導入は，平成１１年４月の和漢薬研究所の任期制導入をス 平成１６年採択の文部科学省知的クラスター創成事業の「とやま医薬バイオク
タートとして，以後，平成１１年５月薬学部，平成１２年４月大学院薬学研究科， ラスター」計画を産学官体制で推進した。本学では 「漢方薬による治療支援シス，
平成１４年４月生命科学実験センター，平成１５年６月医学部及び附属病院，平成 テムの開発 「免疫機能を活用した診断治療システムの開発」に取り組んだ。成」，
１６年２月学科目，平成１６年４月大学院医学系研究科と，積極的に行ってきた。 果は「バイオジャパン２００４ 「イノベーションジャパン２００４ 「産学官」， 」，
平成１７年４月生命科学実験センターでの適用により，全部局等（保健管理センタ 連携ビジネスショウ 「産学連携フォーラム」等で発表した。また本研究におい」，
ーを除く ）での任期制の導入が完了した。 て１３の特許申請を行った。さらに本成果をもとに平成１７年２月に本学初であ。

(2) 研究 る大学発ベンチャー「エスシーワールド」を立ち上げた。また，本成果を基盤と
1) 学長戦略的経費による研究の推進 する産学共同研究の「細胞スクリーニングシステムの開発」が平成１６年４月に
全学的な視点からの戦略的な学内資源配分を行うため，学長のリーダシップのもと 地域新生コンソーシアム事業に採択され，日立ソフトや地域企業との産学研究が

強い法人を目指す戦略的な観点から「学長戦略的経費」を創設し，研究課題を全学公 スタートした。
募し 「医薬共同研究型の先端的研究計画（チーム型研究3～5人 」では9件採択（申 ④先端生命科学研究を支援するための新たな研究支援組織の再構築， ）
請件数14件 1名又は複数での萌芽的研究計画 では18件採択 申請件数26件 教 上記大型研究を支援し，さらに３大学の再編・統合後の新大学院（博士課程）），「 」 （ ），「
育改善，社会貢献等実務型研究計画」では5件採択（申請件数７件）した。 における教育研究を支援することを目的として，生命科学実験センターと実験実
2) 部局等における運営経費の傾斜配分 習機器センターを統合し 「生命科学先端研究センター」を設置することを企画し，
・病院長裁量経費や研究所長裁量経費を設け，戦略的観点から，病院長の主導による た。
病院管理運営等の推進や研究所を中心とした研究の推進を図っている。 そのために研究担当理事が委員長の「生命科学先端研究センター設置準備委員
・産学官連携推進経費を設け，産業界との連携を深め，研究成果の公開，共同研究を 会」を設置し，規則，組織，人員配置，運営方法を審議し，平成１７年４月１日
推進する体制の整備や産学官連携事業の推進を図った。 にセンターをスタートさせた。
・学部教授会及び学科目教員会議では，教育研究推進のため，それぞれ独自の評価基
準を設け，教員の教育業績，研究業績，管理・運営業績及び社会活動や社会貢献等
を業績評価し 研究費等の一部について講座学科目単位での傾斜配分を実施 した ３ 産学官連携の推進， 。
本学の特色ある研究分野の一層の活性化 産学官の連携・推進，外部資金・競争的資金をより一層獲得及び知的財産の創出・3)

①２１世紀COEプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」による世界的研究 取得・管理・活用等を図るための組織として，産学官連携推進会議（同会議の下に産
拠点の形成 学官連携室及び知的財産本部がある ）の充実を図った。。
本事業は，西洋医薬学と東洋医薬学の個別パラダイムの統合を目指すもので，学 県内の薬業界，大学及び富山県を有機的連携を図るとともに情報交換の場としてフ

際分野で平成１５年度に採択された。学長の強いリーダーシップによる全学的支援 ォーラム富山「創薬」を推進している。
（ ， ， ， ， 「 」 ，体制 COEプログラム戦略室の設置 大型予算支援 大学院東西統合医学系の新設 また 学内関係地域との連携を図る必要から とやま産学官交流会 の参加と出展

和漢薬研究所への新たな寄付部門の設置など）により，研究教育体制の強化を図っ 全国版として産学官連携推進会議（京都会議）等々にも参加，出展した。
た。また，若手研究者を積極的に採用するとともに，事業推進担当者以外の若手研
究者をCOEフェローに任命し，本領域での若手研究者の育成を行った。さらに，中
国北京大学医学部薬学院にCOE海外拠点を開設し，韓国の大邱韓醫大学校他４ヶ国 ４ 国際交流の促進
１１機関と大学間交流協定を締結し，国際的研究拠点形成を行った。 平成１３年度から，日本学術振興会の拠点大学方式学術交流事業において，和漢薬
研究成果として，漢方医学的に「お血」と診断される症例における特徴的な血中タ 研究所が日本側の拠点大学となって，チュラロンコン大学（タイ他）と「薬学分野・
ンパク出現パターンを「バイオインフォマティックス」の技術で世界で初めて明ら 天然薬物」をテーマに学術交流を遂行している。
かにすることができた。また，国際共同研究により中国やモンゴルの薬用植物分布 また，２１世紀 プログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の更なるCOE
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進展に向けて，北京大学医学部薬学院と和漢薬研究所の双方に国際協力拠点を平成 について，病院経営，外科手術室の効率的な運用，紹介率の増加に関する取り組み方
１７年２月に設置した。 などの内容となっている。

〔病院経営特別講演会の内容〕
・ 第１回 「国立大学法人附属病院の経営戦略―富山医科薬科大学のケース」（ ）

５ 附属病院における経営の効率化等 ・ 第２回 「DPC包括払いにおける経営戦略とは」（ ）
附属病院においては，経営の効率化を図るため，経営面のサポート体制を見直し，経 ・ 第３回 「リスクマネジメントとクオリティマネジメント（ ）

営戦略的観点から経営企画部を設置した。経営企画部は，まず医療費節約の目標値を設 ・ 第４回 「医療マネジメント改革」（ ）
定し，その目標値に向けた計画・施策等を検討し，実施した。 ・ 第５回 「後方連携へ繋がる院内連携」（ ）
また，病院長，副病院長（管理運営（経営 ，教育研修，医療安全，診療研究及び看 (5) 今後の対応等）

護の各分野の５人）及び業務部長が，全診療科を対象としてヒアリングを行い，更に現 これからは稼動額などの評価により，各科の教員の数，増収分の配分額などを調節
場の視察を実施し，現場に即した改善等を実施している。 すること，また全職員を対象に病院に貢献した職員の表彰を行うことにしており，こ
平成１６年度の本学附属病院の経営改善等の取り組みは次のとおりである。 れらが職員のインセンティブとして働き，更に積極的に大学病院にて働く意義や目的

(1) 附属病院経営企画部の設置 を自覚することを期待している。
病院長の下に経営担当の副病院長を中心とした院内組織を設け，経営に関する情報

を集めて分析し，運営方針案を策定した。この方針案を副病院長会議で決定し，病院
６ 社会に開かれた大学運営運営会議，連絡会議などで周知徹底した。
産業界及び地域社会等からの意見を尊重するため，会議，委員会，研究会及び懇談(2) 病院における診療経費の節減
会等に学外の委員等を含め，また，地域医療機関等との研究会・研修会や懇談会等病院の経費は大別すると，医療材料費と医薬品費があり，これらが医療経費の約
を企画・実施し，外部の意見を取り入れている。さらに，学生からの意見を取り入９７％を占める。平成１６年度においては，これらの経費を５.４％節減した。
れるため，理事と ている。1) 医療材料費の節減 学生クラス委員との懇談会を実施し

(1)外部の有識者等が委員となっている会議等医療材料費の節減には多くの材料の標準化が必要であり，各科の調整を要し，最終
， ， ， ，的には，当初計画の４００品目を大幅に超える５１８品目余りの標準化を行った。 経営協議会 倫理委員会 関連教育病院運営協議会 医学部臨床実習運営協議会

医学部看護学科関連教育施設運営協議会，高等学校長及び進路指導担当教諭との入2) 医薬品費の節減
試に関する懇談会などを開催し，外部の意見等を取り入れている。医薬品費については，同種同効品をできるだけ削減させて，薬品の品数を減少さ

せた。当初計画のとおり後発品を全薬品の８％まで導入し，達成した。 (2)学生の意見を取り入れるシステム等
3) その他の経費節減 学生からの意見を取り入れて，講義・実習等に対する授業評価及び生活上の諸問
①一般医用経費については，院内各部署から提出された要求申し込みについて，用 題に対する学生生活実態調査を実施してきた。また，平成16年度は新たに，学生か
途，値段，値引率などを，病院内から選出された３人の委員が採点し，最終的に ら直接意見を聴き積極的に実行する企画として 「防犯・安全対策に関する全学学生，
これを病院長が決定し，一般医用経費を節減した。 アンケート調査」を実施した。その結果に基づきキャンパス内の防犯外灯を設置す
②臨床工学技師による機器の院内修理，医療機器のセンター化による効率的運用に るとともに，周辺の防犯外灯の設置についても地元自治会に要望した。
より，修理費の節減をした。また平成１７年度に向け，臨床工学技師２名を常勤 さらに，学生の意見を教育に反映させるため，学生クラス委員と理事との「学生
として新規雇用した。 クラス委員との懇談会」を実施した。理事と医学部医学科・看護学科，薬学部のク

(3) 病院収入の増収 ラス委員との懇談会を順次実施し，学生から出された意見で改善可能なものは早急
1) 平成１６年度の診療報酬請求額に関しては，紹介率の向上，救急患者の入院時の病 に対応している。
床確保を効率化し，病床稼働率がピーク時には９５％までに上昇した(実質年度平均 (3)地域社会からの意見の尊重及び成果の還元等
で９０%)。これにより収入増加を図った。 本学が立地する富山県は，元禄時代からの「越中売薬」に始まり，３００年余り
2) 増収対策 の歴史を経て今日に至っている。現在県内には１１７カ所の医薬品製造所があり，
①紹介率の向上対策 配置用の医薬品から薬局・薬店用，そして病院用の医薬品に至るまで，幅広い医薬

紹介率の向上対策として，附属病院の地域連携室を中心に，診療所や各病院の医 品の生産を行っている。一方 「くすりの富山」の伝統は，官立富山薬学専門学校，，
師との普段からの情報交換や附属病院での定期的な研修会への招待を行った。 富山大学薬学部，更に本学に受け継がれ，和漢薬研究の更なる発展を担っている。
また，これらの医師に対して登録医として，図書館の利用などの便宜を図り，さ 富山県における産学官連携は，これらを背景に，本学の医学部と薬学部に和漢薬

らに，附属病院への紹介患者数の多い医師を表彰している。 研究所が連携して，大学の研究成果等を地域社会へ還元し，活性化を図っている。
②手術件数と診療単価の増加 その主なものとして，産学官連携による「フォーラム富山「創薬 」が挙げられ，本」

手術件数を増加 ために，手術室の運用を弾力的かつ効率化するとともに看 学が主催・主導する研究会は既に１５回となり，今年度は３回開催した。させる
護師も増員した。また，手術予定患者に対する画像診断などの検査を外来で行うよ (4)地域医療機関等との連携推進
う，新たに高性能のコンピュータ画像撮影装置（ ）を導入し， 附属病院では，地域医療機関等との連携推進を図るため，定期的に，地域の医師CT:Computed Tomography
検査を容易にした。 との医療連携研修会及び行政機関・医療関係者代表・患者代表等との地域懇談会を

， 。 ，③ 診断群分類・包括評価（DPC:Diagnosis Procedure Combination）対策 実施し 学外の意見を取り入れている 平成16年度の地域医療連携研修会の開催月
DPC対策として，外来での検査完了と在院日数短縮化が重要であるので，クリニ 対象医師及び参加者数は次のとおりである。

カル・パスを実行するように医師に指導している。 第５回（平成16年 6月 ：精神科（地域医師２２人，院内２５人））
（4) 職員の意識改革 第６回（平成16年10月 ：第２内科（地域医師２８人，院内２７人））

附属病院では，職員の意識改革を図るため，医師，看護師，コ・メディカル及び事 第７回（平成17年 3月 ：脳神経外科（地域医師１５人，院内２０人 。） ）
務職員を対象とした経営企画部主催による「病院経営特別講演会」を５回にわたり企 また，地域医療連携室においては，基幹病院や療養型病院への紹介・逆紹介，福
画・開催した。講演は，学外から講師を招聘し，法人化後の附属病院の経営のあり方 祉施設，訪問看護への連絡調整を行っている。
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項 目 別 の 状 況

大学の教育研究等の質の向上Ⅰ
１ 教育に関する目標
（１）教育の成果に関する目標

1)教養教育においては 「幅広く深い教養及び総合的な判断力を培い，豊かな人間性を涵養する」とと，
もに，専門教育との有機的な連携を図る。中

2)学部教育においては，医学，薬学，看護学の知識，思考力，基本的技能，態度，倫理性を身につけ，期
社会から信頼される優れた医療人を育成する。

目
3)大学院教育においては 「幅広い知識を基盤とした高い専門性」を培い，高度専門職業人あるいは教，
育研究者として，学術研究の進歩や社会に貢献する人材を育成する。標

国立大学法人評価委員会の記載欄中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（教養教育） ・一貫教育協議会の下に４つのワ ・一貫教育協議会を開催し，４つのワーキンググループを設置した（平成
① 教養教育では，自然科学，人 ーキンググループを設置し 外 16年7月6日 。，「 ）
文社会科学及び東西文化に対す 国語によるコミュニケーション ・学科目教員会議を開催し，ワーキンググループの編制を行った。また，責
る総合的理解を目指し，外国語 能力を身につける 「コンピ 任組織は教養教育改善委員会とし，同委員会の委員長が全体の責任者とな」，
によるコミュニケーション能力 ュータによる情報の処理能力を った（平成16年7月21日 。）
やコンピュータによる情報処理 身につける 「人間尊重の精 ・教養教育改善委員会において，今後の検討スケジュールとファカルティ・」，

」， （ ） （ ）。能力を身に付け，社会や異文化 神と科学的思考力を培う 「専 ディベロップメント ＦＤ の開催要領等を決定した 平成16年7月27日
との交流を促進することによ 門教育との連携の向上を図る」 ・各ワーキンググループでの検討（平成16年9月）をもとに，ＦＤを開催し，
り，人間尊重の精神と科学的な ために必要な方策の検討を開始 総合的に討論した（平成16年9月30日：理事１名，学科目教員17名，事務職
思考力を培う。また，専門教育 する。(1) 員2名が参加 。）
科目担当教員の一層の参加によ ・ＦＤの報告書を作成し，第４回一貫教育協議会（平成17年2月24日）に報告
り,専門教育との連携の向上を した後，学科目教員に配布した。
図る。

（専門教育） ・医学科，看護学科，薬学部の学 ・1年次生を対象とした「医療学入門」では 「医療人を目指す学生としての，
， ， 」，「 」，「 」，「 」，① 学部教育では 医療人として 生の混成少人数授業である「医 あり方と行動 面接法 模擬裁判 インフォームド・コンセント

緊急時への対応を含めて専門知 療学入門 と 和漢医薬学入門 「病者と社会 「介護体験実習」を合計16回実施した（前学期と後学期の」 「 」 」，
識，技能，態度，医療倫理を身 を継続する。(2) 火曜日14:40～17:50 「介護体験実習」は原則4泊5日 。， ）
に付けるとともに，医師，薬剤 ・2年次生を対象とした「和漢医薬学入門」では，講義（8回）と体験実習（7
師，看護師がお互いの立場を尊 回）を合計15回実施した（前学期の金曜日14:40～17:50 。）
重しチームワークのとれる人材 ・ 医療学入門報告書」及び「介護体験実習記録書」を刊行した。「
を育成する。 年度計画（31）参照

・全学科の1年次生を対象に，心 ・1年次生全員を対象とした新入生合宿研修において，本学附属病院救急部と
肺蘇生など救急処置の実技研修 消防署の救急救命士の応援を得て，人工呼吸・心臓マッサージ訓練用モデ
を行う。(3) ルを使用して，心肺蘇生の実技研修を12班編成で実施した（平成16年5月13

日 。）
・当日の実習は，各班に指導者が付いて行った。

・学科の特性に応じて，専門教育 ・医学科4年次生に対し，10月から「コミュニケーションとチーム医療」を
においても「コミュニケーショ 6回，11月から「基本的診療技能」を44回，2月にOSCE（客観的臨床能力試
ンとチーム医療」など，全人的 験）を実施した。
医療人育成の教育を行う。(4) ・ 医療における安全性への配慮と危機管理」を病院長が教科主任となって，「

富山医科薬科大学
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計8回実施した。
・看護学科2年次生に対し，10月から「基礎看護実習」を90回実施した。評価
は，実習内容，記録類，カンファレンス，出席日数等により総合して行っ
た。

② 学習目標にしたがって学生の ・実習を含めて各科目ごとに具体 ・各学科において，各科目の到達目標に対応する授業計画（実習を含む）
達成度を評価し，教育内容の充 的な到達目標とカリキュラムと が組まれているか等の検討を開始した。
実・改善を図る。 の整合性の検討を開始する (5) ・医学科では，各コースで設定されている教育到達目標がコアカリキュラム。

と整合性がとれているか検討した。また，臨床実習がコアカリキュラムの
到達目標としている臨床参加型になっているためコア診療科の実習時間に
ついて検討した。その検討結果を踏まえて，臨床前医学教育のコ－スを見
直し，基礎医学実習時間を増やした。

・看護学科では，平成17年度新カリキュラム対応に向けたシラバス内容を検
討した。その結果を踏まえて，オムニバス形式の科目ではその内容につい
て担当者間で調整した。また，新しく科目設定した「東洋の知と看護」に
関する学習会を平成17年1月から月１回のペースで開始した。

・薬学部では，カリキュラムの実施状況を点検し，コアカリキュラムとの整
合性の検討を開始した。その検討を踏まえて，18年度からの薬剤師養成6年
制課程のカリキュラムの作成と，4年制課程のカリキュラムの改定のため，
全面的な改正が必要であり，各科目の到達目標とカリキュラムとの整合性
について検討を継続することとした。

・医学科では，OSCEや全国共用試 ・学生の習得状況の評価を推進するため，客観的臨床能力試験（OSCE）及び
験による学生の習得状況の評価 知識・態度に関するコンピュータ試験（CBT）の全国共用試験に参加した。
を推進する。(6) ・OSCEの全国説明会に教務委員長他が出席し（平成16年5月25日 ，OSCEの外）

部評価者を福井大学に派遣した（平成16年9月4日 。また，評価者講習会）
に７名が出席した（平成16年10月9日 。）

・CBTの全国説明会（平成16年5月24日)と全体会議（平成16年6月23日）に教
務委員長等が出席した。

・OSCEは平成17年2月19日に，CBTの最終トライアルは平成17年3月8日～10日
に実施した。

・看護学科では，教育の到達目標 ・看護学科教務委員会に「看護基礎教育における技術到達度に関する検討プ
達成度とその評価方法の検討を ロジェクト」を設置し，看護学科の基礎教育における看護実践能力到達度
推進する。(7) 及びその評価方法の検討を行った。

・看護基礎教育における技術教育到達度のチェックリストの実施状況
1)看護基礎教育における技術教育の到達度」を看護部各病棟へ配布（平
成16年8月）

2)チェックリストを学生への配布（平成16年8月）
3)看護学科ＦＤの開催時に教授法（教材研究，板書法）の確認（平成16
年10月）

4)技術到達度チェックリストの学生から回収（平成16年11月）
5)分析を開始（平成17年1月～）

・臨地実習合同打合せ会議（平成16年4月14日 ，第3回臨地実習委員会（平）
成16年9月6日 ，第4回臨地実習委員会（平成16年11月8日）を開催した。）

・薬学部では 専門英語において ・薬学英語の実施内容を点検することを目的として，学生による授業評価を， ，
到達目標を設定した評価につい 実施した（平成16年9月 。）
て検討する。(8) ・教員が適正に配置されているかを点検することを目的として，教員へのア

ンケートを実施した（平成16年11月 。）

・コア・カリキュラムの中間評価のために，医学科３年次生との懇談会③ 専門的職業資格の取得を重視 ・医学部では，コア・カリキュラ
（ 16年6月 ，基礎医学・臨床基礎医学系打合せ会( 16年10月）し，優れた医療人を育成する。 ムを含め卒業時の到達目標の観 平成 平成）
を開催し，その結果を医学教育推進委員会で検討した。点からカリキュラム全体の検討

・第6回医学教育推進委員会で，コア・カリキュラムの改善点の整理と提を開始する。(9)
を行った。示

・医学科では，卒業生に対する研 ・附属病院運営会議（平成16年11月17日開催）において 「研修歴５年未満，
修病院等による外部評価等につ の卒業生 派遣医師 に対する研修先病院 指導医 による評価 及び 卒（ ） （ ） 」 「
いて大学と研修病院間で協力し 業生（派遣医師）による研修先病院対する評価」の双方を実施することを
て検討することを開始する。 検討し，関連病院長懇談会（平成16年11月24日開催）で了承を得た上で実

(10) 施した。

・薬学部では，薬剤師国家試験の ・薬剤師国家試験の出題基準に基づいたカリキュラムの実施状況を点検し，
出題基準に基づいたカリキュラ 出題基準との比較検証を行った。
ムの点検評価を行う。(11) ・教員に対するアンケートを実施し，カリキュラムの実施状況について，担

当教員により比較検証を行った。
・出題基準に対応出来ていない科目・分野については，それらを充足すると
ともに，来年度以降補講で集中的に行うことを決めた。

富山医科薬科大学
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・医師，薬剤師，看護師及び助産 ・平成16年3月の医師国家試験合格率は93.8%（全国平均88.4%）で，国立大学
師の国家試験不合格者の問題点 42校中では9位であった。
を検討する。(12) ・医師国家試験は新卒90名中85名が合格，既卒7名中6名が合格した。新卒不

合格者の卒業試験成績を検討した結果，国家試験不合格者の卒業試験の成
績は，60点台の科目（特に内科）が多かった。

・平成17年2月の医師国家試験合格率は92.9%（新卒93.4%，既卒85.7％）であ
った（全国平均89.1% 。）

・平成16年2月の看護師国家試験の合格率は98.1%（全国平均91.2% ，保健師）
は95.6%（全国平均92.3% ，助産師100%（全国平均96.2%）であった。）

・平成17年2月の看護師国家試験の合格率は98.4%（新卒98.4%，既卒100％）
（全国平均91.4%）であった。

（ ）， （ ） 。・保健師は71.2% 全国平均81.5% 助産師100% 全国平均99.7% であった
・医学科，看護学科とも，上記の結果を受け，今後もこの水準を維持してい
くために，必要な基本的知識の習得と自主的な勉学態度の涵養を継続的に
行うことを確認した。

・平成16年3月の薬剤師国家試験の合格率は，73.7％(全国平均 78.3%)であっ
た。

（ ， ）・平成17年3月の薬剤師国家試験の合格率は76.7％ 新卒83.3% 既卒55.9％
(全国平均84.39%)であった。

・薬学部では，不合格者の問題点の把握，本学の分野別の試験結果の点検及
び教育内容の改善が的確に反映されているか点検することを確認した。

④ 学業，学術研究活動，課外活 ・学長表彰を継続実施し，また， ・学長表彰を継続して実施した。卒業式（平成17年3月15日）において，成績
動，社会活動等で顕著な業績を この制度の妥当性等についての 優秀者及び課外活動功績者を学長が表彰した。
挙げた学生を表彰する。 検討を開始する。(13) 成績優秀者

医学部医学科5名，看護学科4名，薬学部5名
課外活動功績者
スポーツ功労１名（女子軟式野球ジャパンカップ選抜等を評価）

・制度のあり方や妥当性について，学生委員会を主体に検討することを確認
した。

・卒業研究の成果発表会における ・卒業研究の成果発表会における優秀ポスター賞を創設し，対象者を選考し
優秀ポスター賞を継続実施す た（平成16年12月24日 。）
る。(14) ・対象者（ベストポスター賞１名，準優秀者４名）を卒業式に表彰した（平

成17年3月15日 。）

（大学院教育） ・各研究室で実施しているチュー ・医学系研究科では 研究室単位で大学院生に対する研究指導とセミナー 演， （
① 大学院教育では，学位論文に トリアル教育 特別研究 演習 習）を実施した。（ ， ）
関する研究指導だけでなく，関 の充実に努める。(15) ・平成15年度に開設した医科学修士では，シラバスに基づいて講義と演習を
連分野を含めた広い視野や知 行った。
識，体系的思考力，開拓精神， ・平成16年度に開設した認知・情動脳科学独立専攻（博士課程）では，研究
国際的コミュニケーション能力 室単位で講義と演習を行った。
を培うための教育機能を充実す ・看護学修士課程でシラバスを作成し，修士課程論文発表会を実施した（平
る。 成17年2月3～4日 。）

・薬学研究科では，研究室単位でチュートリアル教育を実施した。

・国際交流基金を利用した大学院 ・国際交流基金で，南カルフォルニア大学薬学部１１人（平成16年8月29日～
学生の国際的コミュニケーショ 9月12日 ，ボストン大学，ハーバード大学公衆衛生大学院１人（平成16年）
ン能力を培うための教育機能に 7月31日～9月1日）の海外研修に対して援助を行った。
ついて検討を開始する。(16) ・医学系研究科教務委員会（平成17年2月2日開催）で，大学院学生の国際的

コミュニケーション能力を培うための教育の方策 「博士課程学生の国際，
学会発表の補助 「大学院特別セミナーを原則として英語で行う 「大学」， 」，
院学生の予備審査を英語で行うことを推奨する 」などについて検討した。。

・薬学研究科教務委員会（平成17年1月27日開催）において，大学院学生の国
際的コミュニケーション能力を培うための教育の方策について検討した。

・県内大学間での大学院教育にお ・薬学研究科の新入生へのオリエンテーションで県内大学（研究科）間での
， ，ける単位互換制度を継続する。 単位互換制度について説明するとともに この情報を関係研究室に周知し

(17) 掲示板に掲示した（平成16年4月 。）
・本学の学生3名が，富山大学理工学研究科の授業を受講し，薬学研究科委員
会で単位を認定した（平成16年10月6日 。また，富山大学理工学研究科の）
学生2名が，本学薬学研究科の授業を受講した。

・大学院生を対象とした国内外の ・医学系研究科博士課程で，大学院の共通科目の特別セミナーとして，国内
特別講師による講演を継続す の著名な研究者を招聘し，講演会（講義の単位とする）を行った。
る。(18) ・国内外の著名な研究者（8人）による以下の特別セミナーを行った。

「核の科学とナノテクノロジー 「感染症対策におけるＩＣＤの役割 ，」， 」
「軟骨修復からみた再生医療の実際 「テロメア，テロメレースと癌 ，」， 」
「アレルギー疾患における環境と遺伝の相互作用 「グルタミン酸受容」，
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体，シナプス形成と脳高次機能 「脳型コンピュータ 「侵襲と免疫」， 」，
応答」

・各講座で国内外の著名な研究者を招聘し，大学院の学生を対象とする講演
を行った。

※ＩＣＤ（Infection Control Doctor ：感染症専門医）

② 教育研究の高度化に対応する ・医薬理工総合大学院の教育研究 ・県内国立3大学の大学院部会（3回開催 ，大学院（医薬理工系）ワーキン）
ために，大学院の教育研究組織 内容等について検討を継続す ググループ（4回開催 ，新大学院構想タスクフォース（15回開催）におい）
の在り方を検討し，必要な場合 る。(19) て検討し 「新大学院医学薬学教育部，医学薬学研究部，理工学研究部」，
は再編を図る。 の構想案を作成した。

・大学院に関するアンケートを各部局毎に実施し，集計した。
・アンケートの結果に基づいて，学部教育の重要性に鑑み，学部の教員組織
を残すことを確認した。

・薬剤師教育６年制化に対応するため，教務委員会を中心とした拡大カ・薬剤師教育６年制化に対応した
大学院の教育研究組織の在り方 平成16年11月29日,第リキュラム検討委員会で検討を開始した（第１回

。と内容等について検討を進める ２回平成17年1月11日，第３回平成17年3月16日）
(20)
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（２）教育内容等に関する目標

1) アドミッション・ポリシーとしては，基礎学力及び医学，薬学，看護学に深い関心を有し，公的精
神が豊かで創造力のある意欲的な人材を受け入れる。中

2) 教養教育から専門教育の各段階を通じて体系的に教育課程を編成し，コミュニケーション能力，課期
題探究・解決能力を培う教育法を実施する。

目
3) 学習指導体制を整備し，適切な成績評価を行う。

標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（アドミッション・ポリシー） ・大学におけるアドミッション・ ・アドミッション・ポリシーの内容の妥当性及び表現の明確性等について，医
① 高等学校長等との入学試験に ポリシーを明示し，積極的な入 学部長及び薬学部長が作成した試案（平成16年5月）をもとに，医学部入試
関する懇談会等においてアドミ 試広報体制を構築する。(21) 懇談会，医学部教授会（平成16年7月 ，薬学部入学試験実行委員会，薬学）
ッション・ポリシーの周知，理 部教授会（平成16年7月）で検討し，改善案を策定した。
解を図る。 ・アドミッション・ポリシーについて，総務部広報室との連携について検討し

（平成16年5月 ，ポリシーの周知・理解を図った。）
・ホームページのアップデートを行った （平成16年7月）。
・学部見学説明会（ 平成16年7月 ，高校訪問説明会（看護学科：平成16年7（ ）
月 ，高等学校長等との入学試験に関する懇談会（平成16年9月）を行った。）

・広報委員会を新たに設置（平成16年9月17日)し，入試も含めた広報体制の構
築を検討した。

， （ ），② 入学者選抜では，学力，創造 ・入学試験における面接の実施を ・本年度入試における面接に関する検討を 医学部入試懇談会 平成16年5月
力，倫理観，意欲等を総合的に 継続する。(22) 看護学科入試懇談会（平成16年5月 ，薬学部入学試験実行委員会（平成16）
判定する。 年5月）で行い，それぞれ医学部入試懇談会･医学部教授会（平成16年6月 ，）

看護学科入試懇談会･医学部教授会（平成16年6月 ，薬学部入試懇談会･薬）
学部教授会（平成16年6月 ，入学試験委員会（平成16年7月）で審議・決定）
した。

・医学科では，臨床教授・臨床助教授の面接への参加の検討を開始した。

・大学入試センター試験で採用す ・３大学入試部会（平成16年9月開催）において３大学の再編・統合後に採用
る教科・科目を再検討する。 する教科・科目の検討を行い，平成16年12月に公表した。

(23)

③ 一般選抜，推薦入学，学士編 ・入学者の地域枠の導入について ・医学部入試懇談会において，地域枠導入検討ワーキンググループを設置し，
入学等により，多様な学生を受 継続して検討する。(24) 入学者の地域枠の導入について継続して検討した。
け入れる。 ・薬学部入学試験実行委員会等において，入学者の地域枠の導入について検討

した。

・大学院への留学生及び社会人入 ・外国の大学と学術交流協定を締結し，学生交流，留学生受入れを図った（平
学者を増やす対策を検討する。 成16年度の実績：新規受入11名、派遣11名 。）

(25) ・私費留学生に対し，学内基金（国際交流基金，西山基金等）及び各種民間基
金にて資金援助を行った（平成16年度の実績：国際交流基金13名，西山基金
1名，富山県13名，文部科学省４名，民間基金３名他 。）

・医学系研究科認知情動脳科学専攻設置に伴い，医学系研究科を再編した際大
学院設置基準第14条に定める教育方法の特例に従い，夜間や特定の時間，時
期に教育する機会を設け，大学院における社会人受入れ枠を設定した。

④ 入学後の追跡調査等により入 ・専門必修科目の成績，国家試験 ・医学部入試懇談会，薬学部入学試験実行委員会において，分析に必要なデー
学者選抜方法等の改善・充実を 合否，大学院進学などと入学者 タについて検討を行った。
図る。 選抜方法・成績の関連を分析す

る。(26)
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・留年生の入学者選抜試験の成績 ・留年生に係るデータを収集し，医学部入試懇談会，薬学部入学試験実行委員
を調査・分析する。(27) 会において，分析を開始した。

・学士編入学生の入学後の修学状 ・医学部入試懇談会，学士選抜試験実施委員会において，追跡調査等に基づき
況について追跡調査を行い，編 検討を開始した。
入学試験の成績との関係等につ
いて検討する。(28)

（教育課程） ・自由単位科目であるCALLセミナ ・２学年次のCALL(Computer-Assisted Language Learning：コンピューター支
① 国際的コミュニケーション能 ーの運営方法の向上を図ること 援語学教育) セミナーを自由単位として認定することを決定した。
力を培うため英語等の語学教育 により，コンピュータ支援によ ・受講生の増加とそのニーズに対応するためにCALL教材の充実を図った（8種
の充実を図る。 る外国語学習の充実の方向性を 類各60枚，総計480枚 。）

検討する。(29) ・貸出CD－ROM教材480枚を購入し，教室外CALLを実現した。
・CALLルームを週５コマ以上開放し，受講生の便宜を図った。

・コンピュータ支援による外国語 ・CALL外国語教育先進校事例（千葉大学）を視察した。
学習を一部の正規英語授業に盛 ・ソフトを活用して，授業を行った。
り込み，その学習効果に関する ・授業運営とテストの活用法として，４回のUnit testと語彙テストを実施し
パイロットデータの収集を実施 た。

， 。する。(30) ・動機付けの工夫点としては 平成16年４月７月にpre-post testを実施した

② 医療人としての基礎となる教 ・全学の1年次生を対象とした 医 ・ 医療学入門」は，1年次生を 前学期と後「 「 医看薬混成で２グループに分け，
（ ， ） 」 。 ，「 」，育内容 医療倫理 救急対応等 療学入門 を引き続き実施する 学期の火曜日14:40～17:50に 医療人を目指す学生としてのあり方と行動

の充実を図る。 (31) 「面接法 「模擬裁判とインフォームド・コンセント 「病者と社会 「介」， 」， 」
年度計画（2）参照 護体験実習 （原則４泊５日）を主題に，合計16回実施した。」

・ 医療学入門」の評価を行う。 医療学入門の担当教員が協議して，評価を行うためアンケートの実施を決「 ・
(32) 定した（平成16年4月 。）

・アンケート項目（20項目）を作成し（平成16年4月 ，１年次生，医学科4年）
次生，薬学科3年生，看護学科2年次生に対して順次実施した（平成16年9月
～平成17年2月 。）

・上記アンケートの解析を開始した。

③ 東西医薬学の融合等，本学の ・全学の2年次生を対象した「和 ・ 前学期の金曜日14:40～17:全学の2年次生を対象に「和漢医薬学入門」を
実施した。特色となる教育課程を編成す 漢医薬学入門」を引き続き実施 50に

講義8回， 実習7回，合計15回の授業を行った。る。 する。(33) ・ 体験
年度計画(2）参照

・ 和漢医薬学入門」について，学生によるアンケート評価を実施した。・ 和漢医薬学入門」の評価を行「 「
・ 和漢医薬学入門」の担当教員により，アンケート評価に基づく総括をう。(34) 「
行った。年度計画(37）参照

・上級学年における各学科固有の ・和漢医薬学授業を「和漢医薬学入門」との有機的連関を図りながら以下のと
和漢医薬学授業を見直し，和漢 おり実施した。
医薬学入門との有機的連関につ 1)医学科では，4年次前学期に「医療と和漢薬」の講義（7回 ，5年次に）
いて検討する。(35) 「臨床チュートリアル （1週間 ，6年次に「選択制臨床実習 （3週間）」 ） 」

を実施し 「和漢医薬学入門」との有機的連関を図った。，
2)看護学科では，2年次前学期に薬理学の中で「和漢診療学」の講義を4回

年度計画（37）参照 実施し，新カリキュラムでは，3年次に「東洋の知と看護」を開設し，
「和漢医薬学入門」と3年次から始まる臨地実習との有機的連関を図っ
た。

， 「 」 。3)薬科学科では 3年次後学期に 東洋医学概論 の講義を15回実施した
・和漢医薬学入門との更なる有機的連関を図るための方策を，和漢医薬学入門
実習担当教員会議で検討した。

④ 少人数教育及び課題探究・問 ・チュートリアル学習の時間，カ ・医学科では，医学教育推進委員会，医学科教務委員会等でチュートリアル学
題解決型の自己学習の充実を図 リキュラムを点検し，自己学習 習の時間，カリキュラムの点検，自己学習のための適切な時間が保証されて
る。 のための適切な時間が保証され いるか否かを検討し，平成16年度後学期のチュートリアル学習の時間割の調

ているか否かを検討する。(36) 整を行うとともに，平成17年度の時間割を一部修正した。

⑤ コア・カリキュラムを基に教 ・現行の医薬看相互乗り入れによ ・薬学のカリキュラムの点検評価では，医療学入門，ウイルス学，生理学，免
育内容を精選し，統合的なカリ る統合的カリキュラムの点検評 疫学，人体機能形態学，東洋医学概論疾病学・医療薬学などが実施されてお
キュラムを編成する。 価を行う。(37) り，本学の特徴的なカリキュラムとの整合性及び教員がおおむね適正に配置

されていると判断された。しかし，今後看護学関係との相互乗り入れカリキ
ュラムに取り組む必要性があげられた。

・医薬看相互乗り入れで実施している「医療学入門 「和漢医薬学入門」に」，
ついて，学生による授業評価（アンケート調査 ，ティーチング・アシスタ）
ント数，担当教員による総括に基づき検討した結果，全人的医療人養成の入
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門編として，上級学年における医療学等との整合性，担当教員が適正である
かについて継続して検討する必要性について指摘があった。またＴＡの確保
も課題とされた。

・和漢医薬学入門の実施状況について，学生による授業評価，担当教員による
総括に基づき検討した結果，上級学年における「医療と和漢薬 （医 「和」 ），
漢診療学 （看）等との有機的連関の必要性について指摘があった。」

（教育評価） ・現在行われている教育目標の達 ・医学部では過去の成績データに基づく成績分布調査について，解析を開始し
① 教育目標の達成度の評価法， 成度評価の方法，各科目の過去 た。
各科目の成績分布，年度毎の評 の成績分布のデータ及び年度ご ・教育目標の達成度評価の方法，各科目の過去の成績分布のデータ及び年度毎
価の整合性等を継続的に検討 との評価の整合性等を分析し， の評価等整合性等の分析は，各教務委員会で行うことを決定した。
し，教育評価の充実・改善を図 厳密かつ公平な教育評価法の在
る。 り方について検討を開始する。

(38)
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（３） 教育の実施体制等に関する目標

1) 教育を重視した人材採用の推進を図る。
中

2) 学生が自主的に勉学できる環境を整備する。
期

3) 教育の内容と水準の向上を図る。
目

4) 時代・社会の要請に応える人材を育成し，教育研究の高度化に対応する学部・大学院の教育・研究
組織を構築する。標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（教員等の配置） ・医学部・薬学部の人材とカリキ ・より質の高い教育研究活動を展開するため 「役員・部局長懇談会」にお，
① 教育を重視した人材配置（採 ュラムの内容等に応じた適切な いて，全学的な観点からの教育研究組織，人事等に関する基本方針等につ
用を含む ）の推進を図る。 人材配置について検討を開始す いて，意見交換・検討を開始した。。

る。 (39) ・医学部及び薬学部においてはカリキュラムの点検を行い，医学部では「医
学部将来計画推進委員会」で，薬学部では「薬学部講座教授会議」で，各

， （ ）年度計画（51）参照 講座の教員配置のほか 新大学院構想や薬剤師養成課程６年制化 薬学部
等に基づく教員配置について検討を行った。

② ティーチング・アシスタント ・ＴＡとＲＡの実態調査を行う。 ・ＴＡとＲＡの実態調査を行った。結果は、以下のとおりであった。
（ＴＡ）及びリサーチアシスタ (40) ＴＡ 平成13年度 94名 20,480千円
ント（ＲＡ）の活用を図る。 平成14年度 110名 23,630千円

平成15年度 121名 18,590千円
ＲＡ 平成14年度 31名 7,813千円

平成15年度 30名 7,397千円
平成16年度 30名 6,915千円

・調査結果に基づいて 「適正な配置がなされているか 「職務内容がＴＡ，， 」，
ＲＡ自身にも有益か 「ＴＡ，ＲＡの質を向上する方法は？」などの課題」，
について検討していくことを確認した。

（教育環境整備） ・少人数教育実施のための教室を ・チュートリアル用図書の整備については，チュートリアル6室を新たに設置
① 学内の学習環境，情報支援， 整備し，諸設備，図書等を配備 し，図書を配備した。
地域への貢献，電子図書館の充 する。(41) ・チュートリアル室のパソコン整備については，全12室に情報検索用パソコ
実を図る。 ンを配備し，その設定等を行った。

・チュートリアル用（医学部 ，セミナー用（薬学部）における図書につい）
ては，担当教員等の希望を取り入れ関係図書の充実を図った。

・附属図書館における学生の閲覧 ・書庫や書架スペース及び配架スペース等の見直しを行った。
， ， ，及び自習スペースの拡充を図る ・学生の閲覧及び自習スペースの拡充のために 書架の一部を撤去 整理し

とともに書庫や書架スペースを 閲覧席12席を増設した。
確保するために，配架スペース ・書庫や書架スペースの確保のために，図書館会議室を含めた１階閉架書庫
の見直しを行う。(42) 改築のための検討を開始した。

・ＲＦＩＤ方式による図書自動貸 ・図書自動貸出・返却装置（メインシステム）を導入し，ＩＣチップ貼り付
出・返却装置 メインシステム け作業を継続実施した。（ ）
を導入し，無人開館時間帯の利 ・無人開館時間帯の利用環境整備（無人開館時の図書の貸出等）について，
用環境の整備を検討する。(43) 附属図書館運営委員会で検討し，ＩＣチップの貼り付け作業実施状況等を

踏まえ実施することを決定した。

② 情報技術(ＩＴ；information ・北陸地区の国立大学における大 ・北陸３県の国立大学（富山医科薬科大学，富山大学，高岡短期大学，金沢
technology）を利用する教育 学間双方向授業のための教室を 大学，北陸先端科学技術大学院大学，福井大学）において，教育研究の活
・学習環境の整備を図る。 確保し，設備導入の環境整備を 性化を図るために，６大学間の双方向遠隔授業システム導入と運営などに

開始する。 (44) 関して以下のことを実施した。
1)北陸地区国立大学連合学長会議のもとに 「双方向遠隔授業システム，
共通仕様検討会議」を設置し，共通仕様について検討した（平成16年2
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月3日，平成16年5月19日, 平成16年6月10日 。）
2)学内に双方向遠隔授業システム仕様策定委員会を設置し，本学仕様書

（ ）の策定を行った 平成16年5月26日,平成16年6月3日,平成16年8月11日
3)双方向遠隔授業システムインターフェイス検討委員会(平成16年7月26
日：金沢大学で開催）において，システムのインターフェース(使い勝
手)について６大学で検討を開始した。

・医学部では，授業毎に学生による授業評価を実施した。実験実習につ（教育内容・水準の向上） ・学部別に実施している学生によ
いては，学生による評価を実施する方向で、教務委員会で検討を開始① 学生による授業評価や学生の る授業評価を継続して実施し，
した。満足度調査を実施し，それに基 実験実習についての満足度の調

・薬学部では，授業毎に学生による授業評価を実施した。実験実習につづいた授業内容の改善を図る。 査の実施についての検討を開始
いては，教務委員会で評価項目等についての再検討を開始した。する。(45)

・一般教育では，授業毎に学生による授業評価を実施し 実験実習の評た。
価の実施，授業評価の在り方，学期中間用の調査項目の策定や学期中
間においての調査の実施について，教務委員会で検討を開始した。

・医学部，薬学部及び教養教育における学生の授業評価の実施状況の点・学生による授業評価等の現状を
検，調査項目の妥当性等について各教務委員会で，学生の意見も視野調査し 調査項目等を検討する， 。
に入れて検討を開始した。(46)

， ，② 教育内容や方法の組織的改善 ・医学科，看護学科，薬学部別に ＦＤを実施し・医学部医学科では 医学教育に関する最近の動向の報告，
と教員の教育能力の向上を図る ＦＤを実施する。(47) Problem-Based Learテュートリアル教育の事例報告と検討及びＰＢＬ（

テュートリアル教育について討議した 。ために，ファカルティ・ディベ ning） （平成16年8月21日,22日）
また，8月欠席者のためのテュートリアル教育演習として，ＦＤ１日ロップメント（ＦＤ）を推進す

コースを実施した（平成16 年9月11日 。る。 ）
し，医学モデルから看護モデルへの転・医学部看護学科では，ＦＤを実施

換，看護実践能力の育成・強化及びオムニバス形式による科目の強化につ
いて討議した（平成16年10月2日,3日 。さらに，東西医学の融合を目指す）

「東洋の知と看護」を開設看護の視点からの新設学科目について検討し，
することを決めた。

・薬学部では， 学内外から4名の講師を招き，薬学部のカＦＤを実施し，
リキュラムの在り方並びに薬剤師教育６年制化と長期実務実習の問題
について討議した（ 。平成16年8月19日,20日）

，・一般教育では にＦＤを開催した， 。平成16年9月30日 年度計画(1)に従い
4つのＷＧで総括のための班別討議を，引き続き全体討議を行った。

。③ 医学部と薬学部の教員が相互 ・医学部と薬学部の教員が相互に を継続実施した・医学部と薬学部の教員が相互に乗り入れて 以下の授業，
全学部学生を対象にした授業に乗り入れた教育を実施する。 乗り入れて既に実施している教 1)
医療学入門（1年次前・後学期）育を継続する。(48)
和漢医薬学入門（2年次前学期）

2)医学部教員が行う薬学部学生を対象とした授業
， ， ， ， ，東洋医学概論 疾病学・臨床医学 免疫学 生理学 病原微生物学

人体機能形態学
3)学部教員が行う医学部学生を対象とした授業
生体と薬物，内分泌・栄養・代謝・乳房，基本的診療知識

・初期教育として 「医療学入門 （医・看・薬の１年次生合同授業）に④ 地域の医療機関，保健福祉施 ・地域の医療機関，保健福祉機関 ， 」
おいて，福祉・医療機関での「福祉体験実習」を継続して実施した。設等と連携して，社会に貢献す 等と連携した医療人育成を行

， 。る優れた医療人の育成を図る。 う。(49) ・専門教育として 保健・医療・福祉機関で以下の実習発表会を行った
1)医学科：社会学実習，地域病院実習，実習発表会
2)看護学科：臨床地域実習，看護研究 看護実習報告会 看護研究論, ，

文，助産師教育（正常分娩介助技術，開業助産院の母
子保健の習得）

。注：第16回富山県母性衛生学会に4演題の研究成果発表を行った
3)薬学部：病院薬学実習

・調剤薬局実習での連携について，富山県薬剤師会，北陸地区調整機関・薬学部において，薬剤師教育６
年制化に向けて地域の医療機関 平成16年9月4日 。との協議を行った（ ）

・病院実習での連携について，富山県病院薬剤師会 富山県病院薬剤師との連携について検討する。 ，
会役員会，富山県内主要病院の病院長並びに県内主要８病院の病院長(50)

，に構想の説明と協力依頼を行った（平成16年9月3,6,7,29日,10月18,26日
11月26日 。）

， ，（新たな教育・研究組織） ・医学部では講座の在り方の検討 ・医学部将来計画推進委員会で 教授の選考の際に講座のあり方等を検討し
① 学術研究の進歩と社会の要請 を継続する。(51) 講座の配置及び教授等の選考を行った。
に対応して，学部の定員を検討 ・解剖学（二）を再生医学講座として配置，生理学講座，内科学(第三)講座,
するとともに，講座等の見直し 年度計画（197）参照 成人看護学Ⅰ(慢性期）講座他の選考について検討した。
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を行い,必要に応じて新たな組 ・選考は，公募制とリストアップ方式を併用した。
織を整備する。

・薬剤師教育６年制化に向け，薬 ・薬学部講座教授会議において，薬剤師教育６年制化に向け薬学部と薬学研
学部と薬学研究科の学生定員と 究科の学生定員と講座編成の検討を行った（平成16年4月21日，5月12日，7
講座編成の検討を開始する。 月7日，7月28日，9月1日 。）

(52) ・薬学部講座教授会議において，薬学部に６年制課程と４年制課程を併設す
ることを決定し，４年制課程の学生定員を15～20名程度とし，残りを６年
制課程の定員として，カリキュラム等の検討を進めることを決定した（平
成16年7月7日 。）

・薬学部講座教授会議において，実務実習と薬物治療学のオーガナイズをす
る教員を採用するため，ポスト確保の一方策として，薬物生理学講座の再
編を進め，薬品生理学研究室に教員ポストを確保することを決定した（平
成16年9月1日)。

・薬学部人事教授会において薬物生理学講座内での教員異動を決定した（平
成16年9月15日)。

・拡大カリキュラム検討委員会において，今後共用試験の時期・内容が明ら
かとなり次第，カリキュラム改訂作業を開始することを決めた（平成16年
11月29日 。）

・薬学部講座教授会議において，実務実習と薬物治療学のオーガナイズする
教員の採用法を検討した（平成16年12月1日)。

・大学院部会ワーキンググループにおいて，医薬理工大学院構想を検討② 医学と薬学を中心とした総合 ・三大学再編統合に向けて医薬理
した（平成16年3月23日，4月26日，6月11日，9月17日，11月9日，11月大学院の創設を推進する。 工総合大学院構想の実現性を検
25日，12月2日，平成17年1月13日 。討する。(53) ）

・医薬理工の大学院構想タスクホースにおいて，大学院の構想案を策定
した（平成16年4月12日，4月19日，5月10日，5月17日，5月24日，5月
31日，6月7日，6月14日6月24日7月8日，8月2日，8月23日，9月3日，9

， ， ， ， ， ， ，月13日 9月17日 10月27日 11月5日 11月9日 11月25日 12月2日
12月24日，平成17年1月13日 。）

医薬理工総合大学院構想案について審議し，了承・大学院部会において，
した 。（平成16年3月2日，6月11日，9月17日に開催)

③ 生命科学を中心に関連分野を ・平成１５年度に採択された２１ ・個々の班員の研究を継続・発展させるために，研究担当者とフェローによ
融合した国際水準の大学院の構 世紀ＣＯＥの研究を継続，発展 る研究進捗状況の報告会を毎月開催し，意見交換を行った。
想を推進する。 させる。(54) ・研究成果として，英文原著論文３４編を発表した。

・ＣＯＥプログラム戦略室による広報活動として，広報誌を２回発行した。

・新たな２１世紀ＣＯＥ課題の採 ・独立行政法人科学技術振興機構の平成１６年度「戦略的創造研究推進事業
択に向けて，医学系独立専攻課 （公募型研究 」に申請し，次の研究が採択された。）
程を中心に研究の展開を図る。 〔チーム型研究（CREST 〕）

(55) 研究者：大学院システム情動科学教授 西条寿夫
課題名「情動発達とその障害発症機構の解明」

〔個人型研究（さきがけ 〕）
研究者：薬学部助手 阿部 肇
課題名「極性基が配列した低エントロピー型分子認識アレイの開発」

・医学部と和漢薬研究所に寄附講 ・医学部に，寄附講座として「分子・統合情動脳科学講座（配置教員：助教
座を設置し，教育研究の充実を 授１，助手１ 」を設置した（ 。） 平成16年4月）
図る。(56) ・和漢薬研究所に，寄附研究部門として「和漢薬製剤開発研究部門（配置教

員：教授１，助手１ 」を設置した（ 。） 平成16年7月）
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
１ 教育に関する目標
（４）学生への支援に関する目標

学生が尊重されていると感じることができるような充実した学習支援と生活支援の実現を図る。中

期

目

標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

・学生生活上の諸問題等に対処するため，学生の相談部門として設置さ（学習支援・生活支援） ・各相談部門の情報を一元的に集
れている，保健管理センター，クラス担当教員，医学部医学科グルー① 学生のニーズに応える快適な 約するとともに，役割分担，連
プ担任（医学部医学科のみ ，オフイスアワー，セクシュアル・ハラスなキャンパスライフのための 携強化及び相談体制の充実等に ）
メント相談員，留学生相談室，学生相談室（学生相談担当）の相談部学生相談支援体制の充実を図 ついて検討を開始する。(57)
門を更に連携強化するための検討を開始した。る。

・学生生活実態調査の見直し等の結果を踏まえ（次項記載 ，相談部門の）
役割分担及び連携等の検討を開始した。

・各相談部門の役割分担，連携強化及び相談体制の充実を図るための検
討を開始した。

学生のニーズをリアルタイ・学生生活実態調査の調査内容の ・これまでの実態調査の検討・見直しを行い，
見直しを行う。(58) アンケート調査を随時実施することを学生委員会で決ムに引き出すための

定した（平成16年11月4日 。）
「防犯・安全対策に関する全学学生アンケート調・上記の方針に基づき，

」 （ ， ）。査 を実施した 平成16年9月：回収率学部学生74.5％ 大学院生36％
・従来から組織されていた「クラス委員制度」を見直すために，教育担
当副学長が「クラス委員との懇談会」を実施した。

② 学生の課外活動等の環境整備 ・福利棟，厚生棟など課外活動施 ・施設の損傷状況の調査とそれに基づく補修改修等を実施した 平成16年12(
の充実を図る。 設等の損傷状況を調査するとと 月～平成17年 )。1月

1)課外活動施設等の損傷状況調査もに補修整備の年次計画を立案
2)上記の調査結果に基づく補修整備の内容の検討する。(59)
3)上記のの検討に基づく補修整備に係る必要経費の算定
4)必要な補修整備の実施

・学生委員会及び各学科教務委員 ・各サークルの活動状況を調査し，その結果を顧問教員に報告し，学生 委
会において，学生が全国又は地 員会及び各学科教務委員会で検討した。
区の大会に参加しやすい環境作 調査事項： 練習日・合宿・大会等，運営費（部(会)費と大学・（
りについて検討する。(60) 後援会等からの補助の割合等）

・顧問研究会・サークルリーダ研修会を開催した（平成16年8月27日 。）
参加者 ：顧問教員・学生委員会委員，各部のリーダー
討論内容：サークルへの指導体制，課外活動中の事故，サークル

活動の活性化，リーダーの役割，課外活動に参加しやす
い環境等。

・各サークルの活動状況の実態調査に基づいて，必要経費の援助方法等を検
討し（学生の意見等の採択・サークルの活動状況等 ，予算を措置した。）

，・学生の課外活動における所属部 ・平成16年4月から7月までの活動施設・教室等の利用状況等の実態を調査し
と施設の利用状況の実態を調査 適切・有効な施設利用及び必要な改善等を行った。
する。(61) ・課外活動サークルへの加入状況調査では，文化系と体育系等複数サークル

への加入状況の調査を行った。
・上記の調査結果を学生委員会と各サークル顧問教員に報告し（平成16年6年
17日 ，学園だより（平成16年7月発刊）に掲載した。）
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・上記の調査結果に基づいて，快適な課外活動の発展のために必要な改善策
を検討した。

③ 学生生活支援体制の整備・充 ・公共団体等各種奨学団体の調査 ・日本学生支援機構以外で，本学の学生が対象となりうる奨学支援を実施し
実を図る。 を実施し，学生への情報提供を ている各種奨学団体等について調査した。

更に充実させる。(62) 1)本学学生が現在支援を受けている団体等
2)過去に本学学生が受給していた団体等
3)ウエーブ上等で検索できる本学学生が受給可能な団体等

・上記の調査結果を分析して，本学学生が利用可能な奨学団体に関する情報
を掲示及びウェブ上で順次学生に提供することを決定した。

・経済的に困窮した学生に対する ・学資負担者の急死及び災害の被災等により経済的に困窮した学生に対する
緊急支援制度を継続して実施す 支援を継続的に実施した。
る。(63) 1)学生からの申請に基づき，新潟県中越地震及び台風23号等による被

災に対し，緊急支援として後学期分の授業料免除を学生委員会で決
定した（平成16年12月17日：全額免除者3人，半額免除者1人 。）
2)平成16年度は，学資負担者の急死等を理由とした授業料免除申請が
なかったため，本制度に基づく支援実績はなかった。

，・日本学生支援機構等が実施する一時金の貸与や奨学金の緊急採用等の緊急
支援を実施した。

， ，・学生からの申請に基づき 奨学金の緊急・応急採用に関して学生を推薦し
採択された （1人推薦，平成17年1月採択）。

・入学料及び授業料の免除，徴収 ・授業料免除等選考基準の一部（成績基準及び収入基準）について，学生委
猶予制度について，これまでの 員会で見直しを開始した(平成16年4月25日)。
減免制度を見直し，新しい免除 ・従来までの選考基準（経済的困窮度の高い学生から優先的に免除）を，経
制度の構築に向けて検討を開始 済的困窮度の高い学生に配慮しつつも，より学業成績を重視した選考基準
する。(64) への見直し，全額免除と半額免除の比率，成績優秀者に対する授業料免除

に係る財源との比率等，新たな授業料等の免除，徴収猶予制度の構築につ
いて，学生委員会で検討した（平成16年7月13日 。）

・成績優秀者等に対する大学独自 ・新しい免除制度の構築に向け，成績優秀者に対する新たな免除制度の創設
の免除制度を検討する。(65) も含めて，学生委員会で検討を開始した（平成16年4月25日）｡

・成績優秀者等に対する大学独自の新たな授業料等免除制度について，次の
項目を中心に学生委員会で検討した(平成16年7月13日)。

1)実施に係る趣旨
2)成績優秀者の授業料免除に係る財源の確保

全額免除と半額免除
3)免除対象学年・人数
4)実施年度
5)成績優秀者の選考基準

・成績優秀者に対する授業料免除の財源と免除者数等を学生委員会でシミュ
レーションで検討した（平成16年9月24日 。）

・新たな授業料免除制度の導入時期等に係る問題点の検討をプロジェクトを
設置して開始した。

④ 卒業後の進路，研修先及び就 ・学生の進路希望等を調査し，こ ・医学科は卒後臨床研修センター，看護学科は看護学科クラスアワー，薬科
職先病院等の情報を学生に提供 れに対応するための求人情報の 学科は薬学部教務委員会において，卒業後の進路希望調査を行った。
し，相談に対応する。 提供，就職支援体制等について ・医学科では，医学研究科教務委員会と卒後臨床研修センターが合同で，卒

検討する。(66) 後教育ガイダンス（卒後臨床研修制度，大学院教育，講座紹介等の内容）
を実施した。

・看護学科では，看護学科クラスアワーにおいて，就職活動の対策等につい
ての説明会を実施した。

・薬科学科では，薬学部教務委員会が，就職・進学説明会及び就職ガイダン
スを行った。

・卒業生の地域の国公立私立の病 ・卒業生の過去５年間の進路，研修先及び就職先等の調査を実施し，その結
院などの各種の医療機関や企業 果を就職指導担当教員と学生（医学科5年次生,看護学科3年次生,薬科学科3
等への就職・活動状況の実態調 年次生,薬学前学期1年次生）に周知するとともに,今後の進路指導に活用す
査を開始する。(67) ることを決定した（平成16年7月～9月)。

⑤ 外国人留学生の受入れ及び本 ・海外の大学等での語学学習を促 ・海外機関での取得単位認証制度の導入を検討するための情報及び資料等を
学学生の海外派遣を支援するた 進するために，海外機関での取 行った。資料の収集先は，以下のとおりである。
め，生活環境や奨学金等を整備 得単位認定制度の導入に向けた 1)オーストラリアAdelaide大学
し，相互交流の推進を図る。 検討を開始する。(68) 2)ニュージーランドUnitec

3)オーストラリアFlinders大学
・外国語ワーキンググループで収集した情報と資料の分析を開始した（平成
16年9月～12月 。）
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・医薬学研修と語学研修のスタ ・語学研修を主とした「タイ・スタディー・ツアー2004」を実施した。
ディー・ツアー実施について検 1)事前学習会６回実施
討する。(69) 2)日程： 11名，引率教員3平成16年8月16日～8月27日，参加：学生

名，費用：自費，訪問先：2大学6施設（20人以上の現地学生
と交流）

3)AIDS関連組織3，感染症関連3
・スタディー・ツアーの意義，カリキュラム上の位置付け及び履修上の扱い
等について，医学教育推進委員会及び学科目語学ワーキンググループで検
討した。

・日本人学生の医学スタディー・ツアーについて，今後の企画組織等を検討
した。

日本語 クラス開設のために必要な日本語ソフトと を充実さ・日本語のCALL授業の導入につい ・ CALL 設備
せ，日本語のCALL授業を開設した 。て検討する。(70) （週１回）

・本学独自の日本語教材の開発を ・専門への移行を視野にいれた初級教材の自主開発と試用を実施した。
進め 日本語教育の充実を図る ・初中級教材の自主開発に向けた準備を開始した。， 。

(71)
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
２ 研究に関する目標
（１）研究水準及び研究の成果等に関する目標

1) 生命科学を中心に，伝統医薬学を含め，医学，薬学の領域において国際水準の研究を行い，医
療関連領域では全国的水準の研究を行う。中

2) 現代社会と地域社会の要請に応える先端的な研究活動を展開し,大学の知を社会に還元,産業界期
との連携を深め，人々の福祉に貢献する。

目

標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（研究の方向性） ・西洋医薬学と東洋医薬学の個別 ・２１世紀ＣＯＥプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の研究
① 生命科学を中心に，高度先進 パラダイムの統合を目指し，２ 成果，今後の研究方針等について，研究報告会において報告・検討した。
医療を支える医学・薬学の先端 １世紀ＣＯＥプログラム「東洋 （研究報告会開催：平成16年9月27日，10月18日，11月8日，12月13日）
研究を推進するとともに，伝統 の知に立脚した個の医療の創 ・ 世紀ＣＯＥプログラムに則り，第5回国際天然薬物大会に大学院博士課21
医薬学/相補・代替医療研究で 生」の研究拠点として研究を遂 程学生3名，COE特別研究員1名，寄附講座助手を1名を瀋陽（中国）で開催
は，アジア及び世界の中核とな 行する。(72) された派遣し，研究発表を行った（平成16年9月1日～9月8日 。また，和）
り，人類の福祉向上に役立つ国 漢薬研究所の教員１名と大学院博士課程学生1名を大黄・紅耆・黄耆の調査
際水準の研究を行う。 に派遣した（平成16年7月27日～9月8日)。

・国際シンポジウムを開催し，中国，韓国などの研究者との共同研究交流を
行い，中国北京大学医学部薬学院の施設内に共同研究拠点を設置した。(平
成17月2月25日合意書締結)。この合意は， 世紀ＣＯＥプログラムの目的21
である国内外のコンソーシアム形成に特に有効と思われる。

・大学院医学研究科の認知・情動 ・認知・情動脳科学専攻の教授が中心となる科学技術振興機構による戦略的
脳科学専攻（独立専攻）を中心 創造研究推進事業の「チーム型研究（CREST 」の研究課題「情動発達とそ）
に 「人間らしさのサイエンス の障害発症機構の解明」の研究が採択された。研究は平成16年度からスタ，
：情と知の拠点形成」の研究を ートし，今後5年間で基礎医学から臨床医学までを含む学際的研究チームに
推進する。(73) より，情動発達及び情動学習・記憶の神経機構並びにその異常発症機構を

解明する。

・上記以外の研究プロジェクトを ・平成１６年度に独創的，萌芽的研究プロジェクトを募集し，学内特別経費
募集し，今後優先して取り組む の配分を行った （申請件数４７件，採択件数３２件）。
べき課題について検討を開始す ・これらの研究プロジェクトの研究成果の報告に基づき，今後優先して取り
る。(74) 組むべき課題を検討することとした。

② 基礎研究と臨床応用の橋渡し ・医薬の共同研究推進委員会の設 ・共同研究等委員会において，医薬の共同研究委員会の設置について検討を
となる研究の推進を図る。 置を検討する。(75) 行い，共同研究等委員会が，その役割を担うこととした。また，共同研究

の推進について，方向性，知的財産の保全，産学連携推進の中での共同研
究の実施等について検討された。

・トランスレーショナルリサーチ ・トランスレーショナルリサーチの科学的臨床試験を実施できる人材を育成
の科学的臨床試験を実施できる するための教育研修プログラムを作成するための検討を開始し，次のこと
人材を育成するための教育研修 の検討が必須であることを確認した。
プログラムを作成するための検 1) 本学附属病院治験ネットワーク及び富山県医師会による治験ネットワー
討を開始する。(76) ク事業としてほぼ完成した。今後，これら事業を更に充実させるため，県

内病院での治験実施のためのインフラを整備。また，臨床試験に関する人
員養成については，本学大学院医学系研究科医科学修士課程における「医
薬品開発学」などの開設
2)臨床試験のキーでもあるデータセンターの設立
3)それらを実施できる能力のある人材の養成
4)臨床試験の卵となるような題材を迅速に臨床試験に移行する組織の設立

成果の社会への還元） ・公開講座，研究会，講演会等の ・ 生涯学習推進委員会」において，各公開講座の受講者数及び受講者のニ「
① 大学の知を社会に還元するた 開催や広報活動について調査を ーズ等を調査するとともに，平成１７年度以降の公開講座の企画等につい
めに，公開講座，研究会，講演 行うための体制を整備する。 て検討した。また，同委員会において，大学等地域開放特別事業の今後の
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会等の開催や広報活動を積極的 (77) 在り方についても検討を行い，これらを平成17年度の企画に反映させてい
に行う。 くこととした。

・広報活動については 「生涯学習推進委員会」と「広報委員会」が密接に，
連携し広報活動を推進していくこととした。

・様々な情報媒体 広報誌 新聞 ・平成１６年度公開講座「健やかに生きるために」の実施にあたっては，実（ ， ，
テレビ等）を通じ，大学の研究 施要項，パンフレット，ポスターの配布先を新たに拡充するとともに，様
成果を地域や世界に発信し，情 々なメディアを通して広報活動を展開した。
報交換を促進する。(78) 広報活動媒体等：ＴＶ（ＮＨＫ ，新聞（北日本新聞，富山新聞，）

読売新聞 ，タウン誌（小杉町，婦中町 ，） ）
フォーラム富山「創薬」

・ 広報委員会」において，研究室，教員レベルの研究内容を国内外に広く「
発信（公開）するためのホームページの活用等について検討した。

② 産業界との連携を深め，研究 ・現在までの産学共同研究の実績 ・産学官の連携・推進を図るため 「産学官連携推進会議 （平成16年6月1日， 」
成果の公開，共同研究を推進す を調査し，分析，公表する。 設置）において，関係規程の制定 「産学官連携室」及び「知的財産本部」，
る体制を整備するとともに，産 (79) の設置等を行った。
学官の連携事業を推進する。 ・ 産学官連携推進会議」「

＜目的＞産学官の連携・推進を図るための企画立案，外部資金，競争的資
金等の獲得のための戦略・企画立案，大学の知的財産の創出，取得，管
理，活用の戦略・企画立案等

＜構成＞担当理事，学部長，研究所長，知的財産本部長，産学官連携コー
ディネーター，知的財産マネージャー等

・ 産学官連携室」において，科学研究費補助金申請・採択状況及び外部資年度計画(80 ，(81）参照） 「
金等について調査等した。
また，産学官連携事業推進のため，以下の事項を実施した。
・産学官連携の推進のためのパンフレット「産学官連携を推進するための

」 「 」 ，三つのポリシー 及びガイドブック 産学官連携ガイドブック を作成
配布した。

・本学ホームページにおいて「産学官連携」を公表した。
・産学官連携に関し，第３回産学官連携会議（平成16年6月主催：内閣府・

） （ ）総務省・文科省等 NEAR2004 北東アジア経済交流エキスポ2004・中国
平成16年9月主催：富山県 ジェトロ 第３回とやま産学官交流会 平（ ， ）， （
成16年11月主催：実行委員会 ，産学官連携ビジネスショウ（平成16年）
11月主催：名古屋大学）等に参加，出展した。

，「 」 （ ）。・民間との共同研究を推進するた ・産学官連携の推進のため 産学官連携室 を設置した 平成16年7月1日
めに，産学官連携室を設置し， ＜目的＞産学官連携の推進，産学官交流の情報等サービスの提供，外部資
学外のコーディネーターを配置 金，競争的資金等の獲得，フォーラム富山「創薬」に関すること等
する。(80) ＜構成＞室長，学部長，研究所長，知的財産本部長，産学官連携コーディ

ネーター
・産学官連携コーディネーターの配置等について検討し，複数の企業等から
コーディネーター適任者を選出，今後の業務及び配置・委嘱等について検
討した。

・ 産学官連携室」において，フォーラム富山「創薬」及びとやま産学官交「
流会等の産学官連携を更に推進することを確認した。

・大学の知的財産を活用するため ・知的財産の調査，企画立案及び調整等を図るため 「知的財産本部」を設，
に，知的財産本部を設置し，学 置し た（平成16年7月1日 。）
外の弁理士とマネージャーを配 ＜目的＞知的財産の調査，企画立案及び調整，発明に係る権利帰属の審査
置する。(81) 決定，知的財産権の創出，取得，管理，運用等

＜構成＞本部長，教育職員（３人 ，知的財産統括マネージャー，知的財）
産マネージャー 他

・学外から知的財産統括マネージャー及び知的財産マネージャーを委嘱配置
した。なお，知的財産統括マネージャーは弁理士の資格を有している。

・知的財産統括マネージャーは，発明審査委員会における権利帰属の統括審
査を担当することとした。

・知的財産マネージャーは，発明相談，発明審査委員会における権利帰属の
審査を担当することとした。

・知的財産及び利益相反等に関するパンフレットを作成した。

・知的財産本部において，本学の ・知的財産の活用等に繋げるため 「知的財産本部」において知的財産に関，
知的財産を調査する。(82) する調査等を行った。当初は知的財産のうち，発明届に関し過去３年間の

状況を調査した。
・今後は，知的財産統括マネージャー，知的財産マネージャーにより，特許
取得に伴うロイヤリティーを確保するとともに，本学の知的財産の創出，
管理及び活用等について戦略的に企画・立案を図っていくこととした。

・リエゾンオフィスを充実させる ・産学官連携の推進及び知的財産の活用等推進の対外的窓口であるリエゾン。
(83) オフィスの充実を図るため，知的財産統括マネージャー及び知的財産マネ
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ージャーを配置し，大学の研究シーズ発掘と企業等のニーズの橋渡しの推
進等を図っていくこととした。

・文部科学省知的クラスター創成 ・ とやま医薬バイオクラスター」計画を産学官体制で一層推進した。本件「
事業の「とやま医薬バイオクラ の実績は以下のとおりである。
スター」計画を産学官体制で一 「免疫機能を活用した診断治療システムの開発」研究を実施
層推進する。(84) 「漢方薬による治療支援システムの開発」研究を実施

「免疫アレイチップの開発」研究に参画
「研究開発推進委員会」を企画・参加
「事業推進委員会」を企画・参加
「事業化検討委員会」を企画・参加
「BME研究会」を企画・参加
「とやま医薬バイオフォーラム」を企画実施
成果を「第３回産学官連携推進会議 （京都）で発表」
成果を「バイオジャパン2004 （東京）で発表」
成果を「イノベーションジャパン2004 （東京）で発表」
成果を「産学官連携ビジネスショウ （名古屋）で発表」
成果を「第３回とやま産学官交流会 （富山）で発表」
成果を大学発ベンチャーとして立ち上げるための準備委員会を設立

・地域新生コンソーシアム事業に「細胞スクリーニングシステムの開発」を
産学官で共同応募し，採択された。

・ 富山技術移転検討会」を産学官で企画・参加した。「
・ 北陸地区クラスター合同発表会」を産学官で企画した。「
・本学の教員が中心となり本学初の大学発ベンチャー（エスシーワールド
（株）会長 村口理事）を17年2月に立ち上げた。
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
２ 研究に関する目標
（２）研究実施体制等の整備に関する目標

1) 研究者の創造性と本学の特色が発揮されやすい研究環境を整備する。
中

2) 学内共同利用の教育研究施設の充実を図り，国際水準の生命科学研究を支援できる体制を整備
する。期

3) 学内・外における共同研究を推進する。目

標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（資源の配分・評価） ・研究者及び研究組織の評価・点 ・平成15年度において，｢大学マネジメント情報ワーキンググループ｣で大学
① 大学が重点的に取り組む領域 検を行うため，研究に関する基 マネジメント情報の在り方及びデータ収集・管理等について検討を行い，
や活動性の高い分野において， 礎的データを整備するシステム 規程等の整備 「マネジメント情報分析室」の設置，データの収集・管理，
学内研究資金の傾斜配分を行 を検討する。 (85) 及び教員個人の情報データベースの導入等を決定した。(平成15年7月～16
い，中核的研究拠点（COEを含 年3月５回開催）
む ）の形成を図る。 ・ ワーキンググループ会議」及び「マネジメント情報分析室」を設置（平。 「

成16年4月）し，マネジメント情報に関する対応を開始した。
・研究者個人の「研究に関する基礎的データ」を収集・蓄積する方策，
データベース等について，同会議で検討した （平成16年6月3日）。

・３大学の再編・統合後のデータの取扱い等について検討した。
・富山大学における教員個人データベース作成・運用等を視察・調査，
打合せを行い（平成16年7月28日 ，３大学再編・統合後のデータベー）
スの重複，経費削減等を考慮して，富山大学との一元化を図る方向で
検討することとした。

（ ） （ ）。・世界的水準にある脳科学分野を ・医学系研究科認知・情動脳科学専攻 博士課程 を設置した 平成16年4月
臨床的研究に活かす方策につい 同専攻では，情動を中心に心のはたらきの脳内メカニズムとその発達過程
て検討する。(86) を分子・細胞・システム・行動レベルで明らかにするとともに，脳と心の

発達障害や精神・行動の障害の病態・病因を解明し，それらの障害の治療
法や予防法の開発にも取り組む。これらの研究教育を通じて，幅広い知識
と先端的方法をもって時代の課題に応える脳科学者を育成する。

・認知・情動脳科学専攻の教員が中心となり，外国人講師2人を含む専門家を
招聘し，月１回の高次脳機能カンファレンスを開催した。

， ，② 短期的成果に加え，長期的な ・特に若手研究者による萌芽的研 ・平成16年度学長戦略的経費として 若手研究者による萌芽的研究を募集し
視点から科学技術の基盤にブレ 究や取組の評価システムの構築 32件を採択。採択された研究については，研究評価のため，その成果を発
ークスルーをもたらすような， について検討する。(87) 表し評価を行うこととした（平成17年5月実施 。）
創造性の高い萌芽的研究や取組 ・生命科学実験センターにおいて，若手研究者の萌芽的研究内容に関して定
も積極的に評価し，支援する。 期的に発表会を実施した。

（支援体制の整備） ・生命科学実験センターと実験実 ・生命科学実験センターと実験実習機器センターの統合を図るため 「生命，
① 国際水準の生命科学研究を支 習機器センターを統合し 「生 科学先端研究センター設置準備委員会」を設置した。，
援する組織の整備を図る。 命科学先端研究総合センター ＜委員会の構成＞研究担当理事，生命科学実験センター長，実験実習機器

（仮称 」を設立するための検 センター長，生物資源開発分野長，ゲノム機能解析分野長，放射線生物）
討を行う。(88) 解析分野長

＜検討事項＞規則等の制定，組織，人員配置，センター運営の効率化等
・平成17年4月生命科学実験センターと実験実習機器センターを統合し 「生，
命科学先端研究センター」を設置した。
設置の目的は以下のとおり。
1) 組織構成の機能性と研究教育活動支援の効率化
2) 21世紀COEプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生 ，知的」
クラスター創成事業「とやま医薬バイオクラスター ，戦略的創造研」
究推進事業CREST「情動発達とその障害発症機構の解明」など大型プロ
ジェクトの支援体制の強化

3) 地域産業と連携した総合的な生命科学研究の中心的拠点形成
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4) ３大学の再編・統合による医薬理工学の大学院部局化を視野に入れた
支援体制の構築

・学内共同利用施設を中心に，生 ・平成17年4月に新たに設置する「生命科学先端研究センター」における学内
命科学研究関連情報の収集と配 研究者や学内分析機器装置等の情報リストの作成並びに学内及び地域企業
布の学内及び学外への情報ネッ を含む学外への情報配布・収集のための情報ネットワークシステムの構築
トワーク構築の準備を行う。 について検討した。

(89) ・生命科学研究センター及び実験実習機器センターでは，学内機器使用リス
ト等を作成した。

② 図書館における学術情報の収 ・学術情報等のデータベース化及 ・附属図書館将来計画検討委員会において，本学の学術情報等のデータベー
集及び発信のための環境を整備 び情報発信の基本方針，実施手 ス化の基本方針（データベースの目的，構成，内容等）について検討を行
する。 順を策定する。(90) った（平成16年7月31日 。）

・検討対象のデータベースは次のとおりである。
①民族薬物データベース ②本学の特色ある研究（イタイイタイ病研究
） 「 」 。等 ③研究活動一覧 ④ＣＯＥ 東洋の知に立脚した個の医療の創生 等

・本学の学術情報の発信について基本方針（発信に係る必要な機能，活用方
法，運用方法）について検討した。また，データベース作成手順，情報発
信の手順（詳細な機能設計，実施運用手順，維持管理方法）について，附
属図書館運営委員会等において報告，検討した（平成16年9月27日,平成17
年2月22日 。）

・本学の特色ある研究についてその成果の発信を図るため，今後（最初に）
イタイイタイ病研究関係者から情報提供を受け，データベース化を図るこ
ととした。

・医療・ライフサイエンス系電子 ・附属図書館では，平成14年度より電子ジャーナルの導入を開始した。
ジャーナルの導入を一層推進す 平成14年度はライフサイエンスコレクションなど1,833種，平成15年度は
る。(91) コンソーシアム での購入を開始し総数2,043種，平成16年度は，ワイリー

社の電子ジャーナル総 数2,302種を導入した。
＜電子ジャーナルの導入化率等＞
電子ジャーナルの導入化率 82％（閲覧可能数408/購読雑誌数495）
医療・ライフサイエンス系の比率 80％（導入数1856/導入総数2302）

・今後の対応等
，電子ジャーナルに関し利用者の需要動向調査を実施し雑誌の決定等に反映

更に必要な電子ジャーナルの拡充等を行う。

③ 特許出願等に関する啓発教育 ・知的財産本部を立ち上げ，特許 ・教育職員を対象に研修会を開催し，職務発明等に関する説明会を実施した
を行うとともに，知的財産の取 取得のための手引書の作成と説 （平成16年6月22日，23日 。）
得と活用に関するシステムを整 明会の開催を行う。(92) ・バイオ関係の知的財産に詳しい学外者を知的財産本部に知的財産統括マネ
備する。 ジャーと知的財産マネジャーとして委嘱した。

・産学連携ガイドブック発行：特許取得のガイドを作成した。
・発明委員会において，特許取得のための手引書について検討した（平成16
年7月29 。発明審査委員会における意見を参考に，特許取得のための手引）
書の改訂作業を進めている。

・知的財産に関するセミナー「国立大学法人化後の知的財産戦略，特許支援
制度，特許出願に関するセミナー」をに開催した（平成16年12月21日：参
加者80人 。）

・特許取得を始めとした外部資金 ・発明審査委員会において発明の帰属審査を実施するとともに，帰属審査の
導入のためのワーキンググルー 方針と発明の活用法について検討した 平成16年7月29日,8月26日,9月22日,（
プで検討を開始する。(93) 11月9日,12月21日,平成17年1月20日 。）

・検討事項は，次のとおりである。
1)新規性と活用性のある発明の帰属等（これまで届出23件で，大学帰属
としたものは12件）

2)共同研究と受託研究による発明の活用に関しての対応等

（共同研究） ・学内の研究者による共同研究の ・学内の研究者による共同研究を推進するため，医学部，薬学部及び研究所
① 医学部，薬学部及び和漢薬研 推進を支援する。(94) 間における共同研究を募集し，学長戦略的経費による支援を行った。
究所との共同研究・プロジェク 学長戦略的経費申請者の共同研究リストを作成した。
ト研究の推進を図る。

② 学外の教育研究機関との共同 ・拠点大学方式によるタイ国立大 ・日本学術振興会の拠点大学方式による学術交流事業において，平成13年度
研究を推進する。 学等との国際的学術交流事業を から本学（和漢薬研究所）がタイ国との学術交流を行う日本側の拠点大学

継続する。(95) となっている（研究分野は薬学で，研究領域「天然薬物 。拠点大学方式」）
の共同研究はタイ8大学及びベトナム2機関との間に「老人性疾患の予防と
治療に有用な天然薬物の研究」など６研究課題。この事業による研究者の
受入れは年間約30人となっている。

・平成16年度における交流実績は次のとおりである。
受入研究者31人（本学12人 ，派遣研究者25人（本学７人））

・今後の課題として，短期研究者が圧倒的に多く受入れ側の負担が大きいの
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で，今後若手の長期滞在者のシステム作りが必要であり，今後更に検討す
ることとした。

・海外の学術交流協定校等との学 ・平成16年度現在の学術交流協定締結状況は以下のとおりである。
術交流の拡大促進を図る体制を 大学間協定 11（中国，タイ，インドネシア，韓国）

（ ， ， ， ， ，検討する。(96) 学部・研究所間協定 21 中国 アメリカ 韓国 ブラジル ネパール
タイ，エジプト，モンゴル）

・和漢薬研究所は，北京大学医学部薬学院（中国）と「薬用資源の保全及び
有効利用の研究」などで相互に共同研究拠点の設置について検討し，平成
17年2月に設置した（平成17年2月25日北京大学にて協定締結 。）

・平成16年度の交流（北京大学からの受入れ）実績：平成16年12月～ 3人

③ 和漢薬研究所は「和漢医薬学 ・ 和漢医薬学総合研究所」設置 ・和漢薬研究所の名称変更について，文部科学省科学技術・学術審議会の了「
総合研究所」として改組し，医 準備委員会を設置する。(97) 承を得た（平成16年8月 。）
学部，薬学部及び附属病院と連 ・和漢薬研究所を「和漢医薬学総合研究所」に改組するため設置準備委員会
携しつつ組織の強化を図るとと を設置し検討を行った。
もに,伝統医薬学領域で世界を 検討事項：研究所組織のあり方，教員組織，設置計画，関連施設等（薬
リードする研究の推進を図る。 効解析センター,民族薬物資料館等)の見直し 等

委員会開催状況 平成16年7月20日，9月21日，10月19日，12月21日

・国際的な共同研究の推進，拠点 ・日本学術振興会の拠点大学方式による学術交流事業（本学が日本側の拠点
） 。 。大学方式による交流事業を継続 大学 を継続推進している この事業による研究者の受入数は年間約30人

する。(98) ・共同研究等による本学への外国人研究者の平成15年度の来訪数は約150人で
あり，16年度はそれ以上の見込み
（今後の検討事項）

共同研究者の来訪の実態を大学全体としての把握
円借款事業における「中国内陸部，人材育成事業」の対応等

・国際共同研究リストを作成した （平成16年和漢薬研究所年報）。

・ 研究活動報告会(月１回開催)を行った。・２１世紀ＣＯＥプログラム「東 ２１世紀ＣＯＥプログラム
本報告会は，研究グループ毎に，事業推進担当者から現在の研究進捗洋の知に立脚した個の医療の創
状況について報告し，討議する。毎回出席者は事業推進担当者を中心生」の研究を推進する。(99)
に研究のフェロー及び 研究員ＲＡなど約50名。ＣＯＥ

・和漢薬研究所特別セミナー「和漢薬の薬理学的実証性研究の新展開ー
開催 ２１世紀ＣＯＥプ個の医療の創生をめざしてー」を， した（共催：

平成16年 。ログラム： 10月23日：富山県民会館）
・２１世紀ＣＯＥプログラム・国際シンポジウム「薬用資源の保全とそ
の有効利用」を開催した（平成16年 。12月4日：富山県民会館）
参加者約150名，招待講演:国外(中国,韓国,モンゴル)4名,国内2名

を行った 月21日,22日：富・第21回和漢医薬学会大会への支援 （平成16年8
山 。参加者637人）
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
３ その他の目標
（１）社会との連携，国際交流等に関する目標

1) 地域の医療機関や福祉施設と連携して地域社会に貢献する。
中

2) 地域・社会への知的サービスを充実させる。
期

3) 地域の産業界や自治体との連携，コンサルティング及び共同研究を推進する。
目

4) 外国人留学生・研究者の受入れ等国際的な相互交流・協力活動を推進
標

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

， 。（地域社会貢献） ・地域の医療機関等に，地域医療 地域医療連携室が中心となり 地域の医療機関等との情報連携を図っている
① 地域社会のニーズを調査し， 連携室が先端的学術情報を提供 ・地域連携研修会「周辺地域の開業医の先生方との勉強会及び情報交換会」
県，市及び地域の医療機関等と 共同研究の可能性を検討する。 第５回(平成16月6月28日) 精神科 地域医師22人，院内25人 計47人
連携して 地域社会に貢献する (100) 第６回(平成16年10月18日) 第２内科 地域医師28人，院内27人 計55人， 。

第７回(平成17年3月14日)脳外科 地域医師15人，院内20人 計35人
・セカンドオピニオン外来ワーキンググループ設置（平成16月10月28日 ，）
サブワーキングにおいて外来の運用の要項等，設置に向けて検討した。
（平成17年4月セカンドオピニオン外来を開設した ）。

・地域救急システムのネットワ－ ・富山医療圏の病院群二次輪番制に参加し，大学附属病院のもつ高度な医療
クの運営に参画する。(101) 資源を提供することで地域社会に貢献する。

1)救急専用病床の確保（平成16年6月1日に6床を確保）
2)富山県の要請を受け，富山医療圏病院群二次輪番制度に参加，地域への
貢献を開始。(平成16年6月1日）

・地域の災害時医療体制の構築に ・地域における災害医療体制の構築を大学の知的資産を活用し支援する。
貢献する。(102) 1)富山県救急・災害医療懇話会を開催（平成16年度2回開催）

（参加者総数120名（医師，看護師，救急救命士，一般市民等 ））
2)富山県庁との災害医療体制構築の共同作業を検討
「共同シミュレーションの開催の実現化 （平成17年2月開催）」

・地域医療連携室を中心として病 ・学外の委員（地域の医療機関等の病院長等）と本学医療従事者（医師，看
診連携を促進する。(103) 護部長等）との医療連携等のための地域医療連携室運営委員会を開催 （平。

成16年9月28日 「外部の委員からの医療情報等の要望検討，研修会等の検）
討等」

・地域連携研修会を開催
第５回（平成16年6月28日 「痴呆の診断と初期対応など」参加22病院）
第６回（平成16年10月18日 「抗不整脈薬の使用法など」参加27病院）

（ ）「 」第７回 平成17年3月14日 初診時見逃されたクモ膜下出血の３例など
参加15病院

・第１回院内地域連携研修会「地域医療連携の活動等」参加:医師,看護師等
(平成16年12月6日）

・福祉と連携した医療サ－ビスに ・学外の委員と本学医療従事者との医療連携等のための地域医療連携室運営
ついて検討する。(104) 委員会を開催 （平成16年9月28日 「外部の委員からの医療情報等の要望。 ）

検討，研修会等の検討等」
・富山県地域医療フォーラムの共催（平成16年11月6日）

(富山県，富山県医師会，富山地域医療研究会，富山医科薬科大学総合診
療部)

・第１３回寝たきり痴呆予防研究会を県内保健・医療・福祉機関と連携・地域の住民に対する保健活動を
して実施（平成17月2月19日看護学科（地域老人人看護学講座 ）推進する。(105) ）

・富山県民カレッジの健康関連のコ－スを担当し地域住民（富山市，高
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岡市）へ健康に関する講義を行う （平成16月6月17日,10月1日）。
「生活習慣病と漢方の力」講師：和漢薬研究所教員 ほか

・地域住民への健康講座において講演等を実施
立山町住民健康講座「守ってあげたいあなたのお肌」医学部教員（平
成17月3月17日)
その他多数の教員等が，大学教員（医師）等の専門的立場から，医

療・健康等に関し講義・講演等を行っている。
・看護部では，認定看護管理者研修会（平成16年6年11日主催：富山県看
護協会 ，訪問 看護師養成研修会（9月4日）等の講師として地域へ保）
健活動貢献（看護師延べ49人）

（社会サービス） ・社会貢献（知的サ－ビス）の窓 ・平成17年10月の３大学の再編・統合に向け，社会貢献窓口の一元化等具体
① 公開講座，リカレント教育コ 口を一元化する。(106) 的な事項について，機構・センター部会等（地域連携推進機構ＷＧ，生涯
ース，開放事業，高校生への講 学習部門分科会/地域づくり・文化支援・施設開放部門分科会）で検討を行
義等をより一層推進し，地域・ っている（分科会開催：平成16年10月25日，平成17年1月11日，3月4日 。）
社会に提供する知的サービスの
質と量を向上させる。

・公開講座「健やかに生きる」を ・大学開放事業として，公開講座を積極的に開催。
本学の主要な公開講座として継 開催講座「健やかに生きる （平成16年7月3日～7月24日毎土曜日）」
続して実施するとともに，積極 対象：一般社会人，受講者34人
的な広報を展開する。(107) 開催講座「富山県糖尿病ナース養成 （平成16年5月～7月 毎土,日曜日）」

対象：看護師，受講者42人
開催講座「感染症と院内感染 （平成16年8月1日）」

対象：臨床検査技師，医師等，受講者42人
開催講座「看護現場におけるｺﾝｻﾙﾃｰｼｮﾝ技術 （平成16年9月4日～12日）」

対象：県内の中堅看護師，受講者25人
その他開催事業として４講座等がある。

・大学等地域解放特別事業として 「富山発バイオサイエンス２１ （平成16， 」
年7月24日）対象：小・中・高校生，保護者 受講者60人

・実施要項，パンフレット，ポスターの送付先の新たな拡充（ＴＶ・新聞掲
載，近隣市町村の広報誌掲載等）による広報活動の展開

・県内図書館との間で図書館間ネ ・富山県内の大学・短大・高専図書館の相互協力に関して 「富山県図書館，
ットワ－クの構築について検討 協会大学・短大・高専部会」において検討（平成16年8月10日）
する。(108) 〈検討の結果〉

県内図書館間における相互協力の推進を図る。
便覧マニュアルを作成した。等

・富山県内の他の図書館との間のネットワーク構築について，附属図書館図
書館運営委員会で検討 （平成16年9月27日）。
〈検討結果〉

県内医療関係機関との相互協力について検討。医療関係学外者への
サービスを拡充することとなった。

・中学高校生を対象にした生命科 ・医学部看護学科入試懇談会において県内高等学校等訪問（出張授業）の拡
学に関する開放授業や県内高校 大強化等を検討。 （平成16年4月23日，5月11日）
への出張授業の拡大強化の可能 前年度より７校増の出張授業を実施した。
性を検討する。(109) ・医学部医学科においてスーパーサイエンス・ハイスクール事業を実施 （平。

成16年7月21日～23日） 対象：高校生 受講者15人
・医学部看護学科において「高校生のための医療学入門」実施 （平成16年。
8月2日～6日) 対象：高校生 受講者12人

・大学等地域解放特別事業として 「富山発バイオサイエンス２１ （平成16， 」
年7月24日）対象：小・中・高校生，保護者 受講者60人

，② 特色ある医療情報・技術の社 ・公開講座に本学の特色を反映さ ・東西医療学の講習コースの導入や薬物治療学の講習コースの導入について
会還元として，本学の特色ある せるために，東西医薬学の講習 生涯学習推進委員会において検討した（生涯学習推進委員会 平成17年1月
研究や東西医薬学の融合教育を コ－スの導入や薬物治療学の講 20 日開催 。）
通じて，医薬品を適正かつ総合 習コースの導入を検討する。 ・積極的な広報活動の拡充のため，ＴＶ及び新聞等によるＰＲを実施した。
的に使用できる知識や，先端の (110)
生命科学情報を，分かりやすく
社会に還元する。 ・公開講座の在り方と導入すべき ・公開講座に関し，多様化する社会的ニーズ，学外での実施及び内容や実施

講習コースを検討する。(111) 方法等について検討した（生涯学習推進委員会：平成17年1月20日開催 。）

③ 伝統医薬（和漢薬）の正しい ・全国の医学生・薬学生に伝統医 ・全国の医学生・薬学生を対象とした第９回和漢薬研究所夏期セミナーを実
理解と普及を図るための方策を 薬（和漢医薬）の公開研修会を 施した（平成16年8月9日～11日開催 。）
検討し，推進する。 実施する。(112) テーマ「ほんとうに効くのか？和漢薬！」

講義，特別講義「ここまでわかった和漢薬の効果 ，実習など」
参加者96人

・和漢薬研究所（薬効解析センタ ・民族薬物資料館の一般公開を実施した（平成16年10月30日 。）
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ー）主催「民族薬物資料館の一 （薬効解析センター運営委員会（平成16年6月30日開催）で実施を検討 ）。
般公開」を実施する。(113) 対象：一般市民等 見学開始：５回（10時,11時,14時,15時,16時）

見学者48人
「 」見学の他学外講師の講演 漢方薬の効き方を科学する;クスリとリスク

講演会参加者40人

（ ） 。・富山県薬業連合会と連携して配 ・富山県薬業連合会と連携して配置販売員 売薬さん の研修会を実施した
置販売員（売薬さん）の研修会 （平成16年8月18日:150名参加,10月15日：40名参加,1月19日：100名参加）
を実施する。(114) ・さらに，富山県内医薬品企業が主催する研修会に講師として招かれた。

（11月26日，1月13日，1月20日に開催，３日間延べ参加者約350名）

・インターネット上で公開する ・富山医科薬科大学和漢薬研究所薬効解析センター民族薬物資料館に保存・
「和漢薬Ｑ＆Ａ」のデータベー 展示されている世界各国の伝統医学で用いられている生薬約20,000点につ
スの構築に着手する。(115) いて，生薬本体と原植物の画像データ，生薬名，原植物名，原植物科名，

薬用部位，産地情報，入手先情報等の文字データをデータベースとして収
録，更新している。

・インターネット上で公開する「和漢薬Ｑ＆Ａ」のデータベースの構築に着
手し，情報蒐集と整理を行った。

・研究業績を講座毎に掲載した「平成16年全学研究活動一覧」について④ 学術情報を容易に入手できる ・全学研究活動一覧の発行を継続
環境を提供し，社会貢献を推進 する。(116) （平成16年編集方針等を検討し，発行した （研究活動一覧編集委員会。
する。 12月6日,平成17年2月3日開催 （平成17年2月22））附属図書館運営委員会

日開催）

・シラバスの電子化を図り本学ホームページで公開する等の検討を開始・電子媒体による本学の教育研究
（ ， ，活動に関する情報公開のための した 各教務委員会：医学部医学科平成17年2月7日 看護学科2月8日

薬学部2月8日，学科目2月8日 。今後，再編・統合後の情報提供等も含基盤整備を検討する。(117) ）
め検討する。

・平成15年度において，｢大学マネジメント情報ワーキンググループ｣で大学
マネジメント情報のあり方，マネジメント情報分析室の設置及びデータ収
集・管理等について検討を行った(平成15年7月～17年3月 ５回開催 。）
平成16年4月，要項の制定，ワーキンググループ会議及びマネジメント情

報分析室を設置し，マネジメント情報に関する対応を開始した。
研究者個人の「研究に関する基礎的データ」を収集・蓄積する方策，デ

ータベース等について，同会議で検討した（平成16年6月3日 。）
・３大学の再編・統合後のデータの取扱い等について検討

富山大学で実施している教員個人データ収集・蓄積についての共同利用
について調査した（平成16年6月15日 。）
富山大学における教員個人データベース作成・運用等を視察・調査，打

合せ（平成16年7月28日 。今後，３大学再編・統合後のデータベースの重）
複，経費削減等を考慮して，富山大学との一元化を図る方向で検討。

・本学ホームページで公開する情報（学部の講座等の教育研究活動等紹介）
について要項を作成。

⑤ 教育研究活動の積極的な広報 ・広報活動を行うための体制を見 ・本学の広報活動を積極的に行うため，広報委員会を設置し，全学的な広報
活動を行う。 直す。(118) 体制を整備した。

1)広報委員会規程制定（平成16年9月17日）
構成：理事（広報担当 ，各学部・和漢薬研究所・学科目・附属病院）

運営会議から各１人
2)広報委員会開催（平成17年2月10日）
広報誌等の編集方針，ホームページの編集及び管理，報道対応等を検討

（地域・産学官連携） ・自治体の審議会や施策遂行に関 ・自治体に関与している教員等を把握するため，兼業リストによる自治体等
① 県の審議会等に積極的に参加 っている人材の把握を行う。 の委員会委員等の調査を行った（16年10月 。今後，これらを基に地域と）
し，地域の発展基盤を支える。 (119) の関わり等について産学官連携推進会議において検討する。

② 薬業界，県，大学が有機的に ・フォ－ラム富山「創薬」を継続 ・産学官（地域の薬業界，製薬企業，大学，県の関連機関）が連携し組織化
連携し，創薬研究を促進するた し内容の充実を図る。(120) したフォ－ラム富山「創薬」の活動を継続し，充実させる。
めに，フォーラム富山「創薬」 〈フォーラム富山「創薬」研究会の平成16年度開催状況〉
を定期的に開催する。 第13回（平成16年5月20日）

テーマ「テーラーメード医療と創薬・育薬 ，一般講演，特別講演」
（ ， ， ）参加者約140人 大学・製薬会社の研究者 医療関係者 県関係者等

第14回（平成16年9月28日）
テーマ「小児の難病と創薬への期待 ，一般講演，特別講演ほか」
参加者約90人

第15回（平成17年2月3日）
テーマ「小児の難病と創薬への期待 ，一般講演，特別講演ほか」
参加者約75人
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③ 研究成果を活かした，地元企 ・地域連携（共同研究）の情報発 ・産学官連携に関する組織及び担当業務等を明確化するため，規程等を制定
業等へのコンサルティング，共 信の仕組みを構築する担当部門 するとともに，産学官連携推進会議（16年6月1日 ，産学官連携室及び知）
同研究を推進する。 を明確にし，産学連携の一層の 的財産本部等を設置した（16年7月1日 。）

推進を図る。 (121) ・産学官連携推進会議規則，産学官連携室規程，知的財産本部規程等を整備
した。

（国際学術交流） ・外国人留学生用宿舎の不足に関 ・外国人研究者の宿舎不足の対策として，看護師宿舎への入居を今年度試行
① 外国人留学生・研究者の受入 する対策の検討を開始する。 的に実施した。
れ及び外国人留学生の生活相談 (122) ・国際交流委員会留学生専門部会において，国際交流会館入居者の選考を行
・生活支援体制の充実を図る。 い，外国人留学生等19件の入居（単身室14，夫婦室1，家族室4）を決定し

た（平成17年2月21日 。）

・私費留学生に対する奨学資金の ・私費留学生の奨学資金及び民間ベ-スの奨学金の情報等に関し,新たな情報
種類，応募期間，資格等に関す がないかインタ-ネット等により調査し，一覧表にまとめて当該講座等へ情
る情報提供を一層推進する。 報を提供している。

(123)

② 本学からの派遣事業を推進 ・本学から学部学生や大学院生を ・国際交流委員会留学生専門部会等において，学部学生のスタディ・ツア－
し，国際的教育研究協力の充実 海外の大学等へ派遣する事業に 及び薬学部が実施している南カリフォルニア大学との学生相互派遣事業等
を図る。 ついて留学生委員会及び国際交 について検討し，実施することとなった。

流委員会において，南カリフォ ・海外派遣を希望する学生への広報については，国際交流委員会で設置に向
ルニア大学との学生相互派遣事 け検討を行っている「国際交流室」において，海外留学に関する情報を集
業，学部学生のスタディ・ツア 約し，学生に情報を提供することなどが検討された。
ー，海外派遣を希望する学生へ
の広報活動の推進について検討
する。(124)

・派遣学生や研究者への実際的な ・一貫教育協議会の語学教育ワーキンググループで，海外への語学研修プロ
語学教育や人間関係の構築等の グラムの検討を開始した。ワーキンググループ会議を3回実施し，複数校の
教育について検討する。(125) プログラムの検討を行っている。

・教養教育において，人間関係構築のための視点を取り入れた授業（ 異文「
化理解」等）を実施するとともに，これらの授業のクラス編成，授業内容
の充実等について検討した。

「 」，「 」，「 」 ，検討事項： 保険と福祉 ジェンダー論 異文化理解 等の授業で
コミュニケーション，人間関係の摩擦などを取上げた。
授業でのディスカッションなどを重視。 など

・学術交流協定校との学術シンポ ・日本，中国，韓国の学術シンポジウムの開催に向けて，学術交流協定校で
ジウムの開催援助等について検 ある韓国の大邱韓医大学校と実務者協議を行った。協議の結果，韓国，中
討する。(126) 国，日本の順に毎年シンポジウムを開催することとなった（平成17年1月17

日 。）
・21世紀COEの基盤研究拠点確立の目的で開催された「21世紀COE国際シンポ
ジウム─薬用資源の保全とその有効利用─」において，学術交流協定校か
らの講師を招聘した。

・国際交流委員会において，学術交流協定校との学術シンポジウムの開催援
助等について検討，実施した。

・海外派遣を援助するための資金 ・国際交流基金による援助事業として，国際交流委員会において研究者の派
の調達について対策を検討す 遣を検討し，研究者の派遣を実施した（平成16年7月1日委員会 。）
る。(127) 派遣先 米国１人，中国１人

③ 外国人留学生に対して，専門 ・外国人留学生に対して，専門日 ・医学系，薬学系の大学院の授業として，中級以上の日本語クラスで専門日
日本語への移行を意識した日本 本語への移行を意識した日本語 本語への移行を意識した日本語教育を実施した。
語・日本事情教育を充実する。 ・日本事情教育の充実について検 1）大学院の３レベル４クラスで実施（週４コマ，30週）

討する。(128) 2) 専門への移行のためのショートプログラムを実施(９月末８コマ）
今後，初級クラスにも専門への移行を意識した教材を開発し，授業に取

り入れていく。
・専門日本語について，日本語担当教員によるプロジェクト（語彙研究プロ
ジェクト，教材開発プロジェクト）を立ち上げ，教材開発と基礎研究を実
施した。
1）薬学日本語の語彙研究，初級からの専門を意識した教材開発等
2) 語彙研究プロジェクトと教材開発プロジェクトが，隔月に研究会を開
催

今後，専門日本語研究の成果を活用し，授業へフィードバックしていく。

④ 外国人留学生及び外国人客員 ・外国人留学生用の奨学金，宿舎 ・国際交流委員会留学生専門部会において，外国人留学生への奨学資金援助
研究員の増加を図る。 等の充実について検討する。 について検討し，８人を採択した。

(129) ・私費留学生の奨学資金及び民間ベ-スの奨学金の情報等に関し,新たな情報
がないかインタ-ネット等により調査し，一覧表にまとめて当該講座等へ情
報を提供している。
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・外国人研究者の宿舎不足の対策として，看護師宿舎への入居を今年度試行
的に実施した。

・国際交流委員会留学生専門部会において，国際交流会館入居者の選考を行
い，外国人留学生等19件（入居希望者全員 （単身室14，夫婦室1，家族室）
4）を決定した（平成17年2月21日 。）

⑤ 本学と諸外国の大学との橋渡 ・帰国した留学生，研究員との ・外国人客員研究員や外国人留学生の帰国時の書類等に帰国後のe-mailアド
しをする人材の育成を図る。こ によるネットワークを レス記入欄を設け，国際交流ネットワークの構築を実施している。ｅ-mail
のため，帰国後の外国人留学生 構築する。(130)
及び外国人客員研究員とのネッ
トワークの形成・情報交換を促
進する。

・本学における国際交流の発展・充実を図るため，国際交流委員会及び⑥ 国際的な交流・連携・協力活 ・国際交流委員会及び留学生委員
留学生委員会のあり方 組織及び審議事項等について検討を行った 平動を推進するための制度的及び 会の機能的役割を再検討する。 ， （
成16年5月 。資金的な基盤を整備する。 (131) ）
（検討結果）

両委員会の組織を統合し「国際交流委員会」とし，委員会の中
「 」，「 」に新たに専門部会として 学術交流専門部会 留学生専門部会

を置く。これにより，学術交流及び留学生交流等の連絡調整等も
含め更なる充実を図る（国際交流委員会：平成16年7月 。）

・規程等の整備
国際交流委員会規程制定（平成16年10月1日）

（平成16年10月1日）国際交流委員会専門部会細則制定

・国際交流基金の活用について国際交流委員会で検討し，学生の学術交・国際交流基金（資金）の活用や
流の補助及び研究者の派遣を実施した。受入れ促進の方策等について検

討する。(132)

・国際交流基金による事業として，大学間学術交流協定機関から研究者⑦ 国際的な共同研究を推進す ・海外の学術交流協定校との共同
を招聘し，共同研究を実施した。る。 研究を推進する。(133)
（中国4人：瀋陽薬科大学，中日友好医院，中国中医研究院，北京大

学医学）
・和漢薬研究所は，北京大学医学部薬学院（中国）と「薬用資源の保全及び
有効利用の研究」などで相互に共同研究拠点の設置について検討し,平成17
年2月に設置した （平成17年2月25日北京大学にて協定締結）。

平成16年度の交流（受入）実績 平成16年12月～ 3人

・拠点大学交流事業によるタイ国 ・拠点大学交流事業として，平成16年度において実施した研究者の受入れ及
立大学研究者との共同研究を推 び派遣状況等は次のとおり。
進する。(134) 受入研究者31人（本学12人 ，派遣研究者25人（本学7人））

本学の教員が研究代表者となっている共同研究(6課題のうち2課題)
1)アレルギー性疾患及び癌の予防や浸潤・転移を抑制する天然薬物の研究
2)エイズや肝炎（肝障害を含む）に有効な天然薬物の研究

・海外との共同研究について検討するため，日本学術振興会，国際協力・海外との共同研究に関して公的
機構，国際協力銀行等による海外との共同研究に係る事業について，資金の導入について検討する。

， 。（ ）(135) 情報を収集し 共同研究等委員会において検討した 平成17年2月1日

・平成16年3月に本学の海外ブランチ設置計画の打診と研究者交流，共同⑧ 国際伝統医薬共同研究センタ ・中国に本学の海外ブランチを設
研究の推進のため瀋陽薬科大学 遼寧中医学院に3人の教授 (研究所 2,ー海外ブランチの構築を通し 置し，今後の学生及び研究者交 ，
薬学部 1) が派遣された。て，学生交流，研究者の交流を 流や伝統医薬に関する共同研究

・平成16年9月に和漢薬研究所長が遼寧中医学院を訪問し，部局間交流協行い，伝統医薬研究の充実を図 について中国側の大学と協議を
定を締結した。る。 開始する。(136)

・ 北京大学医学部薬学院（中国）と「薬用資源の保全及び有効利用の研究」
などで相互に共同研究拠点の設置について検討し，平成17年2月に設置した
（平成17年2月25日北京大学にて協定締結 。）

平成16年度の交流（受入）実績 平成16年12月～3人

⑨ 国際的な伝統医薬シンポジウ ・海外の学術交流協定校と「国際 ・ 第１０回国際伝統医薬シンポジウム・富山 （平成17年7月開催・隔年開「 」
ムの推進を図る。 学術シンポジウム」の開催のた 催）を和漢薬研究所教授会で決定した（平成16年9月21日教授会 。）

・平成16年10月に大学間交流協定を締結した韓国大邱韓医大学校と，平めの協議を行う。(137)
成17年4月に共同シンポジウムの開催を計画している。
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上
３ その他の目標
（２）附属病院に関する目標

（基本的な理念）
1) 地域の中核病院として，専門性と総合性を併せ持つ質の高い医療を提供する。
2) 将来の医療と医学発展を担う医療人を育成する。
3) 臨床医学発展の推進と医療技術水準の向上に貢献する。
4) 良質で健全な病院経営，運営を行う。中

（目標）期
1) 多様な患者ニーズに答えることのできる専門的かつ高度高品質の医療を提供する地域中核病院
を目指す。目

2) 医療における総合性と継続性を重視し，安全・危機管理体制の充実を図る。
3) 地域医療機関との連携及び地域医療への貢献を推進し，プライマリ・ケア診療の充実を図る。標
4) 医学研究の推進による専門医療（臓器・系統別）の高度化と先進的臨床医療の実施，充実を図
る。

5) 病院運営，経営に関わるマネジメント改革を推進する。
6) 卒前・卒後の医師及びコ・メディカル教育の充実を図る。
7) 国際的に開かれた大学附属病院を目指し，国際化の促進を図る。

中期計画 年度計画 計画の進行状況等

（医療サービスの向上） ・病院再整備の策定案をさらに時 ・病院再整備計画の策定案を見直すために，施設マネジメント委員会の下部
① 国の財政措置の状況を踏ま 代にあったものとして見直し， 組織として，病院再整備推進委員会を設置した （病院運営会議平成16年。
え，附属病院再整備の推進を図 積極的に再整備を推進する。 9月15日）今後，既存の整備計画（平成14年度版）を時代にあった再整備
る。 (138) 計画として見直し 「策定案」を作成する。，

・病院再整備推進委員会にワーキンググループを設置した。
（ ）平成16年11月8日

・診療環境の充実及びアメニティの向上等について検討した。

・老朽化対策に関わる緊急度調査 ・老朽化対策に関わる附属病院の点検を実施した。
を行う。(139) 外来棟を点検（平成16年7月20日，7月21日）

中央診療棟を点検（平成16年11月10日)
・老朽度調査の実施（平成16年10月12日～15日）

部位別調査（建築・電気及び機械の建物15部位について経過年数，仕
様水準，安全性，劣化現象，機能性を評価)

調査項目：屋上，外壁，内装，電気・機械設備等
調査員 ：施設課職員
調査結果：10,000点の内の6,000点，調査結果に基づいて改善計画を立

て，可能なものは部分的に改善。
・現地調査結果を施設マネジメント委員会（全学）へ付議し，必要な修繕等
の措置を行った （委員会平成17年1月27日開催）。

② 附属病院の環境改善と患者へ ・患者や家族のアメニティーを考 ・外来見直しワーキンググループを設置し，総合診療部・神経内科診察室，
の医療サービスの向上を図る。 慮した病棟や病院内の諸設備の 外来化学療法センターの確保を検討した。

在り方について検討を開始す ワーキンググループ（平成16年7月29日，平成17年2月2日 ，サブワー）
る。(140) キンググループ（2回開催)し検討。総合診療部・神経内科診察室の診療室

等診療スペースを確保。また，外来化学療法センターのスペース確保につ
いては検討を継続。

・外来患者及び退院患者への満足度調査結果を基に，満足度の低かった事項
及び早急に改善可能なものについては改善に着手している。
〈満足度調査〉

対象：外来患者 平成16年2月20日(金)，23日(月）
回収率：80.7％（回答数841/配布数1,042)
満足度の低かった事項：待ち時間，駐車場，交通の便，トイレなど
調査結果はホームページ，院内掲示等で公表
対象：退院患者 平成16年2月21日(土)～27日(金）
回収率：65.4％（回答数70/配布数1,042)
満足度の低い事項：トイレ，料理のメニュー・食事，洗面所など
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調査結果はホームページ，院内掲示等で公表
平成16年度の満足度調査は，外来患者が平成17年1月21日，退院患者が
1月17日～2月11日に実施した。同調査は，全国国立大学附属病院共通ア
ンケートとなったため，調査結果は７月上旬頃公表予定。

， 。・患者満足度調査結果を基に 病棟ﾄｲﾚの洋式ﾄｲﾚへの全面改装等を実施した
， 。７月14日より病棟ﾄｲﾚの全面改装開始 11月25日より使用可能となった

・患者相談窓口の充実を図り，セ ・ ワーキンググループ及びサブワセカンド・オピニオン外来設置に向けて，
カンド・オピニオン外来設置に ーキンググループを設置(平成16年10月20日)し，本院の実情をアンケート
ついて，検討を始める。(141) 調査する等，検討を行い，セカンド・オピニオン外来の設置案を策定。

(平成16年10月28日，平成17年2月7日)
・平成17年2月16日に，附属病院運営会議にて同外来の設置を承認した。
・平成17年4月からセカンド・オピニオン外来を設置

， ，・病院内を完全禁煙とし，徹底す ・冬期間のみ院内喫煙コーナーでの喫煙可としていたが 平成16年4月から
る。(142) 屋外に車椅子も利用できる喫煙室を設置したため，完全禁煙を実施した。

③ 附属病院の診療体制を再構築 ・総合診療部と救急部によるプラ ・病床運用委員会において，病棟ベッドの有効利用のために，病床利用の見
し，より高度高品質の医療提供 イマリ・ケア診療体制の整備を 直しを行った。
を図る。 進める。(143) 〈見直し事項〉

平成16年5月13日から病床運用委員会で検討を重ね，第1外科，眼科，
和漢診療病床を減じ，6月1日より救急時対応のための外科系，内科系共
通病床と小児無菌治療室に当てた。これにより，救急時対応のための外
科系，内科系共通病床を確保できた。
有効利用が図られ，10月下旬より病床稼働率が向上した。

， ，・外来スペースワーキンググループにおいて 平成16年7月29日から検討し
総合診療部の診療スペースの確保を行った。

総合診療部の改装竣工（平成17年1月25日 ，総合診療部の診察室移）
転，平成17年2月から移転先での診療を開始した。

・臓器別診療体制の整備を推進す ・臓器別診療体制の整備の一貫として，神経内科の診療科の設置に向け，神
る。(144) 経内科教授の選考を実施。公募を8月に開始し,3月に選考を終了した。

・外来スペースワーキンググループにおいて検討し，神経内科の診療スペー
スの確保を行った （平成17年度に附属病院神経内科を開設）。

・チーム医療体制を整備する。 ・病院感染対策チーム（HICT：Hospital Infection Control Team）による
(145) 医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師連携の院内感染対策を推進した。

（実施状況等）
・月1回のHICT開催
・病院感染対策マニュアルの見直し（平成16年12月一部改訂）
・病院感染対策向上のための各部門巡視・教育
・経費削減に向けた新たな感染性廃棄物処理の実施(平成16年6月9日
開始）

（効果等）
・院内MRSA検出率の低下を目指す
・血流感染の防止のための啓発・監視
・感染性廃棄物の減量のための啓発・監視

平成16年度末まで対前年比で約20％の減量実施
（120t→95.7ｔ）

（ ） ， ， ， ，・栄養サポートチーム NST による医師 看護師 臨床検査技師 薬剤師
管理栄養士連携の患者栄養管理評価・管理を進めた。
（実施状況等）

・週1回の回診
・月1回の勉強会

（効果等）
。・13診療科からの栄養管理依頼あり,栄養療法に対する関心が高まった

・統一された栄養治療方針の作成
・院内全体の栄養管理強化，迅速な対応活動の評価，成果を監視

・褥瘡予防対策チームによる医師，看護師，管理栄養士，医事課職員連携の
褥瘡予防対策を推進した。

（実施状況等）
・副病院長の参画によるチーム組織の充実（平成17年2月）
・褥瘡対策マニュアルの見直し（栄養療法の強化，平成17年1月）
・治療困難患者の月1回の回診
・看護部主催の院内褥瘡勉強会への参加

（効果等）
・定期的回診による活動内容の浸透化
・入院中の褥瘡患者への褥瘡外来受診の推進
・褥瘡予防の体圧分散マットの整備（平成17年3月）
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・外来腫瘍化学療法などの特殊外 ・外来腫瘍化学療法などの特殊外来診療の強化と効率化のための各科統一，
来診療の強化と効率化につい 一元化を目指し，外来化学療法センターのスペース確保を検討した。
て，各科，診療支援部門及び看 （検討状況）
護部からなる組織において検討 外来見直しワーキンググループで数回にわたり検討，素案を作成，最
する。(146) 終決定を外来化学療法ワーキンググループに委託し，平成17年度におい

てセンター化を目指す。

④ 地域の救急体制の中核病院と ・病院内での救急入院時の病棟で ・救急患者入院用の病床を確保した （平成16年6月1日）。
して，救急部診療体制の整備及 の受入れ態勢の整備を行う。2 病床運用委員会において，病棟ベッドの有効利用のために，病床利用の
び充実を図る。 次救急病院群輪番制に参加し， 見直しを行い，6月1日より救急時対応のための外科系，内科系共通病床と

救命救急センター開設に向けた 小児無菌治療室における病床を確保した。
ワーキンググループを設置す ・富山県の要請を受け，富山医療圏病院群二次輪番制度に参加した。(平成
る （147) 16年6月1日）。

・救命救急センター開設に向けたワーキンググループを設置し，検討 （平。
成16年9月15日）

・富山県医療審議会救急医療部会において，救命救急センター設置を推進す
るための具体的検討.

・日本救急医学会に救急科専門医 ・日本救急医学会の救急科専門医指定施設の認定を受けた。
指定施設として申請し認定を得 （平成16年6月11日申請，日本救急医学会総会にて正式承認）
る。 (148) 認定期間3年（平成17年1月1日～平成19年12月31日）

・重症救急患者の治療を行う集中 ・日本集中治療医学会の集中治療専門医研修施設として申請し，認定を受け
治療室を，日本集中治療医学会 た。
研修施設として申請し認定を得 平成16年7月5日申請書類提出, 8月18日書類審査合格,10月5日認定に関
る。(149) わる実地審査

認定期間5年（平成17年4月1日～平成22年3月31日）

⑤ 多元的な外部評価の導入を推 ・平成15年度に受けた日本医療機 ・平成15年度に病院機能評価の更新受審の結果，改善指摘事項の条件付き認
進する。 能評価機構の再評価を受け，平 定に伴い，平成16年度にその指摘事項の改善を行い，平成17年1月31日に

成16年度内に指摘された項目の 確認審査を受審した結果，次のとおり認定された。
改善を図り，5年間の認定を目 ・通知日：平成17年2月21日
指す。(150) ・認定日：平成16年2月15日

・期 間：平成16年2月15日～平成21年2月14日

・治療成績・専門医・紹介率など ・治療成績・専門医・紹介率など病院情報の積極的な開示を検討
病院情報の積極的な開示を検討 1)厚生労働省が認めた「広告が可能な専門医資格」について
し，患者の評価・選択が容易に ・平成16年8月26日現在で実人数127人，延人数237人を公開（院内掲
なるように努力する。(151) 示）

・大学及び病院の両ホームページで公開（9月）
・患者向け広報紙「ベッドサイドかわら版」に掲載（8月）
・地域医療機関向け広報誌「診療案内」及び「病院だより」に掲載

（平成16年11月発行）
2)治療成績等について
・手術件数一覧表を院内掲示（平成16年4月）
・医療研修推進財団ＨＰ(臨床研修病院ガイドブック2005版）に，本

， ， ， ，院の診療科医師数 1日平均入外患者数 平均在院日数 分娩件数
救急医療の実績等を公開（平成16年6月）

⑥ 各部門・診療科の評価基準を ・病院管理会計システムを導入し ・病院管理会計システムを導入し，各部門，診療科の診療実績等を把握し経
作成し，その評価結果を人員配 て各部門・診療科の診療実績を 営面から客観的に評価をした。
置や予算配分に活用する。 経営面から客観的に評価する。 （今後の対応）

(152) 評価基準を基に，部門別原価計算表に照らし，各部門の評価を行う。
・評価基準の作成
・病院管理会計システムの稼動
・請求ベースデータによる暫定的な部門評価

・評価に応じた人的資源・予算配 ・評価に応じた人的資源の配賦を検討
分の基準を検討する。(153) 請求ベースデータによる暫定的な部門評価に基づく人的資源の配賦を検

討開始。

（管理体制） ・附属病院における「医療の質の ・カルテの電子化・共通化の実施のため，必要な整備，実施を行う。
① 診療録（カルテ ，看護記録 向上」と「安全管理」を一層充 1)電子カルテの適正な運用のため，システムに関わる必要な修正,見直）
等の情報化と共有化を推進す 実するために，カルテ，看護記 し
る。 録，医事会計記録等の電子化と 2)平成16年１月から導入した電子カルテについて，摘要項目の拡大

共通化を積極的に推進する。 3)医師看護師記録の共通化，他医療情報部の運用実績状況
(154) 4)医療の質と安全性の保持，向上のため，運用指針の策定・改正及び啓

発活動
5)学生の臨床研修における電子カルテへのアクセスや個人情報守秘義務
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に関するガイドラインを検討
・医事会計システムとの共有化：導入後の適応拡大と問題点の改善

， 。摘要項目・運用範囲は着実に進捗し 共通化による成果も得られている
今後問題点を改善しつつ，推進する。

・電子カルテの適正な運用のた ・電子カルテの適正な運用等を図るため，問題点等に関する検討を行ってい
め，システムに関する必要な修 る。
正，見直しを行う。(155) （検討事項，改善事項）

医療安全管理室アンケート調査等により，ニーズ及び満足度の情報の収
集を行った （平成16年9月）このアンケート結果を踏まえ，病院全職種。
を対象に検討会を実施した（平成16年12月2日，平成17年2月28日 。）
今後，更に改善を図って行く。

・医療の質と安全性の保持，向上 ・医療安全管理指針及び医療安全管理マニュアルの改正を行った（平成16年
のため，運用指針の策定・改正 4月 。）
及び啓発活動を行う。(156) 医療の質と安全性の保持のため，平成16年１月から電子カルテを導入し

た。指針に基づいた電子カルテの適正運用を図るため，学生，研修医，看
護師及び医師等に対する啓発活動を行っている。
学生・研修医・指導医に対する説明会を実施（説明会 学生10月6日,11

， （ ） ， （ ） ， ，）月17日 新人 研修医 4月5日 新人 看護師 4月23日 医師10月25日
医師及び看護師等による研修会を実施し，医療の質，安全性に関する問題
点を集約・分析し，電子カルテの改正等に反映させる（研修会平成16年12
月2日開催 。）
その他に 「医療保険と医療事故」の研修医セミナー，イブニングセミ，

ナー（平成17年2月17日）など，また，看護師及び医師等の研究会，研修
会等を多数実施している。

② 病院情報の公開推進と情報管 ・地域と国民に支えられる附属病 ・診療情報公開に係わるワーキンググループの設置とガイドラインの充実
理体制の整備を図る。 院となるため，診療に係る情報 電子カルテに係わる個人情報保護のため 「個人情報保護検討ＷＧを，

を公表・公開する。(157) 設置 （平成17年1月19日）し検討した（平成17年1月27日，3月8日 。」 ）
その結果，個人情報の保護にかかる基本方針，院内規程，規程運用指

針及び患者案内を策定した（平成17年3月16日病院運営会議 。）
・診療に関わる情報を公表するため，病院長提言による診療情報ホームペー
ジを充実した（平成16年8月病院運営会議 。）

・先進医療，問題事例のマスコミ，関係機関への積極的情報公表及び報告。
・地域医療機関への医療情報の提供として「病院だより ，外来患者及び」
入院患者への広報誌として「院内かわら版」を発行している。

・医療人として遵守すべき社会倫 ・診療情報公開に関する運用指針等の充実を図った。
理のガイドラインを整備し，学 １）医療事故，問題事例発生時の情報公開に係わる運用指針を改訂（平成
内外に公表・公開する。(158) 16年6月）

２）患者権利の宣言を院内表示とホームページに掲載，学内啓発のための
研修・講演会開催（平成16年11月11日，平成17年3月24日）

・情報公開の具体的運用体制について，現状を分析し，適切な運用方法を検
討。

③ 医療安全管理委員会及び医療 ・医療安全管理に係る院内体制， ・医療現場で適正な連携が図られているか，連携確立のためのシステムの構
安全管理室においてインシデン 特に各科での医師とコ・メディ 築と運用及び連携強化に向けた問題検討と対策等を行っている。
ト・医療事故等の把握，調査を カル間での緊密な連携を図る。 １）関連委員会の定期開催と連携強化
行い，再発防止を図る。 (159) 安全管理委員会（月1回開催 ，安全管理室会議（月1回開催）にお）

いて，報告事項及び問題事例を検討。
リスクマネージャー全体会議において医療問題対策の徹底と職員間
連携の強化を図っている （平成16年5月10日，9月1日，12月2日，。
平成17年2月24日）

・医療安全管理室メンバーを見直し，安全体制を強化した。
栄養管理室及び病理部の参画。

・医療事故防止対策マニュアルの一部改訂（平成16年6月 ，ポケット版の）
改訂と配付（平成16年6月 。）

・改訂周知のための情報提供及び啓発活動
， （ ，RM(リスクマネージャー)レター発行 講演会の開催 平成16年11月11日

平成17年3月24日)。
院内各部署での医師・コメディカル合同検討会を実施。

・研修会の一層の充実と，現場職 ・現場職員参加型の事例研究会等を開催し，問題解決への積極的な取り組み
員参加型の事例検討会，治療手 を行っており，臨床現場の成果に反映させている。
技検討会を開催する。(160) 事例検討会開催（平成16年5月10日，7月5日，9月1日，12月2日，平成17

年2月24日）
参加約300名， 事例2件の提示と討論実施（平成16年5月，9月）

・問題課題解決の対策として，ワーキンググループを設置
治療手技，器材，関連書類に関する院内統一規定を策定
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院内体制（救急・当直など）の問題点抽出と対策案を検討
・内部チェック，相互チェックを実施

内部チェック（平成16年9月13～27日 ，大学間相互チェック(平成16年）
10月21日）の実施

・治療手技に係わる研修・講演会を開催
・医療監視（平成16年7月13日）の指摘事項に対する改善を実施

（プライマリ・ケア） ・疾患治療についての講習及び連 ・地域医療機関等との疾患や症例についての連携研修及び各診療部門の医療
① 地域医療機関との連携及び地 携症例についての研修会を開催 に係る知識・手法等を積極的に還元している。
域医療への貢献を推進し，総合 し，地域医療機関との連携を強 地域医療連携研修会の開催状況
診療部の整備等プライマリ・ケ 化する。(161) 地域医療連携研修会 第５回精神科（地域医師２２人，院内２５人(平成
ア診療の充実を図る。 16年6月開催 ，第６回第２内科（地域医師２８人，院内２７人）(平成）

16年10月開催 ，第７回脳神経外科(地域医師１５人，院内２０人）(平）
成17年3月開催）,外部からの意見等を得ている。

・附属病院地域医療連携室においては，基幹病院や療養型病院への紹介・逆
紹介，福祉施設，訪問看護への連絡調整等を行っている。

・地域医療連携室の活動状況
外来・入院患者の連携回数の増加
地域医療フォーラムの立ち上げ，年３回開催。今後更に内容を充実。

・逆紹介の向上に向けた取り組み
逆紹介の向上に向けた検討状況
地域連携室委員会の開催
地域医療連携室委員会の開催と，向けた検討の続行

・総合診療部の整備を行い，プラ ・総合診療部診察室を平成17年1月に改修するなど，総合診療部の診療体制
イマリ・ケア診療の充実を図 を充実させた。
る。(162) ・総合診療部においては，内科系初診外来，救急当直を実施。地域中核病院

とのプライマリ・ケア連携勉強会を開催している。また，地域医療フォー
ラムの設立（平成16年10月2日 ，地域医療ネットワークの構築を検討し）
ている。

（先端的医療） ・高度先進医療，臓器移植等，先 ・高度先進医療，臓器移植等先端的医療における臨床活動を行う。
①移植医療などの高度先進医療を 端的医療の症例実績を蓄積す 高度先進医療の実績： 承認：3件，実施0件］［
実践するための施設整備を図 る。(163) 先端的医療の実績
る。 ・健康保険法指定の高度医療技術：実施件数 25件，取扱患者数585人

・本院独自の高度医療技術 ：実施件数 48件，取扱患者数1,332人

・先端的医療導入のための専門委 ・先端医療実現の有用性について，人的パワー及び費用対効果の点からの検
員会の設置を検討する。(164) 討。

・先端的医療センターの対応については，副病院長会議で設置の具体策
を検討。

・高度先進医療の新規申請を啓発 （年3～4回）。

② 先進的臨床医療に関する企画 ・先端的医療実践の際，治験参加 ・先端医療，治験が適正な体制で運用されている等体制整備と運用内容の充
運用体制の構築，整備を図る。 者の安全性確保のための監視体 実を検討。治験管理センターの定員１人を増加した。地域（県内の中核医

制を強化する。(165) 療機関）治験ネットワーク体制を構築。センター活動が定着し，実施状況
の改善・拡大などの成果が得られている。

・治験参加者の安全性確保のための監視体制を充実，講習会，勉強会及び研
修会の開催，広報活動（センターニュースの発行等）を充実。
監視体制の充実と指針策定，啓蒙活動の実践状況

・産学官でのフォーラム富山「創 ・産学官（地域の薬業界，製薬企業，大学，県の関連機関）が連携し組織化
薬」の充実を図り，産学官連携 したフォ－ラム富山「創薬」の活動を継続し，実施。
のための学外からのコーディネ 〈フォーラム富山「創薬」研究会の平成16年度開催状況〉
ーターの配置を検討する (166) 第13回（平成16年5月20日）。

テーマ「テーラーメード医療と創薬・育薬 ，一般講演，特別講演」
（ ， ， ）参加者約140人 大学・製薬会社の研究者 医療関係者 県関係者等

第14回（平成16年9月28日）
テーマ「小児の難病と創薬への期待 ，一般講演，特別講演ほか」
参加者約90人

第15回（平成17年2月3日）
テーマ「小児の難病と創薬への期待 ，一般講演，特別講演ほか」
参加者約75人

・リエゾンオフィスの充実を図るため，配置された知的財産統括マネージャ
ー及び知的財産マネージャー等が，大学の研究シーズ発掘と企業等のニー
ズの橋渡し等を推進。

（マネジメント改革） ・病院長の人事権を確立するため ・部局化した病院での職員の人事に関わる決定機構の構築を目指して，副病
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① 病院長の使命と役割を明確化 に，部局化した病院での職員の 院長会議（月２回開催）で方針の骨格等を検討し，関係学部会議，病院運
し 病院長の人事権を確立する 人事に関する決定機構を構築す 営会議，役員会での審議を経て，附属病院教員選考内規の改正を行った。， 。

る。医学部教授会との関係，教 （平成17年1月）
職員以外の人事決定事項につい 主な改正内容（附属病院教員選考内規の改正内容）
ても検討する。(167) （病院教授の選考委員会委員構成）

病院教授及び医学部医学科の臨床医学系担当教授のうちから3人
年度計画（176）参照 ↓

病院教授，診療科長である教授及び中央診療施設等の部長のうちか
ら5人

医学部医学科の基礎医学系担当の教授から2人
医学部医学科の講座及び附属病院の助教授及び講師のうちから2人

↓
附属病院及び医学部医学科の臨床医学系担当の助教授及び講師のう
ちから2人

（選考委員会委員の選出母体）
医学部教授会 → 病院運営会議

（教授候補者の決定機関）
医学部教授会 → 病院運営会議

・柔軟かつ迅速に改革が遂行できるサポート体制としての副病院長（看護担
当）として看護部長を加えた（平成16年5月1日 。）

・教育・臨床・研究の３部門につ ・教育・臨床・研究の3部門につき評価項目を設け，基礎資料の作成の検討
， （ ）き評価項目を設け，基礎資料の を始めるため 医学部の各講座で行っている評価表を改良した骨子等 案

作成について検討する。(168) の作成に向けて，副病院長会議で検討した。
また，評価のための評価指標データ構築にはＳＰＤ（医療材料物流管理

システム）の導入が必要であるため，ＳＰＤ導入ワーキンググループを設
置（第６回病院運営会議，平成16年9月15日）し，業者プレゼンテーショ
（ ）， （ ）ン 平成16年10月19日 ＳＰＤ導入病院の現地調査 平成16年12月18日

， （ ）等を実施し 仕 様策定委員及び技術審査委員の選出 平成17年2月16日
を行った。
ＳＰＤは政府調達契約のため平成17年12月頃導入予定である。

・平成17年度後学期の実施に向けて本院独自の仕様を作成する。

・各診療科の人員配置もこれら基 ・各診療科の人員配置や診療に要するスペース再配分，資源の配分をこの基
礎資料に基づき行うことを検討 礎資料に基づいて行うことを検討している。
する。(169) ・各診療部等の評価に関し，病院全体の収支，支出を各月毎に算出すること

は可能となったが，各科毎の評価はシステムが複雑で評価が困難であるた
め，各科毎での医療材料の共通化を，ＳＰＤ導入に向けて検討中である。

・スペース再配分，資源の配分については，病院経営管理指標及び施設マネ
ジメント委員会の下で実施した病院施設有効利用実態視察結果等を踏まえ
て検討し実施した （総合診療部及び神経内科の診察室等の新規配分，診。
療科別の医員採用数の配分）

② 経営面のサポート体制を改革 ・経営戦略的企画部門を設立し， ・医療費の節約を当面の目標として，各目標値を設定，その目標に向けての
し，戦略的企画部門を設置し， まず医療費の節約をターゲット 計画・施策を練り，実行に移すため 「附属病院経営企画部」を設置した，
経営の効率化を図る。 として，目標値を設定し，その （平成16年4月 。企画部会議は毎月1回開催し，病院経営管理指標のリア）

目標に向けての計画・施策を練 ルタイムな提示と問題点の討議を行っている。
り，実行に移す。(170) ・現場に即した改善策の資料とするため，病院長及び附属病院経営企画部の

部員である副病院長・業務部長により全診療科，診療部門の現況ヒアリン
グ（平成16年5月）及び病棟での病床稼動及び現場状況ヒアリングを実施
した（平成16年10月 。年度計画（175）参照 ）

・病院経営管理指標等の細部指標（部署別物流等）の分析・構築を行い，目
標値を，毎月開催の経営企画部会議及び病院運営会議で検証した。

・医療材料の標準化を現在の200 ・医療材料の標準化を400品目に増やすため，材料部委員会（毎月開催；電
品目から400品目まで増やし， 子会議方式）で迅速に審議，推進していった結果，平成17年3月末で当初
医療材料の院内物流システムの の目標を大幅に超える518品目の標準化を達成した。
導入を検討する。(171) ・医療材料の余剰在庫を軽減し材料部のスペースの狭隘化を防ぎ，物品購入

を一元化することで購入費用を削減するとともに，各診療科の評価指標デ
年度計画（168）参照 ータを作成するため，院内物流システム（ＳＰＤ）導入のワーキンググル

ープを設置（第６回病院運営会議 平成16年9月15日）し，業者プレゼン
テーション（平成16年10月19日 ，ＳＰＤ導入病院の現地調査等を実施し）
た（平成16年12月8日 。）
ＳＰＤは政府調達契約のため平成17年12月頃導入予定である。

・後発品薬剤を全薬品の8% を目 ・後発品薬剤を採用し，経費の節減を図るため，毎月開催する薬事委員会，
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標に採用し 経費の節減を図る 病院連絡会議及び病院運営会議にて審議，順次後発品薬品に切り替えてい， 。
(172) った。

当初，100品目程度の後発品への切替えを目標としたが，17年3月末で
116品目，全薬品（漢方薬を除く ）の8.14％を達成した。。

・後発品薬品の安全性を確認するため，各大学病院，国立病院での後発品の
使用状況を問い合わせ，既に後発品に切り替えた施設において問題が無い
ことを確認できたものについて切り替えを実施した。

③ 病院長の主導により附属病院 ・卒前・卒後の臨床研修のための ・平成16年4月に卒後臨床研修センター室を設置し，研修医ルーム及びミー
にかかる施設マネジメントを推 ミーティング・ルームの確保と ティングルームを確保し，図書，パソコンなど設備機器の整備を行った。
進する。 卒後臨床研修センターの充実を また，平成17年度には研修医の増加で研修医ルームのスペースが狭隘と

図る。(173) なるため，施設マネジメント委員会において検討を行い，17年度に向け，
卒後研修センターをより広いスペースへ移設した。(平成17年2月）

・狭隘な外来診療施設の改善のた 施設マネジメント委員会を全学委員会として設置(平成16年4月)し，全学
め，スペースの配分を見直し， 的スペースの有効活用を図ることとし，全学の施設の使用実態に係る問題点
有効利用のための委員会を設立 を把握するため，全学施設視察を実施（平成16年9月～11月）し，附属病院
する。(174) における次の事項について整備した。

・神経内科，総合診療部の診察室確保
・総合診療部では診療を開始

年度計画（224）参照 ・神経内科は教授選考を終了（17年6月に着任）
・病院特化部分（神経内科，総合診療部，化学療法外来）のス
ペース調整を行う。

④ 効率的運営を図るための病院 ・経営企画部を院長直轄の組織と ・経営改善と病院機能の向上を図るため，病院経営企画部を病院長直轄の組
組織体制を構築する。 して設置し，経費節減並びに増 織として設置（平成16年4月）

収対策を図る。(175) ・ 国立大学法人富山医科薬科大学附属病院経営企画部規程」を制定「
・企画部会議を毎月1回，定期的に開催している。

年度計画（170）参照 ・経費節減並びに増収対策
・附属病院収支改善基本方針を立案

年度計画（172）参照 ・全診療科のヒアリング実施（平成16年5月）
・医薬品の後発薬品への切り替え

年度計画（171）参照 ・医療材料の標準化
・病床稼動の実状聴取（平成16年10月）

・職員の意識変革を図るための方策
・ 病院経営ニュース」を創刊し,全職員に配布1,200部(平成16年8月)「
・外部専門家による病院経営特別講演会を継続して開催（5回）

・平成16年11月 8日 約140人参加
・平成16年12月 7日 約 60人
・平成16年12月21日 約110人
・平成17年 1月25日 約 60人
・平成17年 2月22日 約 80人

・病院長の人事・経営・診療・教 ・副院長を若干名置き，柔軟かつ迅速に改革が遂行できるサポート体制の構
育・研究の病院での改革を推進 築
する為に 副院長を若干名置き ・副病院長の機能， ，
柔軟かつ迅速に改革が遂行でき 管理運営（経営 ，教育研修，医療安全管理，診療研究及び看護）
るサポート体制を構築する。 の各分野を５名で分担

(176) ＜効果＞
・医療経費は，15年度と比較して年間約２億５千万円の節約可
能になり，病院収入は，当初の予定収入額よりも約１億７千
万円の増収

・病院長の人事・経営・診療・教育・研究の病院での改革を推進
・副病院長会議及び病院連絡会議の強化

・副病院長に看護担当副病院長を1名増員（平成16年5月）
・副病院長会議の月２回開催
・現場意見を事前に集約するため，病院連絡会議を病院運営会
議の前開催に改定

＜改革による効果＞
・副病院長会議の頻回な開催により，問題点のリアルタイムな
解決が進展

・病院連絡会議を病院運営会議の前開催に改定のため，現場の
意見集約と決定事項の周知徹底が向上

・看護部から副病院長が入ることにより病院全体の幅広い意見
集約が可能となった。



- 36 -

富山医科薬科大学

・病院管理会計システムを導入 ・各診療科・部門の経営状態の評価を附属病院経営企画部で行うため，全国
し，各診療科・部門の経営状態 国立大学病院長会議で提供の共通システムを導入（平成16年3月）し，各
の評価を経営戦略的企画部門で 種マスター設定（平成16年4月～12月）を行った。
行う。(177) ・システムにプログラムバグ多数あり検証中

・各データの取込・検証（平成16年7月～12月）
・稼動後は，部門別原価計算表を自動生成

年度計画（168）参照 ・教育・臨床・研究の3部門につき評価項目を設け，基礎資料の作成の検討
を行った。
各診療部等の評価に関し，病院全体の収支，支出を各月毎に算出するこ

とは可能となったが，各科毎の評価はシステムが複雑で評価が困難である
ため，各科毎での医療材料の共通化を，ＳＰＤ導入に向けて検討中
スペース再配分，資源の配分については，病院経営管理指標及び施設マ

ネジメント委員会の下で実施した病院施設有効利用実態視察結果等を踏ま
えて検討し実施した （総合診療部及び神経内科の診察室等の新規新規配。
分，診療科別の医員採用数の配分）

（医師，コ・メディカル教育） ・臨床研修医の研修と学部学生実 研修と教育を推進するため，平成16年4月に卒後臨床研修センターを設置
① 学部教育との連携を図り，参 習との連携を図る。(178) し，研修医ルーム及びミーティングルームを設け，更に２年度目に狭隘にな

， 。加型臨床実習の充実を図る。 る研修医ルーム拡大に向け １７年２月に卒後臨床研修センターを移設した
また，臨床研修医の研修と学部学生実習との連携を図るために以下の事項

年度計画（173）参照 を実施している。
・１ヶ月に２回の定期的イブニングセミナー（平成16年6月～平成17年3月
まで計20回開催）及び医学教育講演の開催（平成16年9月17日 。）

・医療倫理・医療安全のための講義と研修会の実施（平成16年11月11日，
平成17年3月24日 。）

・FDワークショップ及び臨床指導医の研修会の開催（11月13日，14日 。）

② 卒後臨床研修センターを設置 ・診療科及び卒後臨床研修センタ ・卒後臨床研修センターにおいて，卒後臨床研修プログラムが適正に実行さ
， ， ， ， ，し 研修カリキュラムを策定し ーにおける研修の進行状況を把 れているか また 指導医による研修評価が適正に行われているかなどを

研修協力病院と連携しつつ，救 握し，評価を検討する。(179) オンライン研修評価システム（EPOC）での評価状況等を，毎月1回確認し
急診療を含めた初期診療（プラ つつ，研修内容，ローテーション等の問題点をを含め卒後臨床研修管理委
イマリ・ケア）に対応できる研 員会において検討してきた （平成16年5月14日，9月29日，10月29日，3。
修医を育成する。 月10日及び3月29日の計5回開催）

今後は，臨床研修ワーキンググループや，研修医と研修センター担当医
との懇話会等において，引き続き検討を行う。
また，ポートフォリオによる他の研修評価法の検討も行う。

・研修協力病院との連携により，研修医と研修先病院（指導医）との相互評
価を実施している。

・医療倫理・リスクマネジメントや指導者に対する臨床研修指導医養成セミ
ナーを開催した。
・第４回インシデント事例検討会（平成16年5月10日開催）
・第５回インシデント事例検討会（平成16年9月1日開催）
・第６回インシデント事例検討会（平成16年12月2日開催）
・第７回インシデント事例検討会（平成17年2月24日開催）
・医療安全推進のための講演会「患者の求める医療」

（平成16年11月11日開催）
・医療安全推進のための講演会「医療と法律 （平成17年3月24日開催）」
・病院経営特別講演会「リスクマネジメントとクオリティマネジメント」

（平成16年12月21日開催）
・第1回臨床研修指導医養成セミナー（平成16年11月13日，14日） 等

・研修協力病院との連携と救急， ・研修協力病院との連携による充実した卒後研修プログラムを実施するた
プライマリ・ケアを含めた充実 め，診療科及び卒後臨床研修センターにおける研修の進行状況の把握を行
した卒後研修プログラムの実施 い，また「関連病院長懇談会（平成16年11月20日開催 」において研修協）
に努める。(180) 力病院の意見を聴取しつつ，卒後臨床研修プログラムの改善に向けて，卒

後臨床研修管理委員会において検討を行った （平成16年5月14日，9月29。
年度計画（179）参照 日，10月29日，平成17年3月10日及び3月29日の計5回開催）

③ 医療人育成のための研修業務 ・卒後臨床研修センターと総合診 ・卒後臨床研修センターと総合診療部へ教員を配置した(平成16年4月 。）
を担当する組織等を構築する。 療部への専任教員の配置と卒後 卒後臨床研修センター：センター長及び副センター長

研修プログラム実施の充実を図 総合診療部:教授，助教授，助手を配置
る。(181) ・卒後臨床研修センターに専任の事務担当者を配置した(平成16年4月 。）

・各診療科に研修コーディネータ ・各診療科に，研修コーディネーター（研修担当責任者）を１名配置(平成
ー 研修担当責任者 を配置し 16年4月）し，研修内容の進行状況の把握及び各指導医レベルでの評価を（ ） ，
研修内容の進行状況把握と評価 行っている。
を行う。(182) また，研修ワーキング及び基本研修科指導医懇話会における研修の進行
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状況把握とその評価も今後とも継続していく。
研修内容の進行状況の把握は，各診療科の指導医レベルではなされてい

るが，次の診療科への引継ぎの点では充分とは言えない面もあり，ポート
フォリオなどによる他の研修評価法の導入等とともに，引き続き検討を行
っていく。

。（国際化推進） ・附属病院窓口業務における患者 及び・附属病院窓口業務における患者英訳 外国語案内書の現状調査を実施した
① 他部局とも連携し，国際交流 案内書の英訳化の整備と外来案 （調査・確認結果）
の推進を図る。 内掲示板の詳細な項目に至るま ・英訳診療申込書については評価できる。

での英訳掲示を行う。(183) ・英訳以外の外国語案内書としては，富山県が作成した外国人のための
（ ， ， ， ，医療機関受診ミニガイド 中国語 ポルトガル語 韓国語 ロシア語

英語版）が配置されている。
（本学独自の受診ガイドの作成を検討する必要がある ）。

外来案内掲示板の英訳掲示と詳細な項目の英訳掲示の現状調査を実施した。・
・外来案内英訳掲示の確認作業

・各科の英訳掲示の確認（平成16年6月）
・外来各科の英訳掲示の確認（平成16年7月）

・外来案内英訳掲示は各科外来まで完全に整備されている。
・各科への道順案内英訳掲示の確認（平成16年8月）

外国人留学者の調査と名簿作成と外国人受療者・外国人留学者の外国人受療者へ ・学部及び附属病院内における
のボランテイア支援ネットワー 学部及へのボランテイア支援ネットワーク構築への説明と理解を図るため，
ク構築について検討する (184) び附属病院内における外国人留学者の調査を行った。。

・外国人留学者の名簿作成（平成17年3月 。）
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Ⅰ 大学の教育研究等の質の向上に関する特記事項

〔本学の教育に関する取組〕 年次に「選択性臨床実習（和漢診療学 」を実施。看護学科では「和漢診療学」を２）
本学の教育課程の特色は 教養教育と専門教育を有機的に結ぶ医学部医学科６年間 年次の講義「薬理学」の中で４回実施。薬科学科では３年次後学期に「東洋医学概， ，

医学部看護学科と薬学部薬科学科４年間の一貫教育を実施していることにある また 論」及び「天然医薬資源学」の講義を実施し，４年次の学生は一部が和漢薬研究所。 ，
医薬の総合教育の立場から，医薬共通の科目を設けるとともに，医学部医学科におい において和漢薬に関する卒業研究を行っている。
ては，特に病態論に基づく治療法の医学的・社会的問題点をより重点的に思考させ， (2) 授業評価は「医療学入門」の受講学生に２０項目からなるアンケート調査を実施
さらに和漢薬に関する科学的認識をも付与する。医学部看護学科においては，人間及 し，現在，結果を解析中である 「和漢医薬学入門」を受講した学生のうち75.8%は。
びその生命を尊重し，多くの医療職種の人々と協調し，病人のみならずさまざまな健 授業が有意義であったと回答している。今後，過去の成績データに基づく成績分布
康のレベルの人々に対しても必要な看護的判断と適切なケアができる人材を育成する 調査と，評価の整合性を分析し，評価方法の在り方を検討することとしている。。
薬学部薬科学科においては，従来おろそかにされていた病態と疾患に対する知識を与
えるとともに，医薬品の開発への志向意欲を伸ばすことを目指している。 〔本学の研究に関する取組〕
このような教育課程の考え方に基づく特色ある事項として，平成１６年度において 本学の研究に関する中期目標では 「生命科学を中心に，伝統医薬学を含め，医学，，

次のような課題等を掲げ実施している。 薬学の領域において国際水準の研究を行い，医療関連領域では全国的水準の研究を行
う 」ことを掲げている。この目標に向けて，本学の特色ある研究分野を一層活性化・。

１ 学部教育における医療人の育成 推進するとともに，生命・医薬科学の発展のため，生命科学の研究を基盤にして東洋
本学における医学及び看護学，薬学の教育では，専門知識，技能，態度，医療倫理を ・伝統医薬学を取り入れ，独自色に富んだ研究を発展させることとしている。
身に付けるとともに医師，薬剤師，看護師がお互いの立場を尊重しチームワークのと
れる人材を育成するため，次のような教育上の工夫をしている。 １ 文部科学省の２１世紀COEプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の世
(1) 全学科の１年次生は新入生合宿研修において，心肺蘇生などの救急処置の実技研 界的研究拠点の形成
修を少人数グループで３時間履修している。 ２１世紀COEプログラム「東洋の知に立脚した個の医療の創生」の研究拠点の形成
(2) 全学科１年次全学期の「医療学入門」と２年次前学期の「和漢医薬学入門」は混 に力を入れた。本事業は，西洋医薬学と東洋医薬学の個別パラダイムの統合を目指
成の少人数授業と体験実習を組合せて実施し，両科目ともアンケートによる評価を すもので，学際分野で平成１５年度に採択された。学長の強いリーダーシップによ
行っている。 る全学的支援体制（COEプログラム戦略室の設置，大型予算支援，大学院東西統合医
(3) 医学科４年次生には「コミュニケーションとチーム医療」と「基本的診療技能」 学系の新設，和漢薬研究所への新たな寄付部門の設置など）により，研究教育体制
教育を実施し，OSCEによる技能，態度の評価を行っている。看護学科では２年次生 の強化を図った。また 「COEプログラム研究支援者雇用取扱要項」を策定し若手研，
が基礎看護実習を行い，技術到達度チェックリストによる学生の自己評価を実施し 究者を積極的に採用するとともに，事業推進担当者以外の若手研究者をCOEフェロー
ている。薬学部では現在実施している附属病院薬剤部や市中の薬局における調剤実 に任命し，本領域での若手研究者の育成を行った。さらに，中国北京大学医学部薬
習を 薬剤師養成６年制課程のカリキュラム改定に沿った実習として検討している 学院にCOE海外拠点を開設し，韓国の大邱韓醫大学校他４ヶ国１１機関と大学間交流， 。

協定を締結し，国際的研究拠点形成を行った。これらの取り組みの成果として，漢
２ 語学IT教育の推進と国際化 方医学的に「お血」と診断される症例における特徴的な血中タンパク出現パターン

本学の教養教育では，正規の英語授業にCALL学習を取り入れると共に週１回の自習 を「バイオインフォマティックス」の技術で世界で初めて明らかにすることができ
室での自習を義務化している。学習成果を調べるために実施したTOEFL Listening た。また，国際共同研究により中国やモンゴルの薬用植物分布調査を完了し，伝統
Comprehension testにおいて，医学科学生の４月と７月の得点を比較すると有意な伸 薬物データベースを構築し，年間約１万件のアクセスがあるホームページを公開す
びが認められた。これらのパイロットデータをもとに今後の授業運営を工夫する。さ ることができた。
らに，この授業を基盤として，中期計画に掲げた，教養課程の「外国語によるコミュ
ニケーション能力を身につけ，異文化との交流を促進する ，専門課程や大学院課程の ２ 先端的脳研究の推進のための大学院改組と大型研究プロジェクトの立上げ」

。「国際的コミュニケーション能力を培うための教育機能を充実する」へと発展させる すでに世界的水準にある脳科学分野の研究を臨床的に応用する研究に力を注いだ
予定である。 そのため，平成1６年４月に医学系研究科の新たに「認知・情動脳科学専攻（博士課
また，海外の大学等における語学研修と医学研修の実施についても検討している。 程 」を独立専攻として設置した。本専攻においては，情動を中心に心のはたらきの）
薬学では既に南カリフォルニア大学薬学部において臨床薬学研修を毎年１回（２週 脳内メカニズムとその発達課程を分子・細胞・システム・行動レベルで明らかにす

間）実施している。 るとともに，脳と心の発達障害や精神・行動の障害の病因を解明し，治療法や予防
法の確立に取り組むものである。また，本年，当該専攻の若手教授が中心となり，

３ 和漢医薬学に関する教育研究 大型研究プロジェクトの科学技術振興機構による戦略的創造研究推進事業（CREST）
本学では 西洋・近代医薬学に和漢薬を中心とした東洋・伝統医薬学を調和させ 医 に，研究課題「情動発達とその障害発症機構の解明」が採択された。本研究はこれ， ，「

薬一体の総合治療医薬・看護学 を目指した教育・研究・診療を行っている 中でも から５年間で，基礎医学から臨床医学までの学際的研究チームにより，情動発達及」 。 ，
和漢医薬学に関する連携教育と研究は本学の特色の一つである。 び情動学習・記憶の神経機構及びその異常発症機構を解明することを目指す。平成
(1) 和漢医薬学に興味をもって入学してくる学生が多いことから，全学の１～２年次 １６年度に，すでに若手研究者による顕著な研究成果が上がっている。さらに，平
生を対象とした「和漢医薬学入門」及び「医療学入門」を混成少人数の実習を含む 成１７年１０月の３大学（富山医科薬科大学，富山大学，高岡短期大学）の再編・
授業として実施している。この２つの授業を基礎として有機的連携を図るため，医 統合を機に，新大学院（博士課程）に「生命融合科学教育部」を設置し，医薬と理
学科では３年次前学期に「生体と薬物」の講義の中で和漢薬の薬理を，４年次前学 工の研究者が共同し，先端的脳科学研究を推進するための新大学院構想について検
期に「医療と和漢薬 ，５年次に「臨床チュートリアル（和漢診療学臨床実習 ，６ 討し，平成１８年度に新大学院を設置する予定である。」 ）」
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３ 文部科学省知的クラスター創成事業「とやま医薬バイオクラスター」の産学官体
制による推進及び大学発ベンチャーの立上げ
平成１４年採択の文部科学省知的クラスター創成事業の「とやま医薬バイオクラ

スター」計画を産学官体制で推進した。本学としては 「漢方薬による治療支援シス，
テムの開発 「免疫機能を活用した診断治療システムの開発」に取り組んだ。成果」，
は「バイオジャパン２００４ 「イノベーションジャパン２００４ 「産学官連携」， 」，
ビジネスショ－ 「産学連携フォーラム」等で発表した。また本研究において１３」，
の特許申請を行った。さらに本成果をもとに平成１７年２月に本学初である大学発
ベンチャー「エスシーワールド」を立ち上げた。また，本成果を基盤とする産学共
同研究の「細胞スクリーニングシステムの開発」が平成１６年４月に地域新生コン
ソーシアム事業に採択され，日立ソフトや地域企業との産学研究がスタートした。
これらの研究成果を統合し，経済産業省が推進する産業クラスター事業に応募して
いる。

４ 先端生命科学研究を支援するための新たな研究支援組織の再構築
上記大型研究を支援し，さらに３大学の再編・統合後の「医学薬学教育部」にお

ける教育研究を支援することを目的として，生命科学実験センターと実験実習機器
センターを統合し 「生命科学先端研究センター」を設置することを企画した。その，
ために研究担当理事が委員長の「生命科学先端研究センター設置準備委員会」を設
置し，規則，組織，人員配置，運営方法を審議し，平成１７年４月１日にセンター
をスタートさせる。
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化
１ 運営体制の改善に関する目標

1) 学長が学内コンセンサスに留意しつつ，リーダーシップを発揮し，本学の基本的目標を達成するために，機
動的な大学運営を遂行できる運営体制を整備する。中

2) 全学的視点からの戦略的な学内資源配分と評価を重んじる管理運営体制の構築を図る。期

3) 大学の運営にあたっては，教育研究者側の視点だけでなく,学生や地域社会からの意見も尊重する。目

4) 内部監査体制の整備を図る。標

5) 国立大学間の連携・協力体制を推進する。

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

年度計画に従い，学長補佐体制の整備の一環として，新たに「学（運営体制の整備） ・学長補佐体制の整備の一環とし
長補佐」の制度を導入し，学長が６人を指名した。① 学長補佐体制を整備し，学長 て，企画・立案機能を充実させ

内訳：医学部教授３名 うち学科目教員 教養教育担当教員 国立大学法人評価委員会において使用しますので，スペースのリーダーシップの強化を図る るために学長補佐（数人）を置。 （ （ （ ）
１名 ，薬学部教授３名）16.4.16付け職務命令 を設けてください。く。(185) ）

＜学長補佐の役割等＞
・平成１７年１０月の「３大学の再編・統合による（新）富山大学
創設」に向け，３大学の代表者による「 新）富山大学構想」の（
検討は最大の課題であるが，学長補佐は，種々の新大学創設準備
会議及び関連ワーキンググループの委員として，理事，部局長と
ともにその中心的な役割を果たしている。

・ 計画・評価委員会」委員として，中期目標・中期計画，年度「
計画の策定，評価や点検評価の面において学長や理事を補佐して
いる。

・ 広報委員会」委員として，法人化後の広報体制充実のため中心「
Ⅳ 的な役割を果たしている。

＜その他の学長補佐体制の支援＞
・秘書事務の充実

学長及び各理事の運営体制の事務的支援を強化するため，秘書
係を新設し，学長及び各理事に対しそれぞれ秘書を配置し，学長

・理事の業務の補助やスケジュール管理等の支援強化を図った。
（秘書室：庶務課長補佐（室長 ，秘書係長，係員（常勤２，非）

常勤１ ））
・役員・部局長懇談会の開催

全学的な観点から本学の教育研究組織及び人事等に関する自由
な意見交換，連絡調整等を行う場として，役員と部局長等の懇談
会を適宜開催している。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

〔全学委員会の見直し状況〕② 学内委員会及び部局内委員会 ・大学運営が機動的かつ柔軟に機
・機動性・合理化等の見直しの統廃合等効率的な運営方法の 能するよう，学内委員会の見直

審議体制の強化のため「一貫教育協議会」の委員の見直しを行改善を図る。 しを行う。(186)
った （平成16年7月7日）。
国際交流委員会と留学生委員会を再編統合し，国際交流委員会

に一元化した （平成16年10月1日）。
・ 新）富山大学の設立（３大学の再編・統合）に向けた措置（

新大学創設準備に対応したワーキンググループ等を設置した。
・法人化に対応した委員会の見直し
「計画・評価委員会」

点検評価と中期目標，中期計画及び年度計画等の策定及び評
価は，相関が強いため，これまでの点検評価委員会を発展改組
し 「計画・評価委員会」を設置した （平成16年7月22日）， 。

「施設マネジメント委員会」
施設の効率的な運用管理を実施するため 「施設マネジメン，

富山医科薬科大学
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ト委員会」を設置し，教育，研究及び診療等の施設環境の整備
Ⅳ 充実を図った （平成16年6月16日）。

「安全衛生委員会」
ため 「安全衛生委安全衛生管理活動の円滑な推進を図る ，

員会」を設置した （平成16年4月1日）。
「広報委員会」

社会に開かれた大学として，広報・情報発信体制の整備充実
を図り，広報機能を強化するため「広報委員会」を新たに設
置した （平成16年9月17日）。

「学生委員会」
厚生補導等の充実のため学生委員会の委員を１名増員した。

（平成16年6月25日）
・その他の学内委員会の見直しについては，３大学の再編・統合を
踏まえ検討する必要もあり，統合に向けたワーキンググループ等
の検討状況により，更に検討する。

全学委員会等の運営にあたっては，次の点においても合理化・機
動性等を図っている。

学内ＬＡＮ，ｅ-mail等による合理化推進
ワーキンググループの設置による機動性の推進
事務組織（専門職員）の学内委員会参画への推進

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・３大学再編・統合に向けての連携協力体制③ 事務組織と教学組織との連携 ・専門職員の全学委員会等への参
＜教員との連携協力＞協力による機動的な運営を図る 画を拡大するなど，教員と連携。

専門職員（事務職員）は 「新大学創設準備協議会」の下部組協力して，大学運営の企画・立 ，
， ，案に当たる。(187) 織である機構・センター部会を始めとする８部会において 理事

教員とともにその構成員として各部会に割り当てられた事項の検
討に参画している。

・学内委員会における専門職員（事務職員）の新規参画状況は次の
Ⅲ とおり。

「施設マネジメント委員会」
役員及び教員のほか業務部長を委員会の構成員とした。

「計画・評価委員会」
役員及び教員のほか総務部長，業務部長及び教務部長を委

員会の構成員とした。
「広報委員会」

役員及び教員のほか総務部長を委員会の構成員とした。
「国際交流委員会」

役員及び教員のほか教務部長を委員会の構成員とした。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・全学的視点からの戦略的な学内資源配分を行うため，学長のリー（学内資源配分） ・全学的視点からの戦略的な学内
ダシップのもと，強い法人を目指す戦略的観点から「学長戦略的① 戦略的な学内資源配分を図る 資源配分を行うための管理運営。
経費」等を新たに設けた。体制についての検討を開始する。
学長戦略的経費による研究の推進(188)
平成１６年度は研究課題を全学に公募した。
計画１（医薬共同研究型の先端的研究計画（チーム型研究

3～5人 ：申請件数14件 採択件数9件））
計画２（１名又は複数での萌芽的研究計画 ：申請件数26件）

年度計画（170）参照 採択件数18件
計画３（教育改善，社会貢献等実務型研究計画 ：申請件数）

7件 採択件数5件
産学官連携推進経費

Ⅳ 産業界との連携を深め研究成果の公開，共同研究を推進する体
制の整備や産学官の連携事業の推進を図る経費を措置した。

病院長裁量経費及び所長裁量経費
戦略的観点から，病院長の主導による病院管理運営や研究所長

裁量による研究の推進を図るため，病院長裁量経費及び研究所長
裁量経費を設けた。

・附属病院における病院資源配分の見直し等
附属病院においては，経営の効率化を図るため，経営面のサポ
ート体制を改め 「附属病院経営企画部」を設置した。，

「附属病院経営企画部」の実施状況
最初に，医療費の節約を目指して，目標値を設定し，その目

標に向けて計画・施策を検討，実施した。
また，現場に即した改善策の資料とするため，附属病院経営

富山医科薬科大学
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企画部の部員である病院長・副病院長・業務部長により全診療
科，診療部門の現況ヒアリング（平成16年5月）及び病棟での

（ ） 。病床稼動及び現場状況ヒアリングを実施 平成16年10月 した
病院経営管理指標等の細部指標（部署別物流等）の分析・構

築を行い，目標値を，毎月開催の経営企画部会議及び病院運営
会議で検証した。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・医学部（医学科・医学系研究科 ，薬学部（薬科学科・薬学研究② 評価に応じた人的，物的資源 ・各部局における実績評価に基づ ）
科 ，学科目の各部局において，教員の研究業績，教育業績，管（研究資金，設備，施設）の配 く傾斜配分を実施する。(189) ）
理・運営業績及び社会活動や社会貢献等を業績評価することによ分を図る。

Ⅳ り傾斜配分を実施した。
また，和漢薬研究所では，寄附金をもとに研究課題を公募し，

内容評価に基づき採択・配分している。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

現在，外部委員の加わる学内の会議・委員会及び学生や地域社会（外部の意見の尊重） ・学生，産業界，地域社会，専門
等の意見を反映させる委員会等は次のとおり。① 学生，産業界，地域社会，専 家や有識者の意見を取り入れる
・外部の有識者等が委員となっている委員会・会議等門家や有識者の意見を取り入れ システムを検討する。(190)

経営協議会，倫理委員会，関連教育病院運営協議会，医学部臨るシステムを整備する。
床実習運営協議会，医学部看護学科関連教育施設運営協議会，動
物実験委員会，組換えＤＮＡ実験安全委員会，高等学校長及び進
路指導担当教諭との入学試験に関する懇談会 等

・学生からの意見を取り入れるシステム
講義・実習に対する授業評価

・地域医療への貢献に関し外部意見を取り入れるシステム
疾患治療についての講習及び連携症例についての各種研修会
（富山県内）関連病院長懇談会

・地域医療機関との連携推進に関し外部意見を取り入れるシステム
Ⅳ 地域の医師との医療連携研修会

地域との懇談会（行政機関代表，ジャーナリスト，患者代表，
医療関係者代表，報道機関代表等が出席）

・本学附属病院地域連携室による活動（基幹病院や療養型病院への
紹介・逆紹介，福祉施設，訪問看護への連絡調整など）

今後の外部の意見を取り入れるシステム作りについて検討の結
果，平成17年10月に３大学の再編・統合が行われることから，外部
意見取り入れに関する委員会等の見直しについては本学単独では行
わず，平成16年度は，学生の意見を取り入れるシステムについて見
直した。
・平成16年度に導入した「学生の意見を取り入れるシステム」

理事等と医学部，薬学部のそれぞれの学科のクラス委員との懇
談会を開催し，意見を聴いた。また，学生から出された意見で改
善可能なものは早急に対応した。(平成17年2月28日：薬学部，看
護学科実施, 平成17年3月1日：医学科実施)
また，こうした学生の意見を取り入れるシステムについては，

平成17年度も引き続き改善を図っていくこととした。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・監事が行う監査及び意見の提出に関し 「国立大学法人富山医科（内部監査体制） ・内部監査実施規程を策定すると ，
薬科大学監事監査規程」を制定した。① 法人内部における監査機能体 ともに，内部チェックリストを
また，法人内部における監査機能体制を確立するため，本学で制を確立する。 作成する。(191)

は監査事務室を組織した。その構成員は，室長１名及び室員２名
の計３名である。

Ⅲ ・監査事務室においては，内部監査の基準を確立するため 「内部，
監査実施規程」及び「内部チェックリスト」を策定した。
また，この実施規程及びチェックリストをもとに日常的及び定

期的に監査を実施している。
内部定期監査実施：平成17年3月22日～24日

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・中期計画及び年度計画の策定等並びに点検及び評価の対応のた② 中期計画，年度計画の策定及 ・全学委員会として「計画評価委
め，全学委員会として「計画・評価委員会」を設置した。び自己点検評価，外部評価等に 員会」を設置する。(192)
計画・評価委員会では，次の事項等を検討・実施した。基づいた改善・改革を行う体制

中期目標・中期計画及び年度計画の基本方針の策定，実施，を整備する。
公表等
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本学の点検評価の基本方針の策定，対応等

Ⅲ ・評価に関し必要な調査・分析等を行うため 「マネジメント情報，
分析室」を設置した。
マネジメント情報分析室では，次の事項等に対応する。

マネジメント情報管理システムの設計・運用に関する事項
目標・計画及び評価のための情報収集及びその分析に関す
る事項

・マネジメント情報分析室を運営するためのマネジメント情報ワー
キンググループを組織し，マネジメント情報を収集し，ホームペ
ージに試行的に学内向けに公開した（平成17年3月 。）

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・３大学による，新大学創設準備協議会及び新大学創設準備推進委（国立大学間連携） ・再編・統合に向けて，引き続き
員会ほか１５の部会・タスクフォース並びにその下部組織として① 富山県内国立大学（富山大学 ３大学の協議機関において検討

Ⅳ の23のワーキンググループにおいて，再編・統合のための協議がと高岡短期大学）との再編・統 を行う。(193)
精力的に行われている。合により，大学のパワーアップ

を図る。
「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・ ・教育研究の活性化を図るため，６大学間の双方向遠隔授業システ② 北陸地区国立大学連合の事業 教育の充実と人材の有効活用を
ムを導入し，単位互換制度による単位取得の実施を目指して検討を推進し，北陸地区国立大学の 図るため,北陸地区国立大学間の
を続けている。教育研究の活性化を図る。 連携による「双方向遠隔授業シ

（検討状況）ステム」の開発を推進する。
（富山医科薬科大・富山・高岡短大・北陸先端大・福井大・金沢(194)
大の 「北陸地区国立大学連合学長会議」の下に「北陸地区国立）

」 ， 。大学連合学生教育系専門委員会 を設置し 次の基本事項を了承
年度計画（228）参照 （第1回：平成15年6月4日）

①包括的単位互換協定の締結
②当面教養教育を中心とした共通する授業科目
授業時間帯等の調整及び遠隔授業を行う教室数
平成17年度前学期から試験的に実施する。 等
この結果を受け 「北陸地区国立大学連合協議会 （平成16年6， 」

Ⅲ 月16日，第５回）及び「北陸地区北陸地区国立大学連合学長会
」（ ， ） ， ，議 平成16年6月18日 第6回 で 双方向遠隔授業システム

平成17年度概算要求，遠隔授業に関わる課題の検討。
また，希望科目等の調査の結果を受けて，第2回「学生教育

系専門委員会」を開催。
「双方向遠隔授業システム」の機器導入について「双方向遠隔授
業システム共通仕様検討会議」を設置・検討（3回 ，仕様を）
策定し，金沢大学にて契約完了。

「双方向遠隔授業システムインターフェイス検討委員会」を設置
し，システムの使い勝手について６大学で検討。

「双方向遠隔授業検討ワーキンググループ」を設置，授業実施に
係る実施細則の策定，運用上の諸問題・方策について検討。

〈学内での対応〉
「国立大学法人富山医科薬科大学双方向遠隔授業の実施に関する

」 （ ） ， 。委員会 内規を制定 平成16年9月16日 し 委員を選出した
また次の小委員会棟を設置し，対応した。
「双方向遠隔授業システム仕様策定委員会・技術審査委員会」
「双方向遠隔授業システム技術審査委員会」
「双方向遠隔授業検討ワーキンググループ」

今後，平成17年度前学期に双方向遠隔授業システムを完成させ，
後学期に試行を行った上で平成18年度から本格運用する予定であ
る。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

ウェイト小計



- 44 -

富山医科薬科大学

Ⅱ 業務運営の改善及び効率化
２ 教育研究組織の見直しに関する目標

教育研究，大学運営組織の支援のための，柔軟かつ機動的な管理運営体制を整備する。
中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

医学薬学の進展に対応して，各学部等の検討組織において （医（教育研究組織の整備） ・教育研究のニーズに応じて，人 ，
学部将来計画推進委員会，薬学部講座教授会議，和漢薬研究所人事① 教育研究組織及びそのサポー 員配置及び講座のあり方などに
教授会，附属病院運営委員会，学科目教員会議，大学院委員会等）ト体制の見直しを検討するシス ついて学内の専門委員会等で検
研究教育内容の充実のための講座変更，講座の人員配置について，テムを整備する。 討する。(195)
随時検討を行っている。
より一層，質の高い教育研究活動を展開するため 「役員・部局，

年度計画(39）参照 長懇談会」において，各部局の状況把握，全学的な観点からの教育
研究組織，人事等について，意見交換・検討を開始した。

〔各部局等の検討内容〕
〈医学部〉

医学部将来計画推進委員会において，教授定年退職予定講座の
後任選考を含めた講座のあり方及び各講座の教員配置，新大学院

年度計画(197）と重複 構想に基づく教員配置等について検討。
Ⅲ 〈薬学部〉

薬学部講座会議において，教授定年退職予定講座の後任選考を
含めた講座のあり方及び各講座の教員配置，新大学院構想に基づ
く教員配置等について検討。薬剤師養成課程６年制化について検
討。

〈和漢薬研究所〉
和漢薬研究所人事教授会において，教授定年退職予定部門の後

任選考を含めた部門のあり方及び各講座の教員配置等について検
討。和漢薬研究所教授会で研究所の改組等について検討。
・和漢薬研究所を「和漢医薬学総合研究所」として改組するた
めの対応について検討。

〈大学院 医学系研究科・薬学系研究科〉
大学院教育の充実並びに新大学構想タスクホースにおいて大学

院レベルでの教員組織の見直しを検討，更に新大学創設準備委員
会及び大学院ワーキンググループでの見直しを検討。

〈学科目〉
学科目教員会議において 「学科目制に関する申合せ 「教授， 」，

選考に関する申合せ」について，再検討し，審議している。
再編・統合後における教養教育の実施体制等については，学科

目教員会議等で検討。
〈附属病院〉

附属病院運営会議において，附属病院の組織，診療体制，人員
配置及び医師，コ・メディカル教育の体制等について検討してい
る。

〈共同利用施設〉
・共同利用施設長連絡会議において，生命科学実験センターと
実験実習機器センターとの統合について検討。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

ウェイト小計
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化
３ 人事の適正化に関する目標

1) 本学の基本的な目標を達成するためにふさわしい教職員を採用し，優れた人材の確保を図る。
中

2) 教育の質の向上と研究の高度化を推進するために，人事の一層の適正化を図る。
期

3) 社会的に公正な人事を行い，必要な職場環境の整備を図る。
目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

教員選考（主として教授）においては，公正で適切な人事を行う（人事方針） ・教員選考（主として教授）にお
ため，全学選考基準及び学部等の選考内規等を設け，これに基づく① 教員選考（主として教授）に いては，国際公募を含む公募制
選考を行っている。また，教員選考は，その都度教授会等に選考委際しては，公募制（国際公募を を採用するなど，公正で適切な
員会を設置し，選考期間中，公募内容，選考内容及び選考経緯等の含む ）を採用し，一部リストア 人事を行う。 (196)。
詳細にわたり教授会等がチェックするシステムとしている。ップ方式を併用し，公正で適切

な人事を行う。
・各部局での候補者募集方法は，公募制を採用しており，公募に当
たっては関係各機関への公募文書送付，本学ＨＰ掲載及び科学技
術振興機構の研究者人材データベース掲載を実施している。これ
らに加えて，学会誌等への求人広告の掲載を行う場合もある。

・平成16年4月以降の教員選考
医学部：内科学（第三）講座教授選考，成人看護学Ⅰ（慢性期）

， ， ，講座助教授選考 再生医学講座教授選考 生理学講座教授選考
薬理学講座教授選考及び皮膚科学講座教授選考（予定）に際し
ては，公募制とリストアップ方式を併用した。

薬学部：衛生・生物化学講座（生理化学研究室）の教授選考に際
しては，公募制とリストアップ方式を併用した。
薬学部薬剤設計学講座（構造生物学研究室）の教授選考に際し
ては，公募制を採用している。

Ⅳ 学科目：自然情報科学の物理学担当助教授又は講師選考に関して
は，公募制を採用した。

和漢薬研究所：原則公募制が了解事項であり，和漢薬製剤開発部
門（寄附部門 ，病態制御部門及び資源開発部門の３教授選考）
並びに病態制御部門の助手選考は公募制で行った。
過去，研究所では外国人客員教授の国際公募を行ったが応募

者が無く徒労に終わった。研究所では全ての教員が公募を原則
とすることを宣言しており，今後も配置替えを除き，公募制と
する予定である。教授選考委員会で研究所外の有識者の意見を
聞くことも行ってきたが，選考過程の透明性の観点から今後も
続けていく。

附属病院：神経内科教授選考，手術部助教授選考及び病理部講師
選考に際しては，公募制とリストアップ方式を併用した。

生命科学実験センター：助教授選考及び助手選考に際しては，学
内公募制を採用した。

〈教員選考に関連する規程等〉
・国立大学法人富山医科薬科大学職員採用規程
・国立大学法人富山医科薬科大学教育職員選考基準
・国立大学法人富山医科薬科大学医学部講座及び大学院医学系
研究科教員選考内規

・国立大学法人富山医科薬科大学医学部講座及び大学院医学系
研究科教員選考内規実施要項

・国立大学法人富山医科薬科大学薬学部講座教授選考内規
・国立大学法人富山医科薬科大学学科目教員選考規程 他

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する
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新たな講座等（附属病院の診療科を含む ）の開設及び定員の見（人事評価システム） ・教員組織の見直しを開始する。 。
直し等を含め，適切で柔軟な人員配置について検討。① 講座等編成の検討を行い，適 (197)
＜医学系研究科と薬学研究科＞切で柔軟な人員配置を図る。

新大学院構想タスクホースにおいて大学院レベルでの教員組
織の見直し案を作成し，新大学創設準備委員会及び大学院ワー
キンググループで見直しを進めている。

＜医学部＞
年度計画（39）参照 医学部将来計画推進委員会で，教授の定年予定講座の後任選

考を含めた各講座の教員配置や，新大学院構想に基づく教員配
置等について検討を行った。

・医学部解剖学（二）を再生医学担当とする。
・附属病院に神経内科を設置する。

Ⅳ ＜薬学部＞
薬学部講座教授会議で，教授定年退職予定講座の後任選考を

含めた各講座の教員配置のほか，薬剤師養成課程６年制化や新
大学院構想に基づく教員配置等について検討を行った。

＜和漢薬研究所＞
和漢薬研究所人事教授会で，教授定年退職予定部門の後任選

考を含めた各部門の教員配置について検討を行った。また和漢
薬研究所教授会で研究所の改組等について検討を行った。

＜附属病院＞
附属病院運営会議で，中央診療部の教員配置等について検討

を行っている。
＜学科目＞

学科目教員会議で，教員の定年退職予定科目の後任選考を含
めた教員配置等について検討を行っている。
（平成16年4月以降の講座等教員選考は年度計画（196）参照）

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・薬学部講座教授会議において，薬剤師教育６年制化に対応した教・薬学部で，６年制化に対応した
員組織を検討した。教員構成を検討する。(198)

・薬学部講座教授会議において，実務実習と薬物治療学のオーガナ
イズをする教員を採用するためのポストを確保するための一方策
として，薬物生理学講座の再編を進め，薬品生理学研究室に教員

Ⅳ ポストを確保することを決定した（平成16年9月1日）
・薬学部人事教授会において薬物生理学講座内での教員異動を決定
した （平成16年9月15日）。

・平成18年度の「６年制学科」設置を目指し，平成17年度申請に向
けた検討を教授会，薬学部講座教授会議で行った。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・各学部等で平成16年度予算の傾斜配分の状況調査及び平成17年度② 教職員の業績の適切な評価シ ・評価システム整備のための必要
に向けての見直しを実施した。ステムの整備を図る。 事項について検討を開始する。

・教務委員会及び教授会の検討に基づき，学生による教員個々の講(199)
義・実習評価を実施した。

・薬学部・大学院薬学研究科教員の総合的業績審査の検討
任期制により任用・昇任された教員（教授，助教授，講師，

助手）が任期満了となる場合，再任に伴う総合的業績審査を行
うため基準を検討，策定した。

Ⅲ ・学科目の検討
学科目教員会議で「学科目教員の任期制に関する申し合わせ－
骨子」について検討している。

・和漢薬研究所では 「研究職員の再任審査に関する規程（案 」， ）
を和漢医薬学総合研究所設立準備委員会（和漢薬研究所）におい
て審議した。

・全学委員会（第４回計画・評価委員会平成16年12月27日）におい
て教員に係る人事評価全般について意見交換・検討を行った。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・ 大学マネジメント情報ワーキンググループ」において，研究者・教育職員の業績評価のためのデ 「
個人の「研究に関する基礎的データ」を収集・蓄積する方策につータ収集，管理の方策を検討す
いて検討した （平成16年6月4日）る。(200) 。

・ 大学マネジメント情報ワーキンググループ」委員が富山大学に「
出向き，教員個人データベース作成・運用担当者から説明を受け
た （平成16年7月28日）。

・富山大学で開発中の教員個人データベースは，本学での使用には
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馴染まない点があるが，試行後バージョンアップする予定である
Ⅲ ことから，バージョンアップ時に本学の意向も反映させてもらう

可能性について打診した （平成16年7月28日）。
・ 大学マネジメント情報ワーキンググループ」において，富山大「
学で開発中の教員個人データベースの試行状況，大学評価機構の
データベース等の現状を勘案し，３大学の再編・統合前に本学独
自で教員個人データベースを作成することは見合わせることとし
た。(平成17年1月14日)

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

（ 。）③ 教職員の潜在的な能力を発揮 平成１６年度は特記事項なし
させるインセンティブ・システ

。ムの給与制度等への導入を図る

平成１１年４月からの和漢薬研究所における任期制導入をスター④ 全教員に対する任期制を推進 ・任期制を更に推進する。(201)
トとして，以後下記のとおり，各部局に任期制の適用及び教授を含する。
め教員全職種に積極的に任期制の導入を推進している。

・教員の任期制の取組み状況は下記のとおりである。
平成11年4月 和漢薬研究所

11年5月 薬学部
12年4月 大学院薬学研究科
14年4月 生命科学実験センター
15年6月 医学部及び附属病院
16年2月 学科目
16年4月 大学院医学系研究科

（17年4月 生命科学実験センター）
この結果，全部局等（保健管理センターを除く ）での任期制。

の導入を行った。
・各部局における教員の任期は，教授，助教授，講師，助手につい
て，次のとおりである。

医学部：全講座
Ⅳ 教授 １０年，助教授・講師 ７年，助手 ５年

薬学部：全講座，附属薬用植物園
教授・助教授・講師 １０年，助手 ７年

学科目 教授・助教授・講師 １０年
大学院医学系研究科

教授 １０年，助教授・講師 ７年，助手５年
大学院薬学研究科

教授・助教授・講師 １０年，助手 ７年
和漢薬研究所 全研究部門，附属薬効解析センター

教授・助教授・講師 ５年，助手 ５年
附属病院 全診療科，全中央診療施設

教授 １０年，助教授・講師 ７年，助手 ５年
生命科学実験センター

助教授 １０年，助手 ５年
（平成17年3月現在適用教員数）

医学部 ４２人，薬学部 ２８人，和漢薬研究所 １７人，
大学院医学系研究科 ３人，大学院薬学研究科 ６人，
附属病院 ２７人，生命科学センター ４人 計１２６人

今後は，任期制により採用した教員の任期満了時の業績評価等
について検討する。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

「 」（柔軟で多様な人事制度） ・子育てを支援するための職場環 国立大学法人富山医科薬科大学職員の育児休業等に関する規程
に基づき，育児休業の取得可能期間を最長3年間とし，その間は育① 男女共同参画の推進を図り， 境の整備・改善の検討を進める。
児休業に伴う代替要員の雇用を積極的に促進すること等，育児休業女性教職員の比率を高める。 (202)
を取得しやすい職場環境の調整・改善を図っている。
平成16年度の育児休業については，事務職員，看護師とも出産者

全員が申請・取得しており，取得しやすい環境下にあるといえる。
Ⅲ 〔育児休業等取得状況〕

平成16年4月以降の育児休業取得者
看護師9人，事務職員2人（取得率 100％）

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・大学運営への女性の参画機会の 女性の大学運営への参画及び管理職への登用において平成16年度実
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拡大及び管理職への登用の方策 績は次のとおりである。
。(203) 平成16年4月以降に教授会構成員への昇任が決定した者（平成17を検討する

Ⅲ 年4月1日昇任を含む ）教授2名，助教授3名，講師1名。。
また，事務職員は課長補佐1名，係長1名，看護師長・副看護師長

6人であった。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

国立大学法人化後，新たに「セクシュアル・ハラスメントの防止② 人権やハラスメントに関する ・セクシュアル・ハラスメント等
等に関する規程」を制定し 「セクシュアル・ハラスメント防止委相談窓口の充実を図る。 の防止に関して，相談窓口を開 ，
員会」を設置。また，学内に「相談員」及び「相談窓口」を配置す設し相談員を配置する。(204)
る等，職員及び学生が同問題に対する苦情提言・相談できる体制を
整備している。
「学生の苦情相談窓口」を学生課に開設し，相談員として専門員

を配置し，職員の苦情相談員は，理事（教育，厚生補導等担当）等
の職指定のほか，各部局等から，男女別にバランスを考慮し相談員
を配置した。
なお，平成16年4月以降，新たに「国立大学法人富山医科薬科大

学職員のための就業関係規則集」及び「セクシュアル・ハラスメ
Ⅳ ントのない快適キャンパスを築こう」のリーフレットを作成した。

これらを職員及び学生個々に配付し，セクシュアル・ハラスメント
の被害を受けた場合の相談員及び苦情処理方法等について周知徹底
を図った。
また，平成16年6月22日・23日，12月3日に全教職員（非常勤職員

を含む ）を対象とした「教職員研修会」を開催し，服務の一環と。
して，セクシュアル・ハラスメントの防止に関する講義を行った。
＜研修会参加人数＞ 平成16年6月22日 297人

23日 252人
12月3日 147人

今後，セクシュアル・ハラスメントのみならず，アカデミック・
ハラスメント等を含め，ハラスメントに関する総合的な苦情相談処
理について検討する予定である。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

事務職員採用については，平成16年4月1日採用者１名は平成15年③ 事務職員等の採用基準の明確 ・専門職員等の新規採用に当たっ
度の国家公務員採用試験の合格者から，平成16年9月の採用者3名は化と人事交流の推進を図る。 ては，原則として東海・北陸地

Ⅲ 「東海・北陸地区国立大学法人等職員採用試験」の合格者から選考区国立大学法人等職員採用試験
等を行った。の合格者から選考を行う。(205)

年度計画(210）参照
以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

平成16年度（春季）富山地区国立学校等人事担当課長会議におい・人事交流については，組織の活
て，一層の人事交流の推進を図るため人事異動の時期を，今後4月1性化と職員の資質の向上を図る
日及び10月1日の年2回とすることの提案があり，この方針により人ため，富山県内の国立大学法人
事交流を実施することとした。等の間における人事交流を一層
・交流人事の基本方針推進する。(206)

Ⅲ 人事育成の観点から職員の資質の向上を図る。
事務職員の活性化，公務能率の増進を図る。
人材不足，ポスト不足等の対処
職員の昇進管理

・平成16年度交流実績
4月 転入5人，転出 5人
10月 転入1人，転出 1人

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

法人化に伴い，職員の資質の向上及び専門性の向上を図るため，④ 職員の資質向上を目的とした ・職員の資質の向上及び専門性の
各職種・分野において積極的な研修，講演会等を実施するとともに研修制度を充実する。 向上を図るため，各職種に応じ
各種研修会等へ積極的に職員を派遣している。た研修の充実を図る。(207)

＜学内で実施した職員研修＞
・新採用職員研修会（平成16年4月1日開催）
・病院研修会（平成16年4月23日開催）
・教職員研修会（平成16年6月22・23日開催）
・東海・北陸地区国立大学法人等教室系技術職員合同研修（化

学コース （平成16年8月25日～27日開催））
（附属病院において開催した研修会・講演会等）

・インシデント事例検討会（第4回，平成16年5月10日，第5回
9月1日，第6回12月2日，第7回2月24日開催）
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・医療安全推進のための講演会「患者の求める医療」
（平成16年11月11日開催）

・医療安全推進のための講演会「医療と法律」
（平成17年3月24日開催）

・病院経営特別講演会「国立大学法人附属病院の経営戦略」
（平成16年11月8日開催）

・病院経営特別講演会「DPC包括払いにおける経営戦略とは」
（平成16年12月7日開催）

・病院経営特別講演会「リスクマネジメントとクオリティマネ
Ⅳ ジメント （平成16年12月21日開催）」

・病院経営特別講演会「医療マネジメント革命」
（平成17年1月25日開催）

・病院経営特別講演会「後方連携へ繋がる院内連携」
（平成17年2月22日開催）

・個人情報保護法に関する講演会（平成17年3月1日開催）
・初任者実務研修，フレッシュナースの為のフォローアップコ
ース，卒後２年目ナースのステップアップ研修等の看護部主
催の院内研修

＜学外で実施・参加した職員研修＞
・生涯学習機関等の連携に関する実践研究交流会
（ ）国立教育政策研究所主催：平成16年4月26日～28日開催

・薬学教育改革大学人会議アドバンストワークショップ（日本
薬学会薬学教育改革大学人会議主催：平成16年6月7日，平成
16年8月5日，平成16年9月12日開催）

・個人情報保護法対策セミナー（平成16年6月15日開催）
・北陸地区国立大学法人等初任者研修

（ ）金沢大学主催：平成16年6月22日～24日開催
・中部・近畿地区留学生交流研究協議会（中部・近畿地区学生
交流研究協議会主催：平成16年6月24日～25日開催）

・就職環境中間報告セミナー
（ ）リクルート主催：平成16年6月30日開催

・給与実務担当者研究会
（ ）人事院主催：平成16年7月13日～15日開催

・東海・北陸・近畿地区学生指導研究会（東海・北陸・近畿地
区学生指導研究会主催：平成16年7月20日～23日開催）

・利益相反マネジメントを考える会
（研究振興局主催：平成16年8月3日開催）

・情報セキュリティセミナー
（ ）文部科学省主催：平成16年8月31日開催

・富山県内訟務担当者協議会
（ ）法務局主催：平成16年9月17日開催

・東海・北陸地区国立大学等就職指導担当職員研究集会
（ ）日本学生支援機構主催：平成16年9月16日～17日開催

・富山地区国立大学法人等技術職員研修
（ ）平成16年9月29日開催

・北陸地区国立大学法人等新任係長・専門職員研修（ 金沢大（
学主催：平成16年9月28日～10月1日開催）

・大学職員マネジメント研修（国立大学税務・経営センター主
催：平成16年10月25日～29日開催）

・看護学教育ワークショップ
（文部科学省主催：平成16年11月15日～17日開催） 等

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

⑤ 中長期的な観点に立った適切 （平成１６年度は特記事項なし ）。
な人員（人件費）管理を行う。

ウェイト小計
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化
４ 事務等の効率化・合理化に関する目標

1) 事務処理の効率化・合理化を推進する事務処理体制の強化を図る。
中

期

目

標

進 ウェ
中期計画 年度計画 行 判断理由（実施状況等）

イト
状
況

（事務処理体制の見直し） ・３大学の再編・統合に対応する ・各大学の機器の更新計画と新大学創設後の各キャンパスをつなぐ
① 情報システム化の推進によ ための学内情報グループウエア ためサーバーの配置計画について，新大学創設準備協議会の「事

」 「 」 ，り，各種事務処理の省力化， システムの更新計画を策定す 務組織部会 の下部である 情報ワーキンググループ において
簡素化 ・迅速化を図る。 る。(208) 検討がなされ，サーバーの配置計画（案）については，次のとお

り策定された。
杉谷キャンパス

Ⅲ 集中管理システムサーバー 1台
共通アプリケーションサーバー1台
ワークグループサーバー 1台

五福・高岡キャンパス共通
ワークグループサーバー 1台

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

事務情報化検討組織の整備・事務情報化の計画の策定及び推 ・
進体制を整備する。(209) 新大学創設後の情報基盤整備・セキュリティ等を検討するた

め，新大学創設準備会議の「情報部会」において，整備計画の基
本的事項の検討がなされているが，事務面での具体的方策を検討
するため 「事務組織部会」の下部組織として「情報ワーキング，
グループ」を設置した。

・事務情報化計画の検討状況
Ⅲ 新大学創設後の情報基盤整備計画及び統合後の共通セキュリテ

ィポリシーの検討は 「情報部会」においてなされているが，成，
案までには至っていない。
「情報ワーキンググループ」においては，情報部会の検討状況
を参考に「事務局における情報セキュリティ実施手順書 （案）」
の検討を行っており，素案の検討を開始した「事務情報化推進基
本計画」とともに，平成17年度における策定に向け，引き続き行
っていく。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

② 職員の採用や人事交流等， ・事務系職員の採用は，富山県内 事務職員採用に当たっては，東海・北陸地区国立大学法人等職員
富山県内の国立大学法人等による合同面接共通性の高い業務について地 の国立大学法人等による合同面 採用試験の合格者から，

域の国立大学間で連携を図 接を経て選考を行う。(210) 選考を行うこととした。を経て，
る。 なお，平成16年度の採用試験及び面接は次のスケジュールで実施

した。
年度計画（205）参照 平成16年5月23日 東海・北陸地区国立大学法人等職員採用試験

Ⅲ 平成16年5月24日～6月30日 機関訪問
平成16年6月30日 合格発表
平成16年7月1日～2日 富山地区合同面接（第１回）
平成16年7月28日 富山地区合同面接（第２回）
平成16年10月27日 富山地区合同面接（第３回）

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。
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・富山県国立大学法人等人事担当 富山地区国立学校等人事担当課長会議を平成16年6月及び11月に
課長会議を設け，人事交流の活 開催し，人事交流及び研修について検討し次のとおり決定した。
性化の方策について検討する。 ・県内の人事交流の活性化のため，人事交流は4月1日及び10月1
さらに，各種合同研修の充実を 日の年2回実施する。
図る。(211) 〔人事交流の基本方針及び交流実績〕

交流人事の基本方針
人事育成の観点から職員の資質の向上を図る。
事務職員の活性化，公務能率の増進を図る。
人材不足，ポスト不足等の対処

Ⅲ 職員の昇進管理
平成16年度交流実績

4月 転入5人，転出 5人
10月 転入1人，転出 1人

・研修方法の見直しを各機関で行い，秋季の人事担当課長会議で
次のとおり取りまとめた。
・富山地区の技術職員集合研修は引き続き実施するが，技術職
員が講師となって実施するものは取りやめる。

・企業及びポリテクセンター等の個別研修も取り入れたい。等

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

③ 富山県内国立大学（富山大 ・再編・統合に向け，３大学の間 効率的・合理的な事務組織の構築に向け，事務組織部会やワーキ
学と高岡短期大学）との再編 において検討を進める。(212) ンググループにおいて検討を進めている。
・統合により，効率的・合理 （開催状況）
的な事務組織の構築を図る。 部会 平成16年5月14日,10月6日 2回

ワーキング 5月18日, 5月24日 2回
再編統合の検討の全体状況につ 拡大ワーキング 6月8日,16日,23日,28日,

いては年度計画（193）参照 9月2日,14日 6回

Ⅳ ワーキンググループ及び拡大ワーキンググループでは事務組織
の主要部分について検討し，その骨格を提示し，より詳細な事務
分担，実務上の問題点等を検討するために課長補佐，専門員，専
門職員，係長等による6つの事務ワーキンググループを設置した
（平成16年10月6日 。）
３大学事務ワーキンググループ（ 総務 「人事労務 「財務「 」， 」，

会計 「学生 「研究協力 「情報」の各事務ワーキンググル」， 」， 」，
ープ）においてそれぞれ毎週1回の割合で検討を行い，検討状況
について事務組織部会へ報告を行った（平成17年3月 。）

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

④ 委託が適切と判断される業 ・可能なものから検討を開始し， ＜外部委託の実施・検討状況＞
務については，外部委託の推 外部委託の推進を図る。(213) ・附属病院時間外医療事務に係る外部委託
進を図る。 法人化前には医療事務当直として実施していた業務について，

「当直業務」としてはみなせないとの労働基準監督署の指摘が
あり，当該業務を外部委託した。
平成16年4月から１名，平成16年6月から2名を外部委託した

年度計画（171)参照 結果 （職員の超過勤務とした場合に比し）経費を5,328千円節，
減でき，医事当直業務を廃止したことから，事務系職員の勤務環
境の改善を図ることができた。

・３大学の再編・統合後の効率化を図るための出張関連業務の外部
委託
ＪＴＢのシステムデモ(平成16年6月17日)，近畿日本ツーリス

Ⅲ トのヒアリング(平成16年10月1日)，ＪＴＢのシステムプレゼン
テーション(平成17年1月20日)を実施し，委託をした場合のシミ
ュレーション等を行っている。

・医療材料の節減を図るためのＳＰＤ(医療材料物流管理ｼｽﾃﾑ)の外
部委託
附属病院の医療材料の余剰在庫を軽減し，物品購入を一元化す

ることで購入費用を削減するとともに，各診療科の評価指標デー
タを作成するためにＳＰＤ導入のワーキンググループを設置（第
6回病院運営会議9月15日）し，業者プレゼンテーション（平成16
年10月19日 ，ＳＰＤ導入病院の現地調査等を実施した（平成16）
年12月8日 。）
ＳＰＤは政府調達契約のため平成17年12月頃契約予定である。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。
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ウェイト小計

ウェイト総計
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Ⅱ 業務運営の改善及び効率化に関する特記事項

４ 教員の任期制〔業務運営の改善等に関する取り組み〕
， ，１ 運営体制の整備と戦略的な学内資源配分等 本学では 平成１１年４月からの和漢薬研究所における任期制の導入をスタートに

その後各学部等においても教授を含め教員全職種に積極的に任期制の導入を推進して平成１６年４月の国立大学法人化を契機として，学長がリーダーシップをより発揮
営ができるよう，また，３大学の再編・統合への対応等 きた。平成１７年４月から生命科学先端研究センターの教員の任期制導入を既に決定し，機動的・戦略的な大学運

ができるよう 組織・運営体制等の見直しを行い 更に積極的な運営を心がけてきた しており，これにより全学部等の組織（保健管理センターを除く ）において任期制が， ， 。 。
学長のリーダーシップの強化のための組織等の見直しは「全体的な状況」に記載した 導入された。
とおり，理事及び学長補佐等の配置による学長補佐体制の強化，秘書室の設置による 導入経緯等は次のとおりである。なお，学部・研究所は全講座及び全部門が対象で

， ， ， 。業務支援，全学委員会の見直し等が挙げられる。 あり 職種は教授 助教授 講師及び助手のそれぞれについて任期が定められている
また，戦略的な学内資源配分等の取り組みとしては，学長戦略的経費等による研究 （任期制導入の経緯）

等の推進等 「財務内容の改善」に記載した附属病院における経営の効率化を図るため 平成１１年４月和漢薬研究所及び附属薬効解析センター，平成１１年５月薬学部及，
経営企画部を設置して経営の効率化を図ったことによる大きな成果が挙げられる。 び附属薬用植物園，平成１２年４月大学院薬学研究科，平成１４年４月生命科学実験

センター，平成１５年６月医学部及び附属病院，平成１６年２月学科目，平成１６年
２ 地域への教育，研究及び医療等の成果の還元等 ４月大学院医学系研究科 （平成１７年４月生命科学先端研究センター），

大学の教育，研究及び医療等の成果を地域社会へ還元するために，公開講座，研究
会及び講演会等の開催，産学官連携による研究成果の公開や共同研究の推進等を行っ ５ 教職員の業績評価システム等
ている。また，教育研究の紹介及び地域へのサービスとして，附属薬用植物園や附属 （学部等における教員の業績評価による予算の傾斜配分）
薬効解析センターの見学案内・一般公開を実施している。 学部等においては，教員個々の意識の高揚及び教育研究等の推進のため，学部等独
附属病院においては，地域医療機関等との連携を図ることから地域医療機関等の医師 自の評価基準を設け，研究費等の一部傾斜配分を実施している。各講座等の教員の研
との医療連携研修会や研究会等を開催し，最新医療情報の発信等，意見交換等を行っ 究業績，教育業績，管理・運営業績及び社会活動や社会貢献等を業績評価することに
ている。 より，講座等への予算配分額を決定し実施している。
これらの活動は，新たに設置した広報室が積極的に広報誌やマスメディアの活用等 本学では，全学部等（保健管理センターを除く ）において教員へ任期制を導入してお。

により情報提供することとしている。 り，現在，任期満了時の再任用に際しての業績等の評価方法等及び基準の策定等が求
められており，学部等において既に具体的な検討が行われている。

３ 教育研究組織の見直しシステム及び人事の適正化
（１）教育研究組織等の見直し ６ セクシャルハラスメント等の防止に関する対応

本学では，教育研究のニーズに応じて，人員配置及び講座のあり方等を検討するた 国立大学法人化後，新たに法人組織としての「セクシャルハラスメントの防止に関
めの組織を設けている。各学部等の検討組織としては，医学部将来計画推進委員会， する規程」を制定し，学内に相談員及び相談窓口を配置する等し，学生及び職員が同

。「 」 ，薬学部講座教授会議，和漢薬研究所人事教授会，附属病院運営会議，学科目教員会議 問題等に対する苦情提言・相談できる体制を整備している 学生の苦情相談窓口 は
及び大学院委員会がある。これらの組織においては，教育研究内容等の充実のため， 学生相談室に専門員の配置の他，保健管理センターでは医師・看護師にも相談できる
学部及び講座のあり方及び人員配置等について，随時検討を行っている。新たな講座 ものとし，また，理事（教育担当）等の職指定のほか，身近な上司等，男女別にバラ
の必要性，教授退官に伴う後任教授選考のあり方，各講座等の教員配置等，新大学院 ンスのとれた，相談しやすいものとしている。広報活動等としては，学生・職員への
構想，薬剤師養成課程６年制化への対応，和漢薬研究所の改組及び附属病院の組織， 掲示，リーフレットの作成配布及び研修会を実施している。
診療体制等も検討する。 今年度から保健管理センターに臨床心理士（常勤）を配置し，カウンセリングの充
検討された事項等は，必要性に応じてワーキングの設置及び医学部・薬学部・研究 実を図るとともに苦情等に早期の発見・対応ができるようにした。

所・附属病院等間の調整等が行われ，教授会及び関係会議等において検討する。
全学的な観点からは，役員会，教育研究評議会及び全学委員会等があり，また意見

交換の場としては，部局長懇談会等がある。
（検討例）教授退官に伴う新設講座「再生医学講座」等の設置，大学院医学系研究科
の新専攻設置に伴う講座の新設等，新大学院構想に基づく教員配置等，薬剤師養成課
程６年制化の検討，和漢医薬学総合研究所設置の検討，一貫教育協議会（教養教育と
専門教育間の検討組織）の見直し，生命科学実験センターと実験実習機器センターの
統合による生命科学先端研究センターの設置，附属病院のセカンドオピニオン外来及
び神経内科の設置等

（２）人事の適正化
教員選考において，公正で適切な人事選考を行うため，全学選考基準及び学部等の

， 。 （ ） ，選考基準等を設け これに基づく選考を行っている 教員選考 主として教授 では
その都度教授会等に選考委員会を設置し，公募制を採用し，選考期間中，公募内容，
応募者の業績等の閲覧，選考内容，選考経緯等を詳細に委員長から教授会へ報告し，
チェックするシステムになっている。また，選考の最終段階では，新たに選考会議を
設け，投票による決定が行われている。
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Ⅲ 財務内容の改善
１ 外部研究資金その他の自己収入の増加に関する目標

1) 研究の活性化と産学連携の推進により，外部研究資金の獲得増を目指す。
中

2) 収入を伴う事業を実施するとともに，教育研究指導に見合った学生納付金の見直しを行う。
期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

（外部収入の増加） ・科学研究費補助金等の申請・ ・平成14年度～平成16年度における申請，獲得状況及び平成17年度
① 科学研究費補助金等の申請・ 獲得状況を点検し，申請の促 における申請状況を役員会，教育研究評議会，各教授会に報告し
獲得状況を毎年点検し，申請の 進を図る。(214) た(平成16年6月～ 7月 。）
促進を図る。 ・日本学術振興会から講師を招き，科学研究費補助金に係る説明会

を開催した（平成16年8月24日 。）
Ⅳ ・10月開催の各学部等の教授会等において，科学研究費補助金の一

部改正について説明するとともに，申請の促進を要請した。

こうした全学的な啓発活動の結果，平成16年12月申請の平成17年
科学研究費補助金の申請件数は，前年度より64件増（前年度比17.
7％増）となった。

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

② 企業等との共同研究を促進 ・フォーラム富山「創薬」の積 ・フォーラム富山「創薬」の開催状況は以下のとおりである。
し，企業等からの研究資金の増 極的運営を行う。(215) 1)平成16年度総会及び第13回研究会（平成16年5月20日）
加を図る。 2)第14回研究会（平成16年7月7日）

3)第15回研究会（平成17年2月3日）
・フォーラム富山「創薬」の会員の充実を図り，研究内容の幅を広
げるため，教務部研究協力課（ 創薬」事務局）から，学内の未「

年度計画（120）参照 加入の教員（教授）に対し，加入の働きかけを行った。
， ， 。また 教授会等において 研究会等への積極的な参加を依頼した

（各教授会へ案内を配付 ）。
Ⅳ ・幹事会を開催し，フォーラム富山「創薬」の開催について検討し

た。
＜成果＞
・フォーラム富山「創薬」分科会オリジナルブランド医薬品開発研
究会において新薬「パナワン」を開発中（共同研究）であり，平
成17年度にも製品化される見込みである。

・フォーラム富山「創薬」分科会トメックスにおいてインフルエン
ザウイルス「新薬の素」発見。低コストでの量産が可能という利
点があり，今後の商品化を目指している。

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

「 「 （ ）」 ，・ 医薬産学交流センター（仮 ・ 医薬産学交流センター 仮称 設置の必要性等について検討し
称 」設置に向けて検討を開 「産学官連携推進会議」の中で医薬についての産学官交流を推進す）
始する。 (216) Ⅲ ることとした。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

③ 外部資金獲得のための情報発 ・大学所属の研究者の研究課題 ・フォーラム富山「創薬」として研究者情報の作成を検討し，平成
信・サービス等の支援体制の強 や内容等について，学外に向 17年3月に発刊した。
化を図る。 けた広報活動を強化する。 ・富山医科薬科大学研究活動一覧を発行し，ホームページに掲載し

(217) ている。
・ホームページの「産学官連携」のページを刷新し、共同研究や受
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託研究等に関する手続の流れ・関連規程等を掲載したほか、様式
Ⅲ をダウンロードできるように改めた。また 「産学官連携ガイド、

ブック」を刊行し，学外に配付するとともに，教員に対しても知
的財産，産学官連携体制に関する周知を図るため，全学に配付し
た。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・若手研究者の研究助成金獲得 ・過去の研究助成金の申請・採択の一覧表を作成し，役員会等に
増を図るための方策を検討す おいて研究助成金獲得を図るための方策を検討した。
る。 (218) ・日本学術振興会から講師を招き，科学研究費補助金に係る説明

会を開催した（平成16年8月24日 。）
・各学部等の教授会等（平成16年10月）において，科学研究費補

Ⅲ 助金の一部改正について説明するとともに，申請の促進を要請 し
た。
こうした全学的な啓発活動の結果，平成16年12月申請の平成17年
科学研究費補助金の申請件数は，前年度より64件増（前年度比17.
7％増）となった。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・治験管理センターを整備し， ・治験管理センターに治験業務への取組み及びネットワーク構築の
県等との連携の促進を図る。 ため，従来分散していた職員を集中化した 。。

(219) ・富山県内の治験ネットワーク発足（中規模病院2件，平成16年7月
22日）及び富山県が構築した治験ネットワーク（県内の診療所規

Ⅲ 模の病院）に積極的に協力し，富山県との連携を図っている。
・治験管理センターの業務の業務委託を図り（平成16年11月 ，治）

。 ，験管理センターの整備をした 業務の外部委託をすることにより
より専門的な職員の対応が可能となった。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・本学の生命科学実験センター等の学内共同利用施設を地域社会（自己財源の増加） ・民間企業等へ学内共同利用施
の企業・教員等に提供し，地域の産業育成・理科教育及び産業① 大学の保有する施設・知的財 設の設備・機器等を開放する
育成教育に貢献することを目標に「学内共同利用施設施設利用産等を活用して，自主財源の増 ため，必要な学内の諸規程を
研究員規程」を平成16年4月に制定し，民間企業の施設利用加を図る。 整備する。(220)
を可能にした。また，それに伴い，利用料金を設定した。Ⅲ

・学外者向けのホームページを整備し，利用施設等を紹介し利用
（ ）。促進を図る方策を検討していく 平成16年度利用者実績：5人

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

（ 。）② 受験料，授業料等の学生納付 平成１６年度は特記事項なし
金の見直しを行う。

ウェイト小計

ウェイト総計
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Ⅲ 財務内容の改善
２ 経費の抑制に関する目標

効率的な業務運営による固定的経費の抑制を図る。
中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

（経費の節減） ・省エネルギー対策推進要項を ・教育・研究・診療等の施設環境の整備充実を図る一環として「施
① 教育研究に必要な経費の充実 制定する。(221) 設マネジメント委員会 において 省エネルギーの推進のため 富」 ， 「
に努めるとともに，エネルギー 山医科薬科大学省エネルギー推進要項」を制定した（平成16年6月
等の経費の効率化，省力化を進 Ⅲ 22日 。）
める。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・省エネルギー計画（熱及び消 ・ 施設マネジメント委員会」で制定した「省エネルギー推進要項」「
費電力の１％の削減）を実施 に基づき，全学的な省エネルギーに努めた。
する。 (222) 特に附属病院においては，法人化後の健全経営を目指す観点か

ら 「附属病院収支改善基本方針」を定め，その中で 「医療経費， ，
年度計画（235）参照 の削減」とともに 「光熱水量の節減 ①職員自身による省エネ，

対策の実行 ②冷暖房の適時適温運転」を掲げ，積極的に励行し
た。これにより次のとおりの節約率を達成した。

Ⅳ 平成１６年度 平成１５年度 節約率
電力 14,152,660(kw) 14,555,776(kw) 2.8(％)

155,144,733(円) 157,088,093(円) 1.2(％)
ガス 358,107(㎥) 372,273(㎥) －（※）

14,671,930(円) 15,862,314(円) 7.5(％)
市水 189,712(㎥) 210,569(㎥) 9.9(％)

35,025,626(円) 39,039,332(円) 10.3(％)
（※）平成１６年１１月，都市ガスから天然ガスに転換しており，

天然ガスは発熱量が2.2倍のため使用量は比較のために2.2倍に
したものである。実際の使用量とは異なるため，節約率は金額
のみを掲載した。

・平成17年度は 「施設マネジメント委員会」を通して，全部局に，
おいてこうした積極的な省エネルギーの励行を図っていく。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

ウェイト小計

ウェイト総計
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Ⅲ 財務内容の改善
３ 資産の運用管理の改善に関する目標

全学的かつ経営的視点に立った大学の資産の効率的・効果的な運用を図る。
中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

（資金等の管理・運用）（効率的運用） ・資産の運用管理体制の整備につ
・ 富山医科薬科大学会計規則」を制定し，財務及び会計に関する① 資産の運用管理を担当する組織 いて検討する。(223) 「
基本規則を定め，資金の効率的調達と運用の手続については「富及び関係諸規定を整備し，資金
山医科薬科大学資金管理規程 ，固定資産の取得，維持保全，運及び有形固定資産の運用管理並 」
用及び処分等に関する手続等については「富山医科薬科大学固定びに施設マネジメントの体制を
資産取扱規程」において定めた。確立する。

・資金の管理運用は，役員会における執行計画のもと，これら規程
に基づき行われている。
また，役員と事務が一体となって改善努力をした成果等は次のと
おりである。

＜改善したもの＞
年度計画(229 （230）参照 ① 国立大学法人総合損害保険への加入内容を検討することによ）

り，財務リスクの受容や転嫁に関する検討が深まった。
② 従来の賃貸借取引のうち，経済的実態からリース取引（ファイ
ナンスリース）として取り扱うものを明確にした。案件ごとに

Ⅲ 資産部分と金利部分を分けることにより，財務内容開示の適正
性を高めた。

③ 取引銀行と当座勘定貸越契約を締結し，低金利での短期借入枠
を設定した。

④ 決済用預金に振り替えて，ペイオフ解禁対策を実施した。
⑤ 未収附属病院収入（債権）に徴収不能引当金を計上し，財務内
容の健全化を行った。

（施設の管理・運用）
・大学の保有する，教育・研究・診療等の施設に係る効率的運
用及び管理を図る組織として「施設マネジメント委員会」を設
置し，有効活用の推進・活性化を図るため「富山医科薬科大学
施設の有効活用に関する要項」を制定し，運用を図っている。
また，全学共通スペースの有効活用を図るため 「全学共通スペ，
ースの使用内規」を定め，共通スペースの貸与に関する取り決め
をしている。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

富山医科薬科大学施設の有効活用に関する要項」に基づき，・施設マネジメント委員会におい ・「
施設の使用実態を調査し，その効率的運用管理を図るため，施て，施設の効率的運用管理につ
設マネジメント委員等による構内巡視を行った。また，早急にいて 継続的に検討する (224)， 。
改善可能な事項については，その都度改善指示をした。

構内巡視の実施
平成16年7月20日～11月24日の間で8回

・巡視結果に基づき，施設マネジメント委員会において「巡視の際
年度計画(174)(233)参照 の改善指示に対する改善状況報告，改善事項への対策検討及び今

Ⅳ 後の検討すべき事項等を確認した。
＜成果＞

不要物品等の撤去・整理
看護師宿舎の有効活用 等
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＜今後の改善事項＞
狭隘部分の解消

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

ウェイト小計

ウェイト総計
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財務内容の改善に関する特記事項Ⅲ

〔財務内容の改善に関する取り組み〕 ２ 研究の活性化と産学連携の推進による外部研究資金の獲得増への対応
１ 附属病院における経営の効率化等 （フォーラム富山「創薬」を中心とした産学官連携）

本学は，平成１７年１０月に３大学の再編・統合により新「富山大学」に移行する フォーラム富山「創薬」は 「クスリの富山」をキーワードに，平成１２年に創設さ，
が 「附属病院」の財務は収入・支出とも大きな比率を占めているため，その「健全経 れ，本学が主導する体制のもとに運営が行われている産官学連携組織である。学長・理事，

， 。営」を目指し，病院長を中心に精力的に様々な改革を実施した。 及び医・薬学部教授が主要役員として参画し 事務局は本学産学官連携室に設置している
まず，経営の効率化を図るため，経営面のサポート体制を見直し，経営戦略的観点 毎年，総会及び研究会（年３回）を開催し，産学官の研究紹介，情報交換・交流の促進の

から施策を検討実行する組織として，経営担当の副病院長を中心とし，病院長の直下 場としている。
に「附属病院経営企画部」を設置した。 フォーラム活動を推進させるための分科会組織として「富山県オリジナルブランド医薬
「附属病院経営企画部」では，毎月１回会議を開催し，病院経営管理指標のリアルタ 品開発研究会」と「TOMECS (Toyama Medicinal Chemistry Society)」を設置しており，前
イムな提示と問題点の討議を行っている。また，全診療科及び診療部門を対象に現況 者は富山のクスリ（配置薬）の新ブランド創出を目的に，本学，県薬業連合会及び富山
ヒアリング（５月）や病棟の病床稼働率及び状況ヒアリング（１０月 ，現場の視察を 県が連携して運営しており，平成１６年２月に本学和漢薬研究所の教員が開発した新配）
実施し，現場に即した改善策等を実施した。 置薬「パナワン （現代の生活習慣病を意識し，１１種類の生薬を配合した滋養強壮保」
さらに 「医療材料の標準化については，２００品目の現状を４００品目まで増加さ 健薬）が１７年度にも製品化される見込みである。後者は薬のシーズ探索及び製造方，
せる 後発品薬剤を全薬品の８％まで採用する といった具体的数値目標を掲げ 法に関する情報交換を通して技術面から企業をサポートすることを目的に，本学，富山。」，「 。」 ，
経費節減に取り組んだ。 大学，県立大学，県薬事研究所の有機化学及び関連分野を専門とする研究者が連携して
職員の意識変革を図るため，５月に「附属病院収支改善基本方針」を定め，１０月 いるが，平成１６年１１月に，この研究会の活動の一環として新物質の発見に取り組ん

には「病院経営ニュース」を創刊し，それぞれ全職員に配布した。外部専門家による でいた本学薬学部と医学部の教員らの研究グループが 「インフルエンザウイルスの増，
「病院経営特別講演会」も５回行った。 殖を抑制する新型抗ウイルス」を発見し，今後の商品化を目指している。
また，省エネルギーや医療廃棄物の減量化などについても医師，コ・メディカルが こうしたフォーラム富山「創薬」を中心とした活動により，産官学の共同研究拠点

一体となって取り組み，成果を上げている。 として，富山県の出資による寄附研究部門「和漢薬製剤開発研究部門」が平成１６年
こうした附属病院の収益改善努力については 「日経メディカル」誌(2005年5月号） ７月に開設され，産学官交流による共同研究が推進されている。，

に具体的に紹介されているので，以下に転載する。 また，学内においても，産業界との連携を深め，研究成果の公開，共同研究推進体
「富山医科薬科大学は努力の結果，一定の成果をあげた大学病院の一つ。２００３ 制の整備，産学官の連携事業の推進を図るため，研究推進・産学連携担当理事のもと

年度は予算が達成できず，文部科学省から約２億円の追加予算を受けた。さらに，２ に 産学官連携推進本部 を設置するとともに 産学官連携推進経費 を措置し 知「 」 ，「 」 ，「
００４年度の予算では４億５０００万円の節減が必要となった。ところが現在は地域 的財産本部」や「産学連携室」の充実を図るため重点的に措置している。
の医療機関からの紹介率と病床稼働率をそれぞれ上げ，更にコストを削減することで
収支の改善に成功，年間１億円の利益を生むまでになった。 ３．全学的かつ経営的視点に立った大学の資産の効率的・効果的な運用
昨年４月に小林正氏が病院長に就任した時点では 平均在院日数の短縮を進めた結果 （マネジメント委員会を中心とした資産の管理運用）， ，
病床稼働率が８２～８３％ まで低下してしまっていた。そこで行ったのが 全学的かつ経営的視点に立った大学の資産の効率的・効果的な運用を図るため「施（※上半期）

開業医の“囲い込み”と患者サービスの向上だ。その結果，１年前には４０％程度だ 設マネジメント委員会」を設置し 「施設の有効活用に関する要項 「全学共通スペー， 」，
った紹介率は現在 ５０％近くまで上昇し 病床稼働率も平均９４～９５％ スの使用内規 「構内施設巡視要領」等を制定した。， ， 」，（ ）※下半期

と高い水準となった。６１８床中６１７床が埋まる日もあるという。 また，特定の事項を取り扱うために部会設置を可能とし，附属病院では病院再整備
開業医向けの対策としては，研究会を開き，その参加者に医学部の図書館を自由に 計画の見直しを行うために「病院再整備推進委員会」を設置した。

使えるようにしたほか 教授や院長が研究会後の懇親会に参加し 意思疎通を図った 学内各スペースの使用状況の確認及び使用実態に係る問題点を把握するために，実際， ， 。
また，３人の開業医を地域連携室のオブザーバーとして招き，開業医が大学病院に何 に「施設マネジメント委員会」委員が構内を定期的に巡視し（平成１６年度は８回 ，）
を求めているかについて意見を聞いている。 現場で不要物品の撤去・整理の指示を行うとともに課題・要望等のヒアリングを行っ
今後は紹介数の多い診療所に感謝状を出し，それを提示してもらう考えだ。これに た。こうした巡視結果を基に委員会において，限られたスペースの有効活用を図る観
より診療所にとっては患者に対して大学病院との連携が強いことをアピールできる材 点から全学的な見直し・改善に向けての対策等を検討，実行した。
料となり，大学病院側は紹介率の向上を期待できる。臨床教授のポストを開業医に積 平成１６年度中に実施・改善された事項としては次のようなものが上げられるが，
極的に付与することも考えている。 委員会機能は充分に発揮され，多くの成果を上げている。
患者サービスについては，患者からの苦情のほとんどは食事とトイレ，駐車場，待 ・ 看護師宿舎の有効活用」を図るため，看護師以外の入居も可能とした。「

ち時間の４種類に集約されることに注目，まず病棟のトイレをすべて温水洗浄便座に ・和漢薬研究所の機械室の空きスペースの有効活用として，機械に影響のない範囲
変えるとともに，点滴したままでも入れるように広く改装した。 で，間仕切りを行い，機材の一時保管スペースとした。

，一方で，コスト管理も徹底して進めた。材料費の引き下げの交渉とともに，昨年ま ・卒後臨床研修センターの研修医ルームが平成１７年度は人員増で狭隘となるため
でほとんど導入していなかった医薬品の後発品の比率を約８％まで高めた。 センターをより広いスペースへと移設した。
また，医療機器の修理にかかるコストに注目し，修理専門の医療機器センターを院 ・附属病院老朽化に係る点検結果に基づき，病棟トイレの改修を実施した。

内に設置した 「修理を内製化することで，シリンジポンプなどの修理で年間数千万円 ・有効活用の観点から病床利用の見直しを行った結果，病床稼働率が改善した。。
の削減になる （小林氏）今後は各診療科を純利益で管理，医師１人当たりの収入に応 ・外来スペースの見直しを行い，総合診療部及び神経内科の診療スペースを確保し」
じて，助手やスペースなどの配分を行っていく予定だ 」 た。。

・巡視の結果汚れの目立った病棟廊下床面を本格的に美化清掃した。（※は本学で補足）
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富山医科薬科大学

自己点検・評価及び情報提供Ⅳ
１ 評価の充実に関する目標

第三者評価を含む評価を行い，評価の客観性を高め，大学運営の改善に活用する。中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

， ， ，（客観的評価の実施） ・全学的な教育研究 社会貢献 ・中期計画及び年度計画の策定等並びに点検及び評価の対応のため
① 教育研究活動，社会貢献及び 組織運営を点検評価するため 全学委員会として「計画・評価委員会」を設置した。
組織運営等に関する評価を積極 の「計画評価委員会」を設置 計画・評価委員会では，次の事項等に対応する。
的に導入する。 する。(225) 中期目標・中期計画及び年度計画の基本方針の策定，実施，

公表等
本学の点検評価の基本方針の策定，対応等
点検評価の結果に基づく改善
委員会開催回数 ４回(平成16年4月20日, 5月18日,7月15日.

12月27日)
・計画・評価委員会の下に専門部会を設置し，委員会が所掌する事

。項について具体的な作業への対応を図ることができることとした
Ⅲ ・評価に関し必要な調査・分析等を行うため 「マネジメント情報，

分析室」を設置した。
マネジメント情報分析室では，次の事項等に対応する。

マネジメント情報管理システムの設計・運用に関する事項
目標・計画及び評価のための情報収集及びその分析に関す
る事項

マネジメント情報分析室を運営するためのマネジメント情報ワ
ーキンググループを組織した。
ワーキンググループでは，マネジメント情報分析室のあり方の
検討並びにマネジメントデータの集積及び学内公開を行った。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を順調に実施している と判断する

・ 計画評価委員会」において ・規程等の整備「
点検評価に関する基本方針及 中期目標・中期計画及び年度計画の策定等，点検及び評価への
び実施手順の策定，規程等の 対応のため 「計画・評価委員会」を設置した。また，同委員会，
整備を行う。(226) 規程を定めるともに 「点検評価実施細則」を定めた。，

Ⅲ 国立大学法人富山医科薬科大学計画・評価委員会規程
国立大学法人富山医科薬科大学点検評価実施細則

・ マネジメント情報分析室」を設置し，必要な事項を定めた。「
富山医科薬科大学マネジメント情報分析室設置要項

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

（ 。）② 自己評価，外部評価，第三者 平成１６年度は特記事項なし
評価機関による評価の結果を大
学運営に反映させる。

ウェイト小計

ウェイト総計
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富山医科薬科大学

自己点検・評価及び情報提供Ⅳ
２ 情報公開等の推進に関する目標

社会に対する説明責任を果たすために，管理運営・教育研究に関する情報公開を促進する。中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

・社会に開かれた大学としての情報公開推進については，平成15年度か（体制整備） ・広報体制を充実させ，全学ホ
① 広報体制を整備し,大学の管 ームページ，公開講座，シン 平成15年度においてはら積極的に取り組んでおり，

①「広報室」を設置し，事務官1名を専任とした （その他兼任1名）理運営・教育研究活動・財務内 ポジウムの開催などを通じた 。
容等の情報を公開する。 企画及び広報機能を強化する ②大学の行事等をよりタイムリーに紹介する広報誌「医薬大トピ

など，社会に開かれた大学と ックス」を発刊（年4回）した。
。して情報公開を推進する。 ③ホームページのデザインの刷新及び情報更新の促進等を行った

(227) 平成16年度は，15年度の実績のもとに更に充実させ，
①広報室を事務職員２名の専任とした。
②広報体制を充実させるため，全学委員会として「広報委員会」
を設置した。
広報委員会では，次の事項等に対応する。
広報活動に関する基本方針の策定
広報活動に関する各部局等との連絡調整

Ⅳ 全学的な事項に関する広報誌等の編集方針の策定
ホームページの編集方針策定及び管理

③広報誌を見直し，受験生向けリーフレットを発刊し 「大学概，
要」のデザイン・企画を一新した。
④広報室からマスコミに対し積極的に記者会見を行うとともに，

， ， 。公開講座 地域開放特別事業 夏季セミナー等のＰＲを行った

・また，本学の知的情報の提供・公開に関しては，一般市民等を対
象とした公開講座「健やかに生きるために」や富山県内の看護師
を対象にした公開講座「富山県糖尿病ナース養成 ，小中学生及」
び父兄を対象とした地域開放特別事業「富山発バイオサイエンス
２１ ，全国の薬学を学ぶ学生等に対する「和漢薬研究所主催の」
夏季セミナー」や「民族薬物資料館」の資料公開 「薬学部附属，
薬用植物園」の一般公開など，各種の企画を幅広い層に対して行
っている。

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

ウェイト小計

ウェイト総計
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富山医科薬科大学

自己点検・評価及び情報提供に関する特記事項Ⅳ

１ 自己点検・評価について その他，学会，セミナー及びシンポジウム等の活動，教員個々の研究成果等につ
１）自己点検・評価体制の見直し いては，随時情報提供し新聞及びテレビ等で取り上げられている （平成１６年度６。

本学では，平成１６年４月の法人化後の点検評価等に，全学的，機動的及び柔軟 １件）
に対応できる組織として，全学委員会としての「計画・評価委員会」を設置した。 ３）学内施設の見学案内・一般公開等
同委員会は，①中期目標・中期計画及び年度計画の基本方針の策定，実施及び公表 本学では，教育研究の紹介及び地域へのサービス等を図るため，学内の研究施設
等，②本学の点検評価の基本方針の策定及び対応等，③点検評価の結果に基づく改 を一般公開している。薬学部附属薬用植物園では，教育研究用として栽培している
善等を担当する。 約１,８００種類の薬草を年２回（春・秋）一般公開している。見学者総数は５７９
構成員は，理事，学部長等の部局長，学長補佐及び事務局の部長とし，全学的な 人であった。

立場及び主導による点検及び評価等の基本方針等を策定し 実行する 学長補佐 ６ 和漢薬研究所の民族薬物資料館では，生薬標本（約２３,０００点 ，植物押し葉， 。 （ ）
人）を構成員に加えることにより，全学的な立場に立った企画運営と，学部長と共 標本（約３２,０００点 ，その他生薬製剤及び配置薬資料（約２００点）を展示し）

， 。（ ）に学部等間との企画，調整及び実施等を行うことができる。 ており 年１回一般公開している 平成１６年度見学者４８人・併設講演会４０人
同委員会には，専門部会を置くことができ，現在，年度計画事項の策定及び実施 その他に同資料館には，１年間で８７４人（外国から６９人）の見学者が訪れて

状況等の点検評価のため４つの専門部会を設置し，具体的な作業への対応を図って いる。
， 。いる。 一般公開に当たっては 広報室が中心となり新聞及びテレビ等へＰＲを行っている

今後，認証評価及び外部評価等に対しても同委員会が中心となり，全学的な基本
方針等の策定，実施等を行う。 ３ 公開講座及び研修会・研究会等

２）評価に関する調査・分析等について 本学の医学部，薬学部，和漢薬研究所及び附属病院等での教育研究等の専門知識を
評価に関し必要な調査・分析等を行うため，平成１６年４月「マネジメント情報 地域へ還元するため，一般市民及び医療従事者等を対象として，公開講座，研修会及

分析室」を設置した。マネジメント情報分析室では，①マネジメント情報管理シス び研究会等を定期的に実施している。
テムの設計・運用等，②目標・計画及び評価のための情報収集及びその分析等を担 公開講座は，毎年健康をテーマとして「健やかに生きるために」と題し一般市民等
当する。 を対象に実施，看護師を対象に「富山県糖尿病ナース養成」を実施している。
同室を運営するために「マネジメント情報ワーキンググループ （教員・事務・情 地域解放特別事業で，小・中・高校生，保護者を対象として「富山発バイオサイエ」
報処理担当者 計１０人）を組織した。現在，教育，研究，社会サービス及び財務 ンス２１」を実施している。
等に関する情報を収集し，データ化し試行的に公開している。教員個人に係る業績 また，研修会等としては，地域の産業界及び製薬企業等との連携による「フォーラ
及び科学研究費補助金等のデータ収集・蓄積等，また，平成１７年１０月の３大学 ム富山「創薬 ，全国の希望者を対象に和漢薬に関する講義・意見交換等の「和漢薬」」
の再編・統合後における共用のデータベースシステム等についても検討している。 研究所主催の夏季セミナー 等 地域の医療機関の医師等への最新医療情報提供等 地」 ， 「

域医療連携研修会」等多数がある。
２ 情報提供等に関する対応について このような企画等の実施においても，広報室が幅広く広報活動を行っている。

本学では，法人化後，社会への情報提供を推進するため，広報体制を充実し，全学
ホームページ，シンポジウム，研修会及び学内研究施設の一般公開等を企画・実施し
ている。広報室の設置及び全学委員会として「広報委員会」を立ち上げ，情報提供等
における組織及び基本的な考え方等の一元化を図った。
広報室においては，①ホームページの充実を図り，情報提供を充実する。②これま

， ， ，での広報誌の見直し ③公開講座 シンポジウム及び研修会等に伴う広報支援の推進
。④マスメディアの活用による地域への情報提供等をより一層積極的に行うこととした

１）広報誌等
広報誌としては 「概要 （年１回２,０００部）をより見やすく大学を紹介できる， 」

よう専門会社からデザインコンペを取り入れデザイン・企画を一新した ，新たに，。
大学の行事等の紹介広報誌「医薬大トピックス （年４回各１,５００部）を発行，」

地域医療機関への医療情報等を提供するため「病院だより （年３,４回 各５７０部）」
発行，外来・入院患者を対象として「ベッドサイドかわら版 （２ケ月毎に各を 」
１,５００部）を発行している。
２）マスメディア等の活用

大学の教育研究状況等を地域へ情報公開するため，積極的にマスメディアを活用
している。平成１６年度においては，
「北京大学医学部との相互間の薬用資源研究における国際拠点の設置の経緯等」
「新型抗ウイルス活性物質の発見の経緯・概要等」
「和漢薬研究所寄附部門・和漢薬製剤開発研究部門の設置の経緯等」
「生体部分肝移植の実施に係る概要等」 など

などについて，大学からの情報提供により記者会見を行った。
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富山医科薬科大学

その他業務運営に関する重要事項Ⅴ
１ 北陸地区の国立大学連合に関する目標

教育研究等の活性化を目的に結成された「北陸地区国立大学連合」を強化し発展させる。
中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

北陸地区国立大学連合」は，北陸地区国立大学（現国立大学法人）（連携の推進） ・北陸地区国立大学連合学長・ ・「
① 教育研究・業務運営面での協 協議会において，教育研究の 北陸３県の国の教育研究の活性化を図ることを目的に平成14年度に

（ ， ， ， ，力体制の推進を図る。 向上への取り組みや業務内容 立大学 富山医科薬科大学 富山大学 高岡短期大学 金沢大学
で設置したものである。の連携，効率化のための検討 北陸先端科学技術大学院大学，福井大学）

「連合学長会議」のもとに事業運営の調整を行うため，副学長及びを引き続き行う。(228)
事務局長等で構成される「連合協議会」を置いている。

， 「 」，また それぞれ専門的な事項の検討・連絡調整のため 学生教育系
「学術研究系 「医療系 「図書館系 「社会貢献系 「事務系」」， 」， 」， 」，
の各専門委員会が設置されている。
「 」 「 」 「 」連合学長会議 及び 連合協議会 で 学生教育系専門委員会は

年度計画（194）参照 双方向遠隔授業の平成17年度実施に向けての事での検討を受け，
。項及び単位互換の包括協定に関する事項を中心に検討がなされた

なお，双方向遠隔授業システムは17年度前学期に構築し，後学
期に試行を行った上で平成18年度から本格運用する予定である。
その他，次の事項が検討された。

Ⅲ 人事交流・研修の在り方について
北陸地区国立大学連合における事業の推進について
「特別教育研究経費」及び「特色ある大学教育支援プログラム」
等への申請について
各種競争資金への申請について
また，各専門委員会においては次の活動を行った。

「学生教育系 ・・双方向遠隔授業の実施に向けた検討及び単位互換」
の実施に向けた検討

「学術研究系 ・・共同研究の研究課題に関するアンケート調査の実」
施

「医療系 ・・・・北陸先端医学・医療連携推進事業のブラッシュア」
ップ

「図書館系 ・・・コスト削減に向けた検討」
「社会貢献系 ・・６大学連携による「まちなか」セミナーの実施」
「事務系 ・・・・事務系職員の人事交流の拡大並びに共通的業務の」

集中化及び効率化の検討

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

（ 。）② 情報ネットワーク等を活用し 平成１６年度は特記事項なし
た共同事務処理の可能性につい
て検討する。

ウェイト小計

ウェイト総計
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その他業務運営に関する重要事項Ⅴ
２ 施設設備の整備等に関する目標

1) 大学としての施設設備の整備に係わる基本方針を明確にし，国際的水準を満たす教育・研究・診療環境等の
効果的かつ効率的な整備に努めるとともに，安全で，快適なキャンパスづくりを推進する。中

2) 地球環境保全に配慮したキャンパスづくりを推進する。期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

（施設設備計画） ・有効活用要項を制定する。 ・教育・研究及び診療の進展を図り，施設整備を計画的に行うとと
① 施設マネジメント体制に基づ (229) もに，大学が保有する全ての施設を有効に活用するため，全学委
く 施設整備・活用を推進する 員会として「施設マネジメント委員会」を設置した。， 。

「施設マネジメント委員会」では，次の事項等に対応する。
施設マネジメント体制を整備し，施設の整備・活用及び安全

の確保を推進する。
年度計画（223)(224)参照 施設利用者の要望に配慮し，教育・研究・診療等の諸活動の

機能を高めるために必要な施設の整備を推進する。
。教育・研究・診療等に係る既設スペースの適切な配分を行う

施設の維持管理及び安全管理等に要する経費の確保を図る。
・施設マネジメントに関する諸課題を整備するにあたり，必要な事
項を検討し 提言するため 施設マネジメント委員会 の下に 施， 「 」 「
設マネジメント部会」を設置した。

Ⅳ ・全学的な施設の有効活用を促進し，一層の活性化に資することを
目的とするため 「富山医科薬科大学施設の有効活用に関する要，
項」を制定した。
施設の使用実態を調査し，その効率的運用管理を図るため，施・
設マネジメント委員等による構内巡視を行い，改善指示等を行
った。
（構内巡視の実施：平成16年7月20日～11月24日の間で８回）
また，巡視結果に基づき，施設マネジメント委員会において，

改善事項への対策，有効活用について検討し 「看護師宿舎の有，
効活用」等を図った。

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

・全学共有スペース施設の使用 ・ 施設の有効活用に関する要項」に基づき，全学共通スペース施「
内規を制定する。(230) 設の有効活用を行う取り決めとして 「全学共通スペース施設の，

Ⅲ 使用内規」を制定した。

以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・患者満足度調査結果を基に，病棟トイレの洋式化への全面改装等② 学生の自己学習の支援，総合 ・病棟アメニティー等の整備を図
を実施した。 平成16年7月より病棟トイレの全面改装開始，11月的な研究の推進等，教育・研究 る。(231)
より使用可能となった。また，平成17年1月に洋式化した病棟トイ・診療活動の質を高めるために
レの患者満足度を追跡調査した。必要な施設設備の整備拡充を図

Ⅳ ・施設マネジメント委員会委員を中心とした構内巡視の結果，汚れる。
年度計画（140）参照 の目立った「病棟廊下」を本格的に美化清掃した。病棟廊下床面

が，剥離清掃により，明るくなった （平成16年11月～2月実施）。

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

・以前からの検討を経て策定された改善計画に基づき，今年度は，・学内のインフラを整備する。
学内のインフラ整備として，学内の高圧ケーブルの改修，病棟の(232)
ナースコール設備の改修，病院の医療ガス設備の増設等の整備を

Ⅲ 行った。
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以上の状況から,「年度計画を実施している」と判断する。

． ， ，③ 学生と教職員の安全を確保 ・教育・研究・診療等の学内施 ・ 学生と教職員の安全を確保し 福利厚生の充実を図るとともに
し, 福利厚生の充実を図るた 設の適正な点検を行う。(233) 施設の現状を把握し，早期対応を行うことにより 事故等を最小限

「 」 。め，施設設備の点検整備に努め に止め経費の節減を目的として 構内施設巡視要領 を制定した
る。 ・ 構内施設巡視要領」により，施設マネジメント委員会が中心と「

年度計画（224)参照 なって毎月1回の施設巡視を実施している。
Ⅳ 居住空間の使用状況

エネルギーの使用状況
危険個所及び未整備箇所の整備状況
機器等の設置状況及び運転状態
施設の清掃状況

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

④ 歩道や駐車場等の整備を行 ・学内駐車場等，学内交通計画 ・学内違反駐車を排除し，歩行者の安全や病院利用者駐車場を確保
い，歩行者の安全を確保し，学 の見直しを図る。(234) するため，従来から違反駐車の取締り等を行っていたが，平成１
生，教職員，病院利用者にとっ ６年度は「学内駐車場の狭隘度及び駐車実態調査」を実施した上
て快適なキャンパスを目指す。 で，全駐車場のゲート化及び有料化を実施した。

これまで1,2年次学生にはマイカー通学を禁じていたが，実習が
夜遅くまであるため，無許可車両も多く，学内のいたるところで
路上駐車，多重駐車がなされている状態が続いており，この解消
が長年の課題とされていた。
平成14年度に患者駐車場のゲート化（無料）を実施し 「患者，

駐車場」を確保したが，それ以降，一層路上駐車が増加すること
となり，平成16年度に入り職員・学生用全駐車場のゲート化（有
料化）の実施に向け具体的な検討を役員会を中心に行った。
7月に民間業者による駐車場の実態調査を実施し，その結果報告

に基づき，9月にワーキンググループを設置し，ゲート化に向けた
より本格的な検討を行った。

Ⅳ 平成17年1月に，ワーキンググループからの答申に基づき，次の
基本事項を定めた。
①駐車料金：1時間以内は無料。駐車許可車両に対し，パスカード
（学生500円／月，職員及び業者等1,000円／月）を発行する。
（患者，見舞客は，従来どおり無料）
②学生だけが違反駐車ということで駐車場から閉め出されるので
は，根本的な解決にはならないので，従来マイカー通学が禁止
されていた1,2年次生について「カリキュラム上，２年次生から
実習が開始となるため，2年次生については申請があれば許可す
る。1年次生は事由があれば認める」こととした。
③学生の自家用車の増加に対処するため，遺跡のない場所（富山
市教育委員会に確認）で本学施設に支障を生じない範囲で100台
分の臨時駐車場を確保するとともに，午後は患者が少なくなる
外来駐車場を，12:30～翌日8:00 まで開放することとする。

この基本事項に従い，平成17年3月から全学ゲート化（有料化）を
実施した結果，学内の違反駐車は姿を消し，当初の目的は達成され
た。

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

（地球環境保全） ・省エネルギーの推進や廃棄物 ・ 施設マネジメント委員会」で制定した「省エネルギー推進要項」「
① 省エネルギー，廃棄物の減量 などの環境汚染物質の減量に に基づき，全学的な省エネルギーの推進に努めた。
等の推進を図る。 ついて検討する。(235) 特に附属病院においては，法人化後の健全経営を目指す観点か

ら 「附属病院収支改善基本方針」を定め，その中で 「医療経費， ，
の削減」とともに 「光熱水量の節減，

①職員自身による省エネ対策の実行
Ⅳ ②冷暖房の適時適温運転

年度計画（222）(237)参照 を掲げ，積極的に励行した。これにより前年度と比較して，消費
， （ ） 。電力量で2.8％ 水道水 市水 で9.9％の使用量削減を達成した

また，感染性廃棄物に関しては，平成15年度は１２０,０１５㎏
であったが，平成16年度は９５，６６２㎏に減量した。

(20.3％の減)

「 」 。以上の状況から, 年度計画を上回って実施している と判断する

・環境汚染物質の学内排出基準 ・都市ガス（６Ｃ）が天然ガス（１３Ａ）に切り替わるため，排出
の見直しに着手する。(236) 基準を見直した。

Ⅲ ・平成16年12月に天然ガス使用にあわせ，部品を交換した。
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以上の状況から,「年度計画を順調に実施している」と判断する。

・医療廃棄物の扱いについては ・附属病院感染予防対策委員会の下部組織として，感染予防チーム，
引き続き検討を行う。(237) （ＨＩＣＴ：Hospital Infection Control Team）が構成され，感染

防止の観点から医療廃棄物の取扱い・排出量等に関し，調査・検討
確認を行っている （毎月１回定期開催，感染予防対策委員会を通。
して病院運営会議へ報告）

Ⅳ ＨＩＣＴ等による医療廃棄物の分別の徹底指導により感染性廃棄
物の減量化を推進し，２０．３％削減とすることができた。引き

続き減量化に努めている。
平成１５年度 １２０,０１５㎏
平成１６年度 ９５,６６２㎏

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

ウェイト小計

ウェイト総計
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その他業務運営に関する重要事項Ⅴ
３ 安全管理に関する目標

学生及び教職員に対する安全衛生管理体制を充実し，健康で，学びやすく，働きやすい環境作りを推進する。中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

（安全管理・健康管理） ・職員及び学生の安全確保と健 ・本学における無機系及び有機系の各廃液分別区分について，その
① 法令に準拠した毒物，劇物， 康の保持増進を図るとともに 取り扱い及び管理に関するマニュアルの有無を確認するとともに
薬物，放射性同位元素等の取扱 快適な職場環境の形成を促進 構内の廃棄物処理の現状等の調査を実施した。
い及び管理に関するマニュアル することを目的として，法令 ・本学の毒物劇物業務上取扱基準の手引，廃棄物処理の手引き及び
を整備する。 に準拠した危険物及び廃棄物 Ⅲ 生命科学実験センターの各施設利用の手引き等について必要な改

の取扱い及び管理に関するマ 訂等を行い 「危険物及び廃棄物の取扱い及び管理に関するマニ，
ニュアルを整備する。(238) ュアル」を作成した。

以上の状況から,「年度計画を 実施している」と判断する。順調に

② 教育研究活動等における学生 ・安全管理に関する規程を整備 ・ 国立大学法人富山医科薬科大学安全衛生管理規程」を制定「
及び教職員の安全管理体制の充 し，学生及び職員の安全管理 （平成16年4月1日）し，学内の安全衛生管理体制を確立した。
実を図る。 体制を充実させる。(239) ・安全衛生委員会委員の安全衛生に関する意識向上及び共通認識を

図るため，委員会において講習会を実施した。
Ⅲ 安全衛生管理体制に関する講習会（平成16年4月27日）

テーマ： 安全衛生管理体制について」「
講 師：稲寺教授（(医学部公衆衛生学・衛生管理者）

（その他 講習会・研修会については，年度計画240（安全管理・
健康管理）に記載）

以上の状況から,「年度計画を 実施している」と判断する。順調に

③ 講習会等による安全教育を定 ・各業務に応じた安全衛生教育 ・労働安全衛生に関する法律，知識の周知及び意識向上を目途とし
期的に実施する。 のための講習会・研修会等を て，次の講習会等を実施した。

実施する。(240) (1) 講習会「安全衛生管理体制について （平成16年4月27日）」
対象:安全衛生委員会委員
講師:稲寺教授(医学部公衆衛生学・衛生管理者)
「 」 ）(2) 講義 安全衛生について (平成16年度第１回教職員研修会
対象：全教職員 （平成16年6月22日,23日)
講師：庶務課長

(3) 講習会「平成16年度労働安全衛生に関する講習会」
対象：全教職員 （平成16年8月31日）

Ⅳ 講師：稲寺教授(医学部公衆衛生学・衛生管理者)，
湊衛生管理者

(4) 研修会「平成16年度附属病院帰局医師等安全管理研修会」
（平成16年10月25日）

対象：5月以降に採用された医師，研修医，コ・メディ
カル，看護師等

講師：附属病院各部(室)員等
(5) 講義「安全衛生管理体制について （平成16年度第１回教」
職員研修会）

対象：平成16年度第1回研修会を受講していない教職員
講師：庶務課長

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。
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④ メンタル・ヘルスを含む総合 ・職員及び学生のメンタルヘル ・メンタルヘルス，感染予防対策等についての意識向上及びその対
的な健康管理の充実を図る。 ス及び感染予防対策等の実施 策として学内で次の講習会等を実施した。

による安全管理を充実する。 (1) 講義・実技講習会
「 」 ）(241) 職員の健康増進に関する実技講習会 (平成16年8月30日

対象：全教職員
講師：小野寺教授（医学部保健体育 ，）

エアロビクスインストラクター
(2) エイズ講習会(平成16年10月27日,28日）

対象：学生
講師：安岡助教授（感染予防医学）

(3) 心身健康法講習会・自律訓練法講習会
(平成16年11月30日,12月14日，1月24日，2月7日）
対象：学生及び教職員
講師：加藤臨床心理士

・職員を学外の研修会・講習会等へ参加させた。
(1) 平成16年度メンタルヘルス講座

（第1回平成16年9月，第2回平成17年2月）
保健管理センター看護師が参加

(2) 労働衛生管理研修会（平成16年11月 ）
衛生管理者 他１人が参加

Ⅳ ・カウンセリングの実施
(1) 加藤臨床心理士 （水・金曜日16:00～18:00）
(2) 松井助教授（心理学 （第2・4月曜日13:00～15:00））
カウンセリング実績(4～3月）

職員:7件，学生:168件（延数）
※平成１７年度は保健管理センターのカウンセラーを常勤化

・教職員及び学生に対し健康診断及び感染予防対策を実施した。
(1) 定期健康診断

実績(受診者数)：職員:1,204人，学生:1,503人
（受診率は教職員98％，学部学生94.2％）

(2) 特別健康診断（該当する教職員，学生を対象）
(3) ツベルクリン反応検査及びＢＣＧ接種

実績：ツ反(職員:109人，学生116人)
（ ， ， ， ，(4) 抗体検査及びワクチン接種 ＨＢｓ ＨＣＶ 麻疹 風疹

水痘，ムンプス）
実績：HBs（職員:275人，学生:289人）

４抗体(職員:121人，学生：301人)
HCV（職員：238人）

(5) インフルエンザワクチン接種
実績：接種者数(1,059人)

以上の状況から,「年度計画を上回って実施している」と判断する。

ウェイト小計

ウェイト総計
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富山医科薬科大学

その他業務運営に関する重要事項に関する特記事項Ⅴ

〔業務運営に関する取り組み〕 各事業場に産業医や専任の衛生管理者を配置する等，安全衛生管理体制を確立した。
１ 駐車場のゲート化（有料化）による学内交通の整備の実施 体制確立後は，全教職員の安全衛生に対する意識向上のため，安全衛生委員会が中心

安全で，快適なキャンパスづくり」として本年度特に力を注いだものに，駐車場 となって，５回の講習会・研修会等を実施した。「

， ， （ ） ，のゲート化（有料化）による学内交通の整備があげられる。 また 職員の定期健康診断受診は 学内ＬＡＮ 電子掲示板 等で周知を図った上
本学は市街地から離れた地にあり，バス等の公共交通機関の便が充分ではなく，職 学部長・病院長らのトップダウンで教授会・病院連絡会議等を通して全職員の受診を

員の通勤及び外来患者の通院はほとんどがマイカーによるものである上，駐車場スペ 要請した。また，健康診断実施日に出張等の職員に対しては，後日，富山県健康増進
， 。ースについては，本学の周囲に「古墳時代の溝・土坑，奈良～平安時代の土坑・焼壁 センター等を斡旋するなど受診の徹底を図った結果 健診受診率は９８％に達成した

土坑・ピット（柱穴など）が全域に存在する」ため，保護の観点から拡張できない状 （学部学生の受診率は９４.２％ 。）
態にある。このため，駐車場スペースが限られており，１,２年の学生にはマイカー通 さらに，学生・職員のメンタルヘルスについてもその重要性を考慮し，保健管理セ
学を禁じていたが，実習が夜遅くまであるため無許可車両も多く，学内のいたるとこ ンターに臨床心理士(非常勤)を配置して，本学心理学教員とともにカウンセリングの
ろで路上駐車，多重駐車がなされている状態が続いており，この解消が長年の課題と 強化を図った。その結果，学生を中心に多数の相談があったことから，平成１７年度
なっていた。 は臨床心理士を常勤化（週４０時間）することとした。
これまでも，学内の交通委員会で方策を検討し，違反駐車の取り締まりや，違反累

積者に対する交通委員会委員長からの警告などを実施してきたが，抜本的な改善まで ３．附属病院における医療廃棄物の減量及び省エネ等環境保全
は至らなかった。 地域の中核病院として，質の高い医療を提供する」ことを中期目標の基本理念とし「

平成１４年度に入り，まず「患者用駐車場」の確保のため，患者駐車場のゲート化 ており，そのため，医療安全と院内感染予防に関しては，従来から医師と看護士，技
（無料）を実施したが，それ以降一層路上駐車が増加することとなり，平成１６年度 師等コメディカルとが一体となって，万全の体制で臨んでいるところである。感染性
に入り，役員会を中心に，職員・学生用全駐車場のゲート化（有料化）の実施に向け 医療廃棄物の措置に関しては，附属病院感染予防対策委員会の下部組織として，感染
て具体的な検討を実施した。 予防チーム（ＨＩＣＴ：Hospital Infection Control Team）を構成し，感染防止の観
７月に民間業者による駐車場の実態調査を実施し，８月に「許可車両のみの利用で 点から，医療廃棄物の取扱い・排出量等に関し，日常的に調査・検討確認を行ってい

あれば駐車場拡大の必要はない。また，無許可車両の利用を制限するにはゲート等の る。
機器が有効であり，機器を設置しても入庫・出庫の各ピーク時の混乱はない 」とする 環境省からの新ガイドラインに基づき，病院各部署に対して，医療廃棄物の分別の。
結果報告を受けた。これに基づき，９月にワーキンググループを設置し，ゲート化に 徹底及び状況点検を行い 改善すべき事項については個別指導等の上 その結果は ラ， ， 「
向け本格的な検討を行った。１０月にワーキンググループからの答申を受け,平成１７ ウンド報告」として，毎月１回，感染予防対策委員会を通して病院運営会議へ報告し
年１月に次の基本事項を定めた。 ている。
①駐車料金：１時間以内は無料。駐車許可車両に対しパスカード（月額 学生５００ 看護部においては 「感染リスクシールドグループ」を編成し，各部署同士相互チェ，
円，職員・業者等１０００円）を発行する （患者・見舞客は，従来どおり無料） ックを実施し，感染性廃棄物の分別結果等をフィードバックしている。。
②学生だけが違反駐車ということで駐車場から閉め出されるのでは，根本的な解決 こうした取組により，感染性医療廃棄物は，平成１５年度は120,015㎏であったが，
にはならないので，従来マイカー通学が禁止されていた１，2年次生については， 平成１６年度は95,662㎏に減量(20.3％減)している。
「カリキュラム上２年次から実習が開始となる2年次生については申請があれば許 省エネルギーの観点からでは 附属病院の使用量は，電気では全学の４０％弱，水，

可し，1年次生についても相当の事由があれば認める」こととした。 道水では全学の３０％強を占めており，施設単位ではこれまでも圧倒的に消費量が多
③学生の自家用車の増加に対処するため，遺跡のない場所（富山市教育委員会に確 い部署であったが，平成１６年度は 「良質で健全な病院経営，運営を行う 」という， 。
認）で本学施設に支障を生じない範囲で１００台分の臨時駐車場を確保するとと 中期目標達成に向けての経営改善の一環でもあるため，省エネルギーに対して積極的
もに，午後は患者が少なくなる外来駐車場を，12:30～翌日8:00 まで開放するこ に取り組んだ。
ととする。 ５月に病院長のリーダーシップのもと 「附属病院収支改善基本方針」を定め，その，
④料金設定，時間外利用等については，事前に学生・教職員にアンケートを実施す 中で 「医療経費の削減」とともに 「光熱水量の節減 ①職員自身による省エネ対策， ，
るとともに，教職員からの質問を随時受け付け，回答は学内ＬＡＮを通して全学 の実行（こまめにスイッチON／OFF ，②冷暖房の適時適温運転」を掲げ励行した。）
に公開する。 こうした積極的な取組の結果は，電力使用量で2.8％の減少（金額で1.2％減 ，市水使）
この基本事項に従い，細部の対応・検討（学外の民間駐車場の斡旋やシャトルバス 用量で9.9％の減少（金額で10.3％減）の成果となって現れた。

の運行等の可能性等）を行った上で，平成１７年２月に試行，３月からゲート化を本
格稼働した。
この結果，長年の課題であった学内の違反駐車はすべて姿を消し，当初の目的は達

成された。また，現在のところ特段の問題は生じていないが 「より安全で快適なキャ，
ンパス作り」を目指して，今後とも必要な改善を図り，積極的な取り組みを図ること
としている。

２．安全衛生管理体制の整備と健康対策の徹底
法人化により労働基準法及び労働安全衛生法の適用になったことを受け，国立大学

，法人富山医科薬科大学安全衛生管理規程を制定，本学を大学と病院の２事業場とし
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Ⅵ 予 算 （ 人 件 費 見 積 も り を 含 む 。 ） 、 収 支 計 画 及 び 資 金 計 画

※ 財務諸表及び決算報告書を参照

Ⅶ 短 期 借 入 金 の 限 度 額

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

１ 短期借入金の限度額 １ 短期借入金の限度額
１８億円 １８億円 実績なし

２ 想定される理由 ２ 想定される理由
運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により 運営費交付金の受入れ遅延及び事故の発生等により

緊急に必要となる対策費として借り入れすることも想 緊急に必要となる対策費として借り入れすることも想
定される。 定される。

Ⅷ 重 要 財 産 を 譲 渡 し 、 又 は 担 保 に 供 す る 計 画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

附属病院の基幹・環境整備及び全身Ｘ線ＣＴ検査シス 附属病院の基幹・環境整備及び全身Ｘ線ＣＴ検査シ 附属病院の基幹・環境整備及び全身Ｘ線ＣＴ検査シ
テム整備に必要となる経費の長期借入れに伴い、本学病 ステム整備に必要となる経費の長期借入れに伴い、本学 ステム整備に必要となる経費の長期借入れに伴い、本学
院の敷地及び建物について、担保に供する。 病院の敷地及び建物について、担保に供する。 の敷地の一部を担保に供した。

Ⅸ 剰 余 金 の 使 途

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

決算において剰余金が発生した場合は、教育研究、診 決算において剰余金が発生した場合は、教育研究、 該当なし
療の質の向上及び組織運営の改善に充てる。 診療の質の向上及び組織運営の改善に充てる。

富山医科薬科大学



- 71 -

Ⅹ そ の 他 １ 施設・設備に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 予定額（百万円） 財 源 施設・設備の内容 決定額（百万円） 財 源

総額 施設整備費補助金 総額 施設整備費補助金 総額 施設整備費補助金
（ 256 ） （ 76 ） （ 76 ）

・基幹・環境整備 船舶建造費補助金 ・基幹・環境整備 船舶建造費補助金 ・基幹・環境整備 船舶建造費補助金
・全身Ｘ線ＣＴ検査 983 （ ） ・全身Ｘ線ＣＴ検査 （ ） ・全身Ｘ線ＣＴ検査 （ ）
システム 長期借入金 システム 803 長期借入金 システム 802 長期借入金

・小規模改修 （ 727 ） ・小規模改修 （ 727 ） ・小規模改修 （ 726 ）
・災害復旧工事 国立大学財務・経営セン ・災害復旧工事 国立大学財務・経営セン ・災害復旧工事 国立大学財務・経営セン

ター施設費交付金 ター施設費交付金 ター施設費交付金
（ ） （ ） （ ）

（注１）
(注２)

○ 計画の実施状況等

実施状況
・基幹・環境整備

基幹整備（病棟便所）工事
基幹整備（高圧ケーブル等）工事
基幹整備（病棟便所機械設備）工事
基幹整備（医療ガス設備）工事

・全身Ｘ線ＣＴ検査システム
全身Ｘ線ＣＴ検査システム 一式

・小規模改修
生命科学実験センターＲＩ棟空気調和設備工事
薬学部研究棟特殊空調設備改修工事

・災害復旧工事
医学部看護学科研究棟空調機取替工事
医学部研究棟等エレベータ修繕
エレベータ復旧工事

計画と実績の差異
・全身Ｘ線ＣＴ検査システム一式の契約金額が計画の予定額よりも1.15百万円下回ったため。
・上記以外は，当初予定のとおり実施した。

富山医科薬科大学
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Ⅹ そ の 他 ２ 人事に関する計画

中 期 計 画 年 度 計 画 実 績

２．人事に関する計画
・教員選考（主として教授）においては，国際公募を含む公募制を採用① 教員選考（主として教授）については，公募制（国際公募を含む ）。

「Ⅱ業務運営の改善及び効率化に関する目標を達成するを採用し，一部リストアップ方式を併用し，公正で適切な人事を行う。 するなど，公正で適切な人事を行う。

ための措置」P45～49参照
・教員組織の見直しを開始する。② 講座等編成の検討を行い，適切で柔軟な人員配置を図る。
・薬学部で，６年制化に対応した教員構成を検討する。

・評価システム整備のための必要事項について検討を開始する。③ 教職員の業績の適切な評価システムの整備を図る。
・教育職員の業績評価のためのデータ収集，管理の方策を検討する。

・任期制を更に推進する。④ 全教員に対する任期制を推進する。

・子育てを支援するための職場環境の整備・改善の検討を進める。⑤ 男女共同参画の推進を図り，女性教職員の比率を高める。
・大学運営への女性の参画機会の拡大及び管理職への登用の方策を検討
する。

・事務職員等の新規採用に当たっては，原則として東海・北陸地区国立⑥ 事務職員等の採用基準の明確化と人事交流の推進を図る。
大学法人等職員採用試験の合格者から選考を行う。
・人事交流については，組織の活性化と職員の資質の向上を図るため，
富山県内の国立大学法人等の間における人事交流を一層推進する。

・職員の資質の向上及び専門性の向上を図るため，各職種に応じた研修⑦ 職員の資質向上を目的とした研修制度を充実する。
の充実を図る。

（参考）

平成１６年度

（１） 常勤職員数 ８７６人

（２） 任期付職員数 １１９人

（３）① 人件費総額（退職手当を除く） 9,071百万円

② 経常収益に対する人件費の割合 45.6％

③ 外部資金により手当した人件費を除い 8,878百万円
た人件費

④ 外部資金を除いた経常収益に対する上 46.4％
記③の割合

⑤ 標準的な常勤職員の週あたりの勤務時間 40時間00分
として規定されている時間数

富山医科薬科大学
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（ 、 ）○ 別表 学部の学科 研究科の専攻等

学部の学科、研究科の専攻等名 収容定員 収容数 定員充足率

(a) (b) (b)/(a)×100
(名) (名） （％）

医学部 医 学 科 ５６０ ５７５ １０３

看護学科 ２６０ ２６２ １０１

薬学部 薬科学科 ４２０ ４４０ １０５

医学系研究科

医科学専攻 人
修士課程 ３０ ２６ ８７
博士課程 ２６ ２０ ７７

生理系専攻（※）
博士課程 ２７ ３４ １２６

生化学系専攻（※）
博士課程 ２１ ２９ １３８

形態系専攻（※）
博士課程 １８ ３０ １６７

環境系専攻（※）
博士課程 ２４ １９ ７９

看護学専攻
修士課程 ３２ ４２ １３１

認知・情動脳科学専攻
博士課程 ９ ８ ８９

（※の各専攻は，平成１６年度
から学生募集を停止）

薬学研究科

薬科学専攻
博士前期課程 ６０ １２１ ２０２
博士後期課程 ３６ ４０ １１１

臨床薬学専攻
博士前期課程 ３２ ２９ ９１
博士後期課程 ２１ １３ ６２

（※医療薬科学専攻博士後期課程） （ ０） （ ２） －
（※の専攻は，平成１２年度から

学生募集を停止）

○ 計画の実施状況等

収容定員と収容数との差について

・生理系専攻，生化学系専攻，形態系専攻，環境系専攻
これらの専攻は平成16年度から学生募集を停止しているものであるが，各専攻ごとの入学定員が少な

く，数人の超過により充足率が左右されるため。

・看護学専攻
社会人学生が多くいるが，こうした社会人学生は長期履修（１つの学年で滞ることとなる）となるケ

ースが多いため。

・薬科学専攻（博士前期課程）
学部卒業では就職先の範囲が限られることから，多くの卒業生が大学院に進学する傾向にあるため。

・臨床薬学専攻（博士後期課程）
博士前期課程修了時点で，就職先が決定する学生が多くいたため。

富山医科薬科大学
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